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　ぐにょりと変形した私の顔。

　首をちょっとずらせば、変形した顔がさらに渦うずを巻いたり、広がったり。面おも白しろいから顔をグルグル回してしまう。ちょっと楽しい。

「……なにやってんのよ」

　顔を上げると、呆あきれた目が私を睨にらんでいた。

　全身を漆しつ黒こくのローブで覆おおっており、顔もフードで包まれている。なんだかファンタジーの世界の住人みたい。そのフードの下の顔も別次元みたいに美しいことを、私は知っている。その艶なまめかしい真っ赤な唇くちびるから、小さくため息が漏もれていた。

「だってヒマなんだもん」

「ヒマだからって、アタシの占いの邪じや魔ましないで。これ以上やったらお金とるわよ？」

「ごめんなさい」

　素す直なおにおとなしくしていることにする。

「アンタもよ、ガー助」

『へいへい』

　釘くぎを刺さされたのは、私の頭の上にいる黒い鳥――の自動人形。

　改めてローブの彼女が水すい晶しよう玉だまに手をかざす。そもそもこの水晶玉以外に見るものがないのだ。だから私の変な顔が見えてしまう。

　ここは私の暮らす逸いつ色しきビルの五階にある、占いの館やかた。

　狙ねらってやったわけじゃないんだろうけど、このビルのテナントは上に行くほど怪あやしくなる。一階の花屋、二階のカルチャースクールはまだいいとして、三階のなんでも屋（私の事務所だ）、四階のヤクザはどう見ても怪しい。そこを飛び越えてさらに怪しいのが、この「観かん音のん崎ざき瑪め瑙のうの占いハウス」だ。

　もちろん観音崎瑪瑙というのは本名ではない。だけど、どうして占い師っていうのは大げさな名前を名乗りたがるのだろうか。その方が集客率が上がるのだろうか。

　それに何が怪しいって、名前はともかく、この瑪瑙さんの占いは当たるのだ。それはもう本当によく当たるので、このビルの住人もよく占ってもらっているくらいだ。

　だから私、東ひがし宮みやひかるもこうして占ってもらっているわけで。

「……西から星を下っていくと、五つの星のうち、どれかがアンタの胸に止まり――」

　水晶玉を見ながら、わけのわからない言葉をつぶやく瑪瑙さん。本人はいたって真剣だ。水晶玉を撫なでるだけの手にも力が入っている。

「西……いや、待って。北かしら、この反応は……でも、おかしいわね。これだと――ああもう、暑い!!」

　いきなりフードを取る瑪瑙さん。二十代後半か三十代……本人の名めい誉よのために二十代にしておこう。よく通るアルトの声にふさわしく、妖よう艶えんな目つきの女性が顔を出した。顔立ちはキレイなのに、だらしなく頭をガリガリと掻かいている。それに合わせて、耳に下がった大きなピアスが揺れる。

「四月だってのに、夏みたいな暑さね。ったく……」

　長いストレートの髪かみをかきあげて、水晶玉に集中しはじめる瑪瑙さん。だったら初めからフード取ればいいのに。やっぱり怪しい外見は占い師にとって必ひつ須す条件なのだろうか。でも瑪瑙さんは素顔だって、良い意味で怪しい外見だと思うけどな。お姫様みたいに――もとい、女王様みたいにキレイだから。

「めんどくさいから、結論だけ言うわよ。ひかるが望むものは、近いうちに向こうからやってくるわ。だからなんとかして、もうちょっとだけ生き延びなさい」

「はぁ、そうですか」

　私がうなずくと、瑪瑙さんは椅い子すにもたれかかり、

「しっかし、お金がなくなったからって、金と食糧の在処ありかを占って欲しいって依頼はアンタが初めてよ」

　そりゃそうだろう。そんな境きよう遇ぐうの人は、占い師に頼る金があったら食べものを買っているだろうから。

　私？　私は特別。

　だって、占いの報ほう酬しゆうは見つけたお金の半分だからね！

『なぁ瑪瑙の姉あね御ごよ。ひかるはともかくとして、占い師ってのはそんなに儲もうからねーモンなのか？』

　私の頭の上から尋たずねるガー助。

「そうなのよねー。アタシの占い、当たる方だと思うんだけどなー。何がいけないのかしら、まったく！」

　苛いら立だちながら吐き捨てる瑪瑙さん。

「瑪瑙さん、最近肉食べた？」

「肉どころか、穀こく物もつも食べてないわよ。たまにガー助を焼いて食べたくなるわ」

「あ、それ私もわかります」

『フザケろよテメーら！』

　原因はたぶん、四階の人たちだと思う。ドアの前で入るのをためらっているお客さんに対して、にこやかに応対してくれるのだ、あの極ごく道どうたちは。そのせいで気の弱い女性客はみんな帰ってしまう。世界で一番優しい営業妨害だろう。

『だったら自分で自分のことを占ったらいいんじゃねーの？　金の在処とか、客寄せの方法とかよ』

「自分のことが占えるんだったら、占い師なんて職業やってないわよ」

　それも正論だ。もっと儲かる方法がわかるのだから。

「でも、アタシよりアンタよ、ひかる」

「私？」

「こないだ、仕事の報酬たんまりもらったって言ってたじゃない。なんでそんな簡かん単たんに無くなるのよ？」

　瑪瑙さんの質問はもっともだ。

「お金って、何をするにも減っていくんですよねぇ……」

　確かに私はこの冬に起きた事件を解決して、報酬をもらった。それこそ今の暮らしだったら一年は食べられるほどの額だ。ほとんどはケガの治ち療りよう費ひなどに消えたが、それでも半年は食べられたはずなのだ。

　新しくできた目的のせいだ。

　私の大切な人たちを傷つけ、これからも世界中で暗あん躍やくするつもりであろう組織――「ミズチ」を追う目的。

　追わなくても、向こうからやってくるんだけどね。私とガー助に使われている錬れん金きん術じゆつの秘ひ法ほう「ラーの天てん秤びん」を手に入れるために。そうならないために対策を立てなければ。

　けど、守るだけというのも性しように合わない。こちらから打って出る計画もある。

　しかし守るにも攻めるにも、まず敵の情報が必要だ。

　ミズチというのは裏の学問の楽園を目め指ざしている組織だという。そんな連中が本気を出したら、世間から隠れるのは容よう易いだろう。普通の探索方法じゃ、一生かかっても見つからない。

　だからお金を使って調査しているのだ。その筋のプロに頼んだり、自前の錬金術で探たん査さ機きを作ったりしているが、結果は芳かんばしくなく、資金と時間だけがなくなっていき――とうとう冷蔵庫からマヨネーズ以外の食物がなくなったという次し第だいだ。まぁビルの人たちに言わせれば、「いつものこと」なんだろうけどさ。

　生計を立てるためにこの仕事を始めたのに、生きるためのお金が戦いでなくなっていく。これって戦争のしすぎで滅びた国の典型的なパターンじゃなかったっけ。

　そりゃ瑪瑙さんにも頼りたくなるっての。

　でも私たちに協力してくれる人は、ちゃんとほかにもいる。古こ科か学がく者しやの喜き一いち郎ろうくんにカンジくん。彼らの腕は信用に値あたいするけど、戦力はまだ足りない。

「いつの間にか、なんでも屋から戦争屋になってるみたいね。うら若い女の子のするこっちゃないわよ」

　そんな私を見て苦笑する瑪瑙さん。

「まーでも、いい女は人に言えない過去の一つや二つ、持ってないとね」

「瑪瑙さんも持ってるんですか？　人に言えない過去」

「ウフフフ……」

　真っ赤な口の端はしを吊つり上あげただけで、何も言わない瑪瑙さん。こういうニヒルな笑い方が似に合あうんだよねぇ。私にゃ十年がんばっても会え得とくできそうにない。

　そもそも誰だれがボスかも不明なのだ。

　以前会った平ひら賀がという古科学者は、かなりの立場にいるようだった。しかし彼がミズチ全体のボスとは限らない。全すべてをかけて、死に物狂いで平賀をなんとかしても、さらに手て強ごわい誰かが現れたら、もう終わりだ。ボスを倒せばオールクリアってわけにもいかないのだ。足りない資金や人員を、なんとかやりくりしなきゃ。

「やっぱり、まずはアンタがしっかり食べることが先決なのね」

「そういうこと。で、その近いうちにやってくるごはんは、具体的にはいつくるの？」

「だからすぐだってば。アタシの言うこと信じられない？」

　瑪瑙さんが身を乗り出した、その時。

「おーい瑪瑙の姐ねえさん！　そっちにひかるちゃんいるかい？」

　強い力でドアがノックされ、自然とそちらを見る。

　知っている声。下の階に事務所をかまえる、天てん成せい会かいの若い子だ。

「どしたの？」

「いつものお願いだ。大親分から」

　うわ、もう来た。







　天成会というのは、この辺一帯を取り仕切る奥おく村むら組ぐみというヤクザの下した請うけ組織だ。主な仕事は借金の取り立てなど。まぁありていに言って善良な集団ではない。下に事務所をかまえている私だが、たまーに争うような声が聞こえてきたりする。

　最初にこのビルに引っ越してきた時は、それはそれは怖くて仕方がなかったのだが、近所付き合いを繰くり返かえしているうちに、あっさり慣れた。さらに天成会の方々曰いわく「そっちの方が物ぶつ騒そうな音立ててるじゃねえか！」とのこと。そりゃごくたまに事務所を爆発させたりするけどさ。

　彼らは私にとって、ただの危険な集団ではない。仕事をくれるお得とく意い様さまでもある。錬金術を使った「なんでも屋」という仕事は、特殊な依頼を好む。自然と特殊なお客様がついてくるわけだ。

　中でも私のことを一番気に入ってくれているのが、この天成会の上の組織、奥村組の大親分である。

「よっ、ひかるちゃん。相変わらず元気だね」

「親分さん、お久しぶりです！」

　片手を挙げて若々しく挨あい拶さつするのは、もう七十を超えたおじいさん。渋しぶみのある笑顔をこちらに向けている。

「んー、いつ見てもいいシリをしとるのう」

「ヤダもー親分さんったら！　ブチ殺しますよ！」

　言い終わる前に、もう親分さんをひっぱたいていた。

「ちょっ、ひかるちゃん！」

　天成会の方々が大騒ぎするが、私たちにとってはいつものコミュニケーションだ。殴なぐられた親分さんも笑ったままでいる。

　孫くらい年齢が離れてるもんねぇ。私が何をしても、親分さんにしてみれば小さな子がじゃれているようにしか感じられないのかも。

　ここは逸色ビルの四階。天成会の事務所だ。親分さんにしてみれば、下請け会社の応接室に過ぎない。

「おい、火」

「へい！」

　親分さんが取り出した煙草たばこに火をつけるのは、天成会の幹かん部ぶである伊い藤とうさん。いつも太った腹をゆすりながら高笑いしている彼も、親分の前では石像のように固まっている。伊藤さんだけでなく、天成会の全員が借りてきた猫のようにおとなしくなっていた。

「でも珍めずらしいですね、親分さんがこっちに来るなんて」

　依頼がある時は、いつも私が出向いているのに。そもそも親分さんをこのビルで見るのは初めてだ。

「うん、まぁ、ちょっとおおっぴらには言いにくい話でな」

　来た。

　こういう物の言い方をするときは、決まって危険な仕事だ。ということは、それだけ高給が約束されるということ。

　あー、前回はダチョウに踏ふまれたんだっけ。思い出したら頭痛がしてきた。

　今度は何をするんだろう。

「まぁ座りなさい」

　親分さんに勧すすめられるまま、ソファに座る。まるで自分の家に招いたみたいにくつろいでいる。私もこの事務所は慣れているから、リラックスできるけど。

「話というのはな、あるモノを護ご衛えいして欲しいんじゃよ」

「護衛ですか」

　いつもの仕事とそう変わらない。中身が不明なバッグとかを護衛させられるのは珍しいことじゃない。だけどそれなら、親分が直じき々じきに来る必要もない。

「そんなに危険なシロモノなんですか？」

「いや、危険というわけではないんじゃ。問題はついでなんじゃが……」

　と、手招きする親分さん。耳を貸せということらしい。

　私が耳を近づけると、親分さんはボソボソとしゃべり始める。

　……。

　リゾート？







　どうやら聞き間違いではないようだ。

　親分さんが言うには、護衛して欲しいものは船の中にあるという。

　船といっても小さな漁船ではない。

　客船だ。大親分が個人で所有している船だという。きっと、あのクイーンエリザベスとかタイタニックとか、そんな感じの映画に出てくるような豪ごう華か客船に違いない。タイタニックは御ご免めん被こうむりたいが。

『しかしあの親分が、ひかるたちを招しよう待たいとはなぁ。どーいう了りよう見けんだ？』

「だから言ってるでしょ。仕事よ、仕事」

　鳥とり籠かごで休んでいるガー助を差し置き、私は着替えの用意。あ、そうそう、買ってきた水着を忘れないようにしないと。豪華客船ってだけあって、プールもついてるらしいじゃない。あとはタッパー。これを忘れたら始まらない。それからタッパーの予備。

『いや、ひかるはいいんだけどよ』

　ガー助は事務所の扉を見る。ゴトゴトと奇き妙みような足音が聞こえた。

「ひかるちゃん！　着替えのほかに、何持っていけばいいかな!?」

　松まつ葉ば杖づえだというのに、元気よく走りこんできたのは一階にある花屋さんの娘、千ち秋あきちゃん。私と同じように目を輝かせている。

『……なんで千秋までついてくるんだよ』

「だって親分さんがいいって言ったんだもん！」

　上じよう機き嫌げんの千秋ちゃん。

　そう、どうせ船に乗るのだからと、親分さんはビルのみんなを招待したのである。もともと一階の板いた垣がきさんは親分さんと付き合いがあったそうな。昔、銃工ガンスミスをやっていた名残なごりだという。ほかに、二階に住んでいる設楽したらさんも。あの人は――なんでもできる人なので、親分さんと繋つながりがあってもおかしくない。

　もちろん天成会の人たちも来る。普段がんばっているということで、慰い労ろうも兼ねているらしい。そしてどういうわけか瑪瑙さんもついてくる。昔、占ってもらったことでもあるのだろうか。

　ともあれ、これで一階から五階、逸色ビルの全員が船に乗ることになった。期きせずして訪おとずれた、ビル総出の旅行だ。

　繰り返すけど、私は遊びじゃない。れっきとした仕事なのだ。

「ひかるちゃん、荷物多いねー」

　千秋ちゃんが私のカバンを見ている。パンパンに詰まったボストンバッグが三つ。たぶんこれからもっと増える。着替えのほかに、錬金術の道具も入っている。扱いが難しい薬品も厳げん重じゆうに梱こん包ぽうしている。だからかさが増えるのだ。

「やるからには、キッチリやらないとね」

　そう、今回の相手は一ひと筋すじ縄なわではいかない。

　もしかしたら失敗するかもしれない――そんな気になってくるほどだ。




　なんたって、相手はあの怪かい盗とう百ひやく色しきなんだから。




　あらゆる場所に侵入し、あらゆる物品を盗み出す、犯罪の芸術家。まさかこの二十一世紀にそんな人がいるなんて思わなかった。テレビなどで騒がれてはいるけれど、実際に会うかもしれない状況になると、ちょっと信じられない。手品や秘密道具を駆く使しして忍者のように姿を消せる怪盗なんて。まだ指一本で人を倒せる格かく闘とう家かの方が信じられるってもんだ。

　ビデオ等を見て研究したら、ますます信じられなくなった。だって、ビルの下で警けい官かんとパトカーの集団に囲まれてたのに、十秒後には屋おく上じようから気球で脱出とかしてるんだよ？　ほかにもどっかの商店街一つ壊かい滅めつさせたとかいう噂うわさが立ってるし。

　その百色から、ある物を護衛する依頼を受けた。その「ある物」の正体はまだ教えてくれなかったけど。

　もしもそんな人物が相手なら、私じゃ役者不足なんじゃないだろうか。私としては、まだミズチとケンカする方が気楽だ。どんなものでも盗み出す怪盗に、はたしてただの錬金術師が太た刀ち打うちできるだろうか。

　親分さん、ちゃんと保険かけてるかなぁ。いつもの相手とは違うから、正直自信ないよ。

　私としては報酬がもらえるなら何でもいいんだけどさ。失敗してもくれるって言うし。

『なーひかる。俺たち、こんなことしてていいのか？』

「へ？　なに心配してるの、ガー助？」

『百色なんかにかまってるヒマがあったら、ミズチを探した方がいいんじゃねーかって話だよ』

「だから最初から言ってるじゃないの。これは仕事なの。お金を稼かせいで、ミズチとやりあうための資金にするのよ。なによ今いま更さら」

『……いや、言ってることはもっともなんだけどな。だったら少しはタッパー減らせよ。真ま面じ目めにやってる気がしねぇ』

　おや、気がついたらタッパーだけでカバン一つ埋うまってしまった。それに私は最初から大真面目だ。失礼な。

「カバンもう一つ用意しなきゃ」

『減らす気はねーのか』

「ハラが減っては戦いくさはできないって言うでしょ？」

『…………』

　ガー助も理解してくれたようで、それ以上何も言わなくなった。

　静かになった事務所で、作業を再開する。

「じゃかぁしい！　洗面用具はこっちのカバンに入れろや！」

「だからアニキ、下着はこのバッグにまとめようって決めたじゃないスか！」

「おい、ゲーム機もってく係決めようや！　こりゃ重いからのぅ！」

　上の階からも、激しく言い争う声が聞こえてくる。なんだかんだで楽しみなようだ。そんな声を聞くと、こっちまでウキウキしてくる。

　百色からブツを護衛して、ミズチを倒すという使命は忘れちゃいけないけど、だからといって楽しんじゃいけない道理はないもんね。

「おう、ハジキは例のルートで運べよ！」

「ウス、明日はＡルートは使えないんで、中国んときに使うルートでいきます！」

　なにやら素す敵てきな会話も聞こえる。

「ひかるちゃん……」

　涙目で上を指さす千秋ちゃん。

「聞かなかったことにしなさい」

『そうしてくれや。あいつらも仕事なんだ』

　我われながら、本当に慣れたものだと思う。
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　そして当日。

　あれほど仕事だと言っていたのに、完全にピクニック気分で出かけることになってしまった。天成会のみんなが運転する車に乗って、港まで出発。考えてみれば、ビルのみんなでどこかへ行くのは初めてだ。だからとても嬉うれしい。

　板垣さんや設楽さんもこの日のために休みを取ってくれたみたいだし。瑪瑙さんはいつも開店休業みたいなもんだから気にしない。ウチも人のこと言えないけどさ。

「おっ、見えてきたぜ、親分オヤジの船」

　運転席の伊藤さんが前方を指さす。

　後部座席から上体を乗り出すと、ビルのような建物が見えた。それが近づくにつれて、横に広いビルに見えてきた。さらに近づくと、船としての全体が把は握あくできた。

　およそ私が想像していた豪華客船に近い。

　だけど想像の半分くらいの大きさだった。全長百メートルもないだろう。漁船や戦せん艦かんと違って、部屋が多い。本当に海に浮かぶホテルみたい。でも煌きらびやかな装そう飾しよくもないし、当然だけど金持ちの乗客もいない。船首を見ると「兄弟仁じん義ぎ」と達たつ筆ぴつで書かれてあった。この船の名前だろうか。

　車を駐車場に停とめ、荷物は天成会の若い子に任せる。軽い足取りで船に近づくと、親分さんが待っていてくれた。

「やー、ひかるちゃん。来てくれたか」

　杖を振り回して微笑ほほえむ親分さん。

　彼の周りには黒服の男がふたり。天成会のようなヤクザとは違った雰ふん囲い気きだ。プロって感じがする。こういうところを見ると、この人やっぱり奥村組の大親分なんだなぁって思う。ただのスケベジジイじゃないんだ。

　この船だってそう。親分さんの個人所有だという。今日みたいに組のために使うこともあるけど、普通じゃ考えられない。

　私の父もそれなりの地位にいる人物だけど、個人で船を買ったという話は聞かない。仕事一筋の人だったから。叔お父じである師し匠しようはクルーザーを持っているけど、こんなドデカイ客船は持っていない。

　所持金と、その使い方は別物なんだなぁ、と実感した日だった。

『でもよジーサン。こんな船、どうやって手にいれたんだ？』

　頭の上のガー助も、この船の規き模ぼに感心しているようだ。ガー助だけじゃない。後ろからゾロゾロ歩いてくるビルのみんなも、大口を開けたまま上を向いている。

「そんな難しい話じゃないぞ。古い船を買い取って、キレイにしただけじゃ」

『それだって大したモンだろ。個人で買える代しろ物ものじゃねえ』

「フフン。この船もビジネスで使うんじゃ。もう元は取ってあるぞい」

　得意げに語る親分さん。そういう商才がないと、ヤクザの親分なんてつとまらないよね。まともな商売だけじゃないんだろうけど。

　豪華客船にコッソリとヤバイ品物を運びこみ、海外へ……なんてドラマでありそうな展開だけど、今回護衛するブツは、法的にはまったく安全なシロモノらしい。だからビルのみんなも招待できたのだ。警けい察さつの目におびえながらクルージングなんてしたくないもんね。

「ところでひかるちゃん。そっちの子たちが、例の友達かい？」

　私の背後を見る親分さん。

　そこにいるのは軍服姿の少年と、仮面をつけた子。

「……初めまして。高たか原はら喜一郎といいます」

「えっと、ども。秋あき里さとカンジです」

　礼れい儀ぎ正ただしく挨拶をする喜一郎くんと、それに倣ならって頭を下げるカンジくん。

　彼らは古科学者である。古科学ってのは錬金術とは対ついを成す学問で、日本古来から続いてきた裏の学問なんだそうな。私が追っているミズチには古科学者が大勢いるけど、彼らは例外なんだって。

「ほうほう、君たちがひかるちゃんのアシスタントっていうわけか。こりゃ頼もしそうじゃ。うんうん」

　親分さんは二人をジロジロと見ている。特に喜一郎くんが気に入ったみたいだ。彼の方が強そうだもんね。

　それにしても、いつもぶっきらぼうな喜一郎くんが、こんなに丁てい寧ねいに挨拶するなんて。あれ、でも待てよ。彼がまともに挨拶するところ、見たことないな。思い返してみれば座り方もキチンとしてるし、ごはんの食べ方も美しい。親の教育がいいのかな？

　まぁ、戦時中から生きてる不死身の人間だし、礼儀正しくて当たり前か。

　そんな喜一郎くんを押しのけるようにして、カンジくんが飛び出してきた。

「親分さん。百色がこの船に来るって本当ですか!?」

　カンジくんの声はうわずっている。

「客船を狙った犯行は、一昨年の弥生やよいⅢ号以来ですよね。あの時は上空からパラシュートなしでデッキまで飛び降りたんですよね」

「ほうほう、百色ファンというわけか。ひかるちゃんの友達は面白いのが多いのう」

「はぁ」

　実はカンジくんは百色に詳しいだけで、ファンというわけではない。

　むしろ百色のことを嫌っているようだ。

　いったいどんな縁えんなのか知らないけど、ある事件を境さかいに、百色についてかなり熱心に調べたそうだ。

　実際に会って情報を摑つかみたいといつも漏らしてた――喜一郎くんがそう言ってた。

　今回、同行を申し出たのもカンジくんだ。私が支し度たくをしているところに遊びにきて、この仕事の話をしたら「何がなんでもついていきたい」とせがまれちゃって。親分さんに電話したら一発ＯＫだったけど、あんなに興こう奮ふんしたカンジくんは初めて見た。喜一郎くんは、そんなカンジくんが心配だからついてきたのである。

　でも、おかしいのよね。百色に会って情報収集したいって、彼を捕まえることが目的じゃないのかしら。泥どろ棒ぼう志し願がんって風にも見えないんだよなぁ。

「そんなわけで、よろしくお願いします！」

「……お願いします」

　二人揃そろって頭を下げる。

「おうおう、ひかるちゃんの友達なら大だい歓かん迎げいじゃよ。楽しんでくれい」

　上機嫌な親分さん。そしてカンジくんたちのさらに後ろにいる天成会の皆様をひと睨みすると、

「おう、テメーラ！　ワシがくれてやった休きゆう暇かだからっつって、客人にふてぇ真ま似ねしたらタダじゃおかねぇぞ！」

「へいっ！」

　いきなりドスの効きいた声を浴びせられ、天成会だけじゃなく、私たちまで震えあがってしまった。

「そんじゃひかるちゃん、またの」

　またいつもの陽気な口調に戻って、船に乗りこんでいく親分さん。

　取り残された私たちは、揃って一息。

「ケッ、親分オヤジも甘いぜ」

　苦々しくつぶやいたのは、天成会の若い子。

　彼らは前に喜一郎くんの手でボコボコにされた経験がある。そんな彼が今回の旅に同行すると聞き、殺気立っているのだ。

　しかし喜一郎くんはガー助よりも強いので、天成会では歯が立たない。そのため怒りだけが募つのっていくのだ。

「な、なんか怖い目で見られてる気がするんだけど……」

　背筋を震わせているのは、カンジくん。ビルに住み始めた頃の自分を思い出す。

「あ、そうだ」

　突然、手を挙げる板垣さん。

「千秋は船に乗るの初めてなんだけど……誰か酔い止めとか持ってるかな？」

「一応持ってるけど、でも、あとで船酔いしない乗り方のコツを教えてあげましょう」

　手を上げたのは設楽さん。さすが人間カルチャースクール。

　やっぱり設楽さんはどんな場所にも連れていける。もしかしたら百色の捕ほ獲かく方法まで知っているんじゃないだろうか。あとで聞いてみようっと。

「それにひかるちゃんだって錬金術師なんだから、酔い止めの薬くらい作れるでしょ」

「まぁね」

　触しよく媒ばいはたくさん持ってきてある。いざとなったら酔い止めからニトログリセリンまで調合してみせよう。正規の方法じゃないけどね。

「あと、瑪瑙さんもいるしね」

「金取るわよ、アタシ」

　ぶっきらぼうに言い放つ瑪瑙さん。

　彼女、少しだけど催さい眠みん術じゆつが使えるのだそうだ。占いの時にそれを使って心理カウンセリングもできるのである。その催眠術を使えば、船酔いも止められるという。これは最終兵器だろう。

「船酔いに関しては最強だな、このメンツ」

　そう伊藤さんが評したけど、喜んでいいものだろうか。







　元旅客船、兄弟仁義号。

　総トン数七千五百二十一トン。全長九十八メートル。全ぜん幅ぷく二十一メートル。客室数五十一。航海速力十九ノット。

　見た目の割に客室数が少ないのは、元のオーナーの意い向こうで、一つ一つの部屋に凝こったためだという。

　もともと一般企業が所有していたクルーズ船で、主に社内旅行などに使われていたそうだ。だからお金を取るためのサービスというより、所有者の趣しゆ味みが色濃く見える内ない装そうになっていた。

　ホテルのような内装は、けしてブルジョワ趣味ではなく、シンプルながらもさりげないデザイン。大浴場、室内プール、レストランなどの施し設せつもそろい踏み。親分さんの手に渡ってからさらに色々な施設が増えたんだそうな。

　船を動かしているのは、奥村組の系列会社の人たちだという。

　というか、この船が親分さん個人のために使われることって、あまりないんだそうな。一年の半分は奥村組傘さん下かの旅行会社が使っているのだ。もう半分は、親分さんが個人的なビジネスに使うんだと。

『初めて聞いたぜ、そんな話』

「私も。親分さん、いろんな事業に手ェ出してるのねー」

　渡された鍵かぎとドアの数字を見比べながら、廊ろう下かを歩く私たち。さすが客船、まだ出航していないとはいえ、まったく揺れを感じない。床の絨じゆう毯たんもフカフカだし、まるで本物のホテルのよう。

「あ、ここね……うわっ」

　鍵を使って部屋に入った瞬間、目を疑うたがった。

　ほとんど私の事務所と変わらない広さの部屋。中央に大きなソファ。部屋の隅すみには四十インチのテレビ。大きなサイドボード。高そうな絵画。窓から見える広大な景け色しき。そしてベッドが見えないということは、さらに別室があるのだろう。

『ほー、豪ごう勢せいだなこりゃ』

　気のない感想を述べるガー助は放っておいて、お風ふ呂ろとトイレを確認。

　うわー、泡の出る石せつ鹼けんが置いてある。しかも四種類も。それにトイレットペーパーもなんだかいい匂においがする。

「ガー助、これ持って帰ってもいいかな!?」

『いいんじゃねーの？』

「なによ、あんたもこんな部屋、初めてでしょ？　もっと喜びなさいよ」

『いやな……改めて、親分の凄すごさが身にしみてよ。ひょっとしたら、オメーの親父さんくらいスゲージジイなんじゃねーの？』

「お金だったら、うちのほうが持ってるよ。でも、親分さんほど気前良くはないわね。それにトーグーは旅行会社はやってないから」

『俺にとっちゃ、似たようなもんだ』

　そうしてガー助はクチバシで器用にリモコンをいじくると、テレビを見始める。そういえば航海中の番組って、どこの放送地域になるんだろう。

「あれ？」

　――そもそも、どういうルートで航海するんだろう。

　なんか、ガー助が怪しむ気持ちがわかった。

　まだ、私たちは親分さんから詳しい情報を何も聞いていないのだ。一週間の航海と聞いていたけど、どんなルートでどこまで行くのか、全然知らない。

　親分さんがくれた休暇と割り切れば全まつたく問題ないんだけど、こっちは仕事だ。百色からブツを守る使命がある。そのブツが何なのかも知らないけどね。

　あとで船内の探索に行かないと。防犯対策なんてあまり経験ないけど、どこから百色が侵入するかわからないもんね。

「失礼致します」

　ノックの音。

「はーい？」

　知らない声だったけど、特に警けい戒かいもせずドアを開ける。

　パリッとした制服に身を包んだホテルマン――もとい乗務員さんだった。四十代くらいのナイスミドル。制服がとても似合っている。

「東宮さま。この部屋はお気に召しましたでしょうか？」

「はい、とっても！」

「それは良うございました」

　名札を見ると、チーフ・パーサーという役職だった。あれ、チーフ・パーサーってけっこう偉えらい人なんじゃ？　総支配人みたいな人なんだっけ？

「本来ならばホテルマネージャーが伺うかがうところでしたが、生あい憎にくオーナーに挨拶をしておりまして」

　あ、やっぱりホテルマネージャーがいるんだ。ホテルの総支配人ってことだよね。じゃあこの人はホテルの副支配人くらい偉いのかな。

「さっそくですが、一息つきましたら部屋にお越しくださいますよう、オーナーが」

「あ、親分さんが？　わかりました」

「それから、これは東宮さまと観音崎さまに最初にお伝えするようにと」

「はい？」

　チーフ・パーサーの人は咳せき払ばらいを一つすると、私にそっと耳打ちした。

「二階のレストランで行われておりますビュッフェは二十四時間開いておりますが、六時間ごとに和洋中と入れ替えをいたします。お望みのメニューがございましたら、コックに直接お申しつけください。できる限りご要望にお応こたえいたします」

「!?」







「……まだ出航したばかりじゃというのに」

　私の姿を見た親分さんが、大きくため息をついた。

　そんなに沢山たくさん食べたつもりはないんだけどな。

「とりあえずそのタッパーを置きなさい。航海は長いんじゃから、腐くさっても知らんぞ」

「あ、平気です。これはおやつなんで。航海が終わる寸前に、持ち帰り用のタッパーも使いますから、安心してください」

　カバンいっぱいのタッパーを床に置き、私は親分さんの部屋のソファに座った。部屋のデザインは私たちの部屋とそう変わらないみたい。だけど置いてあるお酒や絵や机は格かくが違う。たぶんテーブルに置いてあるお酒のつまみのチーズのひとかけらの値段で、私は一週間ゴハンが食べられる。

「親分さん、部屋の中のモノって、どこまで持ち帰っていいんですかね？」

「まぁそーいう話はあとにして、とりあえず仕事の話をしよう」

　見事にスルーしながら、親分さんもソファに座る。そういえば乗る前にいたはずのボディガードたちがいない。この部屋にいるのは親分さんと私とガー助だけだ。

　やっと、聞きたいことが聞ける。

「すまなかったの。色々知りたいことも教えないまま、出港してしまって」

「それも計画通りってワケですか。あとから断れないようにするつもりだったんですね。そんなにヤバイ代物を護衛するんですか？」

「いやホントは直前に話して、確認を取るつもりだったんじゃが……」

　ハイ、私が悪いです。ビュッフェに籠こもっていたからです。

　だって本当においしかったんだもん。

「でもヤバイ代物ってのは当たりじゃよ。こいつを見てもらえるか？」

　親分さんはお酒の瓶びんの隣となりにあったリモコンを手に取ると、部屋の壁かべに向けてスイッチを押した。

　すると壁の一部がスクリーンのように色を変えた。驚おどろいてスクリーンに手を触れたけど、壁との継つぎ目めがない。最新の技術だ。なんだかスパイ映画みたい。

　スクリーンの向こうは、壁に埋めこまれたケース。これは百色でも気づかないかも。

　ケースの中に入っているのは――石かな。

　白い、岩塩のような感じ。私の頭くらいの大きさ。

　宝石の原石か何かだろうか。

「これ、何ですか？」

「魂たましいの塩じゃ」

「はぁっ!?」

　すっとんきょうな声をあげてしまった。

　親分さんの口からそんな単語が出るなんて、夢にも思わなかったから。変なたとえになるけど、コワモテのおじさんの口からキティちゃんの話題が出るくらい奇妙な事なのだ。

　だって、魂の塩って――

「ひかるちゃんは、なんでも屋のついでに錬金術師もやってるんじゃろ？」

「……錬金術師のついでになんでも屋やってるんですけど」

「まぁどっちでもいいじゃろ。問題は、この魂の塩ってモンがどういうものか知ってるか、ということじゃ」

「知らない人はいませんよ、私たちの世界じゃ」

　そう。魂の塩とは、現代錬金術の秘ひ宝ほう。

　賢けん者じやの石に並ぶレアアイテム。

「実はな、ワシャ良く知らんのじゃ」

『知らねーのに、なんで持ってるんだよ!?』

　もっともなツッコミのガー助。

「詳しい価値を知らんでも、金きん銭せん的てきな価値さえわかればいいんじゃよ。ひかるちゃんを呼んだのは、この魂の塩について教えてもらおうと思ってな。出航前に話せなかったのは、そういう理由もあるんじゃ」

「そういうことですか」

　いろいろとわかった。とりあえず親分さんには知っておいて欲しいことがいくつかある。私はソファに座りなおすと、まず一番肝かん心じんなことから教えた。

「あのですね親分さん、まず魂の塩っていうのは、現代錬金術でもっとも高価なものです。希少価値においては二番目ですけどね。本当は値段なんてつけられないくらいなんですよ。いくらで売買してるのか知りませんけど、この船十隻せきくらいは買えるんじゃないかな」

「ははぁ、なるほど」

　アゴヒゲをさすりながらうなずく親分さん。

「どうりでタダでくれたワケじゃ」

「タダ!?」

「あのなひかるちゃん。そんだけ高価なものを持ってるってことは、どういうことかわかるかい？　どんな手を使ってでも手に入れようとする者が現れるってことじゃ。盗むだけの百色なんて可か愛わいいもんじゃ。ワシの組の人間を皆殺しにしてでも――そんな物騒な輩やからだっているじゃろう」

「だから、とっとと売っぱらっちゃいたい、と」

「そういうことじゃ。コイツをくれた友人も、それから音おと沙さ汰たがない。よほど危険な目に遭あったんじゃな」

　それだけ危険な物なんだ、魂の塩とは。

　現代錬金術において、重要だと言われている三つの物質がある。すなわち「見えざる水銀」と「触れざる硫い黄おう」、そして「魂の塩」。

　見えざる水銀と触れざる硫黄は、割と容易に作れるし、扱いも容易たやすい。まぁ見えざる水銀中毒で一度死んだ私が言うのもなんだけどさ。

　だけど魂の塩は別格だ。難しすぎる。作るのも、使うのも、見つけることすらも。

　ガー助の由ゆ来らいとなったオリジナルのガーゴイルや、私の師匠が作った自動石像にも魂の塩は使われている。師匠はどうやって作ったのかというと、先祖代々伝わっていた核のようなものを利用しただけという。つまり、自分で作ったわけではないのだ。

　自動人形が自じ律りつ駆く動どうするために必要不可欠な、魂の塩。だけど私はそれを見つける前に死んでしまった。だからラーの天秤という別のモノで代用している。

　ラーの天秤という、錬金術の道具――というよりは技術で、私とガー助の命は繋つながっている。お互い、半分ずつの命を分け合って、なんとか一人分の働きができる。いつかは別々の命を持ちたいとは思っている。

　だからここにある魂の塩が本物なら、自分で調べたい。

　そのためには器具が必要だし、そもそもそんなことをしている内に、百色に盗とられてしまう。悔くやしいけど、見るだけだ。

『ってことは、百色も錬金術師なのか？』

　そうね。錬金術師以外にこれの価値を知ってる人はいないだろうし。でも百色くらいの怪盗なら錬金術を知ってても不ふ思し議ぎじゃない。

　百色が錬金術師じゃないにしても、盗んだあとは誰かに売るだろう。ってことは、その相手が錬金術師なのか。いずれにせよ、どこかで錬金術師とつながっているのだろう。

　――それか、ミズチね。

　関かかわっている可能性は大だ。確証はないけど、用心はしておこう。

「ところで、さっき希少価値においては二番目と言ってたが、一番は何なんじゃ？」

『ああ、そりゃ賢者の石だ』

「賢者の石？」

『半ばおとぎ話みてーなもんだよ。だから真面目に探してるヤツなんてほとんどいねーし。その分、魂の塩はまだ現実的だな。だからまだ値段がつけられるレベルだ』

「ほほぉ。錬金術ってのは奥が深いのー」

　ちょっと目を開く親分さん。まさか探す気じゃないよね。

「ま、できるなら関わりたくはないわい。この年になると、楽に生きることにしか興味がないんじゃ。リスクは最小限にせんとな」

　ヤクザの親分にしてはネガティブな意見かもしれないけど、若いころは修しゆ羅ら場ばを何度も潜くぐり抜けてきたであろう親分さんが言うと、妙に説得力がある。

「ってことで、この魂の塩も海外のブローカーに売りさばくことにした。ちょうど三日後に合流する予定じゃ。それで……すまんのう、場所や相手はナイショにさせてくれんかの。どこに耳があるかわからんからな」

「はぁ、かまいませんよ」

　どうせ相手は百色だ。どれだけ知識を得ても、私たちが予想もしなかった方法で侵入するに違いない。

「でも、ナイショにしてたのに百色には嗅かぎつけられたんですね」

「向こうもプロじゃからのー。あ、ちなみにコレが予告状な」

　渡されたのは一枚の紙し片へん。

　テレビで見たことがある装飾。シンプルだけど、インパクトがある。でも、テレビで見たことがあるってだけなので、真しん贋がんの区別はつかない。

　私としては、別に百色だろうがなんだろうが、とる対策は一つなのだ。見つけてふんじばる。だから予告状にはあまり興味がなかった。

「百色に盗られるなら、それはそれで構わんのじゃ。もともとタダでもらったものじゃから。しかしできることなら売りさばきたい。ってことで、天成会の連中の慰労を兼ねてひかるちゃんを呼んだわけじゃ」

　どっちに転んでもＯＫってことね。少し気が楽になった。

「それで、どうかの？　引き受けてくれるか？」

　ここまできたら是ぜ非ひもない話だ。成功率は低いけど、親分さんの頼みは断れない。

　リスクも少ないし、やる価値はある。

　ただ、大切なことを忘れている。

「親分さん」

　私は努めて冷静に言った。

「一番肝心なことを聞いていませんよ」

「おお、そうじゃった。ちょっと待ってなさい」

　ニヤリと笑って親分さんが取り出したのは、電卓。

　そうそう、この話をしなくちゃね。







「で、結局いくらで引き受けたのよ？」

「それは企業秘密です」

「いいじゃないのよ、アンタ契けい約やく忘れたわけじゃないでしょうね!?」

「忘れてませんよ、ちゃんと二人分ふっかけてきましたよ！」

「ならいいけど。ちょっとひかる、そこのローストビーフとって」

「はいはい。あ、瑪瑙さん。そこのサラダ私の分もお願い」

「このゼリーおいしかった？」

「なかなかイケましたよ。あとね、このバナナのムースがおいしいの！」

「へぇー。あとで食べてみよっと。あ、あと十分くらいで中華料理が来るわよ」

「じゃあ今のうちにコレ食べちゃいましょ」

　ビュッフェから席に戻る私たち。手にした皿をすべてテーブルに置くと、ちょっとしたフルコースが出来上がる。

『オメーラどんだけ食うんだよ!?』

「食べられるだけに決まってんでしょ、バカ鳥！」

　ガー助のクチバシをデコピンするのは、私ではなく瑪瑙さん。

　職業も生活スタイルも身体からだのスタイルも全然違う私と瑪瑙さんに共通することがあるとすれば、食欲とサイフの中身だ。食べられる時に食べるのが信条になるのは必然といえよう。

『それにひかるはさっきも食っただろ！』

「何度食べてもおいしいのよ！　いいじゃない、サービスなんだから。それに瑪瑙さんなんて、私が親分さんと話してる時も食べてたし！」













『オメーラの胃は何でできてんだ、マジで……』

　ガー助のぼやきを無視して、食べ始める。あーやっぱりおいしい。この鶏肉とトリュフと白身魚とメロンとステーキとパスタとクラムチャウダーと――

　なにより、夜の海を眺ながめながら食べられるってのが素敵だ。ゆっくりと動く波が、月光に照らされてとても綺き麗れい。

「はぁー……こんないい景色、独りで見るには勿もつ体たいないわね」

　ワイングラスを傾かたむけながら、ため息をつく瑪瑙さん。

「私とガー助がいるじゃないですか」

「イイ男と一緒に見たいって意味よ！　ったく、お子様なんだから」

　仮にイイ男が同席していても、この食欲を見たらドン引きするだろう。瑪瑙さんが怖いから口には出さないでおくけど。

「で、アンタどうなの？　イイ男はいないの？」

「いたらいいんですけどねぇ」

　ふと、身近な男性を思い浮かべてみる。

　……ダメだ。イイ男どころか、普通の人すらいない。

「なに消極的な顔してんのよ！　いい？　男だろうが食事だろうが、気に入ったものは自分の手で摑みとるのよ！　誰かが与えてくれるのを待ってちゃダメ！」

　拳こぶしを振り上げて力説する瑪瑙さん。

「ところでひかる、今までの男性遍へん歴れきを教えなさい」

「なんでいきなり！　それに命令形!?」

　いかん。徐々に瑪瑙さんの目がすわってきてる。酒というよりも話題に酔ってきている。ビルでもそうだ。天成会の酒盛りに突然乱入しては、最終的に私の事務所でグーグー寝てる。乱入してから寝るまでが地じ獄ごくなのだ。根ね掘ほり葉は掘ほり恥ずかしい話を聞かれたり聞かされたりする。

「いいからいいから、おねーさんに教えなさい」

「お姉さんっていうより、近所のオバ――」

「何か言った!?」

「いいえっ！」

　少しだけ上気した瑪瑙さんの頰ほお。酒の混じった吐と息いきも、なんだか色っぽくなってきている。本当にどんな過去を持っているのやら。

　でも、おねーさんっていうのは当たってるかも。私と瑪瑙さんと千秋ちゃんで三姉妹みたいだもんね。親が苦労しそうな姉妹だけどさ。実際に私は親に迷めい惑わくかけてるけどさ。

「ところでひかる、あんたタッパーどんくらい持ってきたの？」

「バッグ三つ分かな」

「フッ。甘いわね。こういう高級ホテルには、おみやげ用に弁当箱が用意されているのよ。わざわざ持ってくる必要なんかないの」

「甘いのは瑪瑙さんですよ。弁当箱って、仕切が多くて大量に入らないんですよ。その点、私が厳げん選せんしたタッパーたちはいい仕事してくれますよー」

　などとしたり顔で会話する私たち。その間にも食べる手は休めない。

　こんな会話してるからモテないのかな、私。

「んで、ひかる。アンタ仕事しなくていいの？」

「もうしてますよ。天成会のみんなにお願いして、センサーばらまいてもらいました」

「センサー？」

「この船の全員の足音をインプットしてあるんです。それ以外の人間の足音を聞いたら、私のところに知らせが来るんですよ」

「……無む駄だよ」

　ナイフを置く瑪瑙さん。

　どうしたんだろう。笑いが消えてる。

「そんなんで百色を捕まえようなんて、甘すぎるわ」

「えと、まぁ、気休めみたいなものです」

「アンタ本気で捕まえる気あるの!?」

　ダン、とテーブルが叩たたかれた。反動でワイングラスが倒れそうになる。それを小さな光線で受け止めるガー助。受け止められたグラスを礼も言わずに受け取ると、瑪瑙さんはそれを一気に流しこんだ。

「足音なんて、百色にとっちゃ呼吸よりも楽に消せるのよ？　それにすでにこの船の誰かに化けてる可能性だってあるし。あんたが持ってきた道具全部使ったって、マントの端っこすら捕まえられないわよ、そんなんじゃ！」

　なんかすごい怒ってる。

　まるで百色に恨うらみでもあるかのように。

「……瑪瑙さん？」

「なによ!?」

「百色の事、知ってるんですか？」

「知ってるわよ！　あの忌いま々いましい怪盗！」

　その口調から察するに、テレビで見たとか、そういうことではないだろう。直接会って、何かされたのだろうか。

「あいつにとっちゃ、センサーなんてまるで意味ないわよ。赤外線やサーモグラフィまで無効化する道具持ってるし」

「そんなの、錬金術でも作れませんよ？」

　本当に、なんで知ってるんだろう。そんな話、資料にはなかったぞ。

　瑪瑙さんが言うには、百色を一番捕まえやすいタイミングは、彼の盗みの瞬間だそうな。物を盗むためには必ずアクションを起こさなければならないから、一理ある。

　ひょっとして瑪瑙さんの過去って、警察か何かだったのかな。

「あー、思い出したらハラ立ってきたわ！　ひかる、中華いくわよ！」

　ちょうどその時、中華料理のワゴンがやってきた。瑪瑙さんは空になった皿を手に取ると、戦車のような勢いで突進していき、全種類の料理を盛りつけると、ものの五分もかからずに平らげてしまった。

　その食い散らかすような食べっぷりを見ると、よほど百色にひどいことされたんだなぁと思う。だけど具体的に何をされたのかは、聞けなかった。食べたいだけ食べると、瑪瑙さんはさっさと部屋に戻ってしまったからだ。

　これがアレか。女の秘密ってやつか。

　百色を捕まえる参考にしたかったんだけどなぁ。







　その日の夜は天成会の伊藤さんの部屋に集まり、みんなでゲームをして遊んだ。肝心の天成会のメンツが少なかったのは、船内にあるカジノに入いり浸びたっていたからだという。カジノでの結果は、泣きはらした彼らを見れば想像に難かたくない。

　それから深夜、喜一郎くんやカンジくんと一緒に船内の見回り。三階の客室すべてを見回り、それから乗務員の部屋、さらに貨か物もつ室しつや機き関かん室しつまで。百色を含め、怪しいヤツが乗っている痕こん跡せきはなかった。

　そうしてようやくフカフカの布団ふとんに包くるまれて眠る。震度ゼロの地震を感知するより緩ゆるやかな波の揺れが心地ここちよかった。

　起きてすぐに外の景色を確認する。朝日に包まれた海と、飛んでいるカモメが窓から見える。朝のお茶を飲みながら、頭にガー助を乗せてその景色を眺める。

　しばらくしてトイレに入り、腹の中の物を全部出し切ってから、またレストランに向かう。案あんの定じよう、そこで瑪瑙さんと鉢はち合あわせした。彼女と奪うばい合うように食事をしたあと、朝の見回り。

　その途と中ちゆう、天成会の子が「喜一郎くんをブチのめすにはどうしたらいいか教えてくれ」と頼んできたので、私にできる精一杯のアドバイスをしてあげた。すなわち「いろんな意味で無駄だからやめろ」と。

　見回りが終わると、昼食。やっぱり瑪瑙さんと奪い合い。別に仲が悪いんじゃなくて、どっちも全力で食べるから、戦っているように見えるのだ。なんだか食べるだけの一日みたいに見えるけど、ちゃんと仕事もしてるのよ。

「ひかる。ここのプール、子供用のもあるんだってさ」

　食後のお茶を飲みながら、そんなことを言う瑪瑙さん。

　どういうことか、聞かなくてもわかった。

「じゃあ後で千秋ちゃん連れてきますね」

「アタシは先に行ってるわ。イイ場所とっとくわね」

　うん、だからこのビルの人たちは好きだ。







　そのプールは二十五メートルの大人用プールと、円形の子供用プールの二つに分かれているようだ。船の最上階から、海を見ながら泳げるのがウリなんだと。天井も一面ガラス張りだから、太陽も見える。まさに贅ぜい沢たくの極きわみである。

　着替えてプールサイドに出ると、すでに何人かの先客がいた。

　一番目立つのは、やっぱり瑪瑙さん。サングラスと黒いビキニのみを着用し、いろんなところが出たり引っこんだりしてる身体を晒さらしながら、デッキチェアに寝ころんでいる。色っぽいとかいう以前に、なんて似合うんだろう。

「ちょっとアンタ、これおかわりね」

「ヘイッ！」

　おまけに彼女に天成会の男たちが群がっている。そんな彼らを使し役えきする様も、素人しろうととは思えない。女王様でもやってたのかなー、と思わせるほどに。本人はただ寝ころんでるだけなんだけど。

「いつかわたしも……！」

「やめときなさい」

　なんか知らないけど燃えている千秋ちゃんを抑えつつ、子供用のプールに向かう。松葉杖をプールに持ちこむわけにもいかないので、私が手をひいたり肩を貸したりして、慎しん重ちように歩く。

　昔に比べれば、足の具合はかなり良くなったと思う。以前は車椅子から離れられない生活だったのに、今は肩を借りて歩くことも出来るのだ。リハビリの成果だ。千秋ちゃんの努力は尊敬に値する。それともヒッシャムさんの薬草の力なのかな。

　――あ、そういえばヒッシャムさん誘さそうの忘れた。

　…………。

　ま、いいか。おみやげ買っていこう。

「ひかるちゃん、こっち？」

「あ、うん。その小さなプールね」

　今回の船旅は、私たちしかいないので、子供用のプールは誰もいないのだ。

　と思ったら、先客がいた。

「……失礼しました」

　親分さんに付き従っていた黒服の二人が、なぜか子供用プールにいた。やっぱりＳＰなだけあって、とても引き締まった体つきだ。映画俳はい優ゆうみたい。

「な、なんで？　なんであなた方が子供用プールに？」

「いえ、なんでもありません。ごゆっくり」

　慌あわてて出ようとする黒服（今は海パン一丁だけど）たち。

　その態度から、なんとなくピーンときてしまった。

　ちょうどその時、天の助けとも呼べる声が。

「いやー板垣さん、これはいいプールですね！」

「まったくです。ところで千秋とひかるちゃんは……ああ、いたいた。おーい！」

　手を振る板垣さん。

　だけど私は彼の隣にいる設楽さんに猛ダッシュ。

「設楽さん！　講座一丁お願い！」

「オッケーいいよ！　生徒は誰かな？」

　一秒もかからずＯＫをもらうと、私は黒服の二人組を紹介した。黒服は顔を見合わせながら、展開についていこうと必死だ。

「それじゃあ特別講習だ！　僕のスイミングスクール、天成会の子たちも受けるといいよ！」

「マジッスか！　実は俺、泳げないんス！」

「俺も俺も！　設楽さん、お願い！」

　何人かのガングロやらモヒカンやら顔面ピアスやらのコワモテが手を挙げる。にしても、なんで設楽さんはこんなに生き生きとしてるんだろう。誰かにものを教えるのがホントに好きなのね。

「じ、じゃあ我々も……」

　そこでようやく黒服たちも腰を上げ、設楽さんのスイミングスクールに参加する。これでよし。ヤクザに混じれば、少しは恥ずかしくないでしょ。にしても、泳げないのになんで親分さんの護衛についてるんだ彼らは。

　ともあれ、これでようやく子供用プールが空いた。いや最初から千秋ちゃんが自由に泳げるスペースはあったんだけど、いつでも発砲しそうな二人が傍そばにいては、安心して遊べない。

「どう、千秋ちゃん？」

「気持ちいいー！」

　素直な感想が聞けてうれしい。足が不自由な千秋ちゃんだけど、このプールは座っても腰までしか水がこない浅さなので、安心して見ていられる。

「ひかるちゃん、わたしここで遊んでるから、あっちで泳いできてもいいよ？」

「ううん、いいのよ私は」

「えー、でも……」

　上うわ目め遣づかいに私を見る千秋ちゃん。彼女はこういう足をしているせいか、自分が人に迷惑をかけるということを嫌う。ある程度人に甘えることは覚悟しているものの、過か保ほ護ごにされるのはイヤなのだ。

「わかった。じゃ、ちょっと泳いでくるね」

　大人用のプールは、ほとんど誰も泳いでいない。隅っこで設楽さんのスイミングスクールが開かれている以外は、二、三人くらい。残りの男はみんな瑪瑙さんに釘づけだ。一部の男共なんか、立ち上がれなくなっている。どういう事情でそうなったかは、あえて考えないことにしよう。

『そーいやひかる、オメーどれくらい泳げんだ？』

「けっこう泳げるよー」

　いつの間にか頭上でホバリングしているガー助。こいつには私に代わって船内の見回りを頼んでいたのだ。喜一郎くんとカンジくんはたぶん今頃昼食だ。喜一郎くんよりも、カンジくんが怖がって天成会を避さけているのだ。

　センサーを探しながら、脱力してぷかぷかと浮かぶ。水死体になった気分。

「はぁ～……いいのかしらね、こんな贅沢」

『昔はこんな生活してたんだろ？』

「振り返って見れば、それなりにいい暮らしをしてたとは思うけど、あの頃は反抗期全開だったし、そういう暮らしが当然だと思ってたからね。空腹時と満腹時じゃ、食べ物の味が変わるようなもんよ」

　ふと、実家のみんなのことを思い出した。

　元気でやっているだろうか。連絡を絶っているから、まったくわからない。

　師匠が何も言わないってことは、きっと息そく災さいなんだろう。まーどうせ父なんて、殺したって死なない男だし。

「っと」

　ぼーっとよそ見しながら泳いでいたら、誰かにぶつかってしまった。

「ごめんなさい、大丈夫？」

「うん、平気」

　声の正体に、ちょっと驚いた。

　小さな女の子だ。千秋ちゃんと同じか、それより小さいくらい。

　なによりビックリしたのは、髪と目の色。綺麗な金きん髪ぱつに、青い目。どこの国の子なのかな。奥村組の関係者なんだろうか。まさか親分さんの隠し子とかじゃないよね。

「お姉さんもヤクザなの？」

　周まわりで気合いを入れている連中と見比べながら、金髪の女の子が尋ねる。

「違うよ。私は雇やとわれただけ。用よう心じん棒ぼう」

「用心棒？」

「百色が来るっていうから、猫の手も借りたいんでしょ。ま、やれるだけやってみるけどね。実際に来たら、この船が危険なことになるかもしれないから、ちゃんと避ひ難なんするのよ」

　さすがに両親と一緒だとは思うが、注意は促うながしておかないと。百色は子供を人質ひとじちにとるような人じゃないはずだけど、私の道具が暴ぼう発はつしてしまうかもしれないし。

　ところが、女の子は首を振る。

「心配ないよ」

「どうして？」

「百色は来ないから」

「え？」

　どういう意味だ。言葉通りの意味だとして、それをこの子が言うのは何な故ぜ？

　女の子は無む邪じや気きな笑みをたたえている。

「あの、どういう事？」

「それじゃお姉さん、またね」

　女の子は手を振ると、大きく息を吸いこんでプールに潜もぐった。

「ちょっと、何して――」

　いなかった。

　私も潜ってプールの中を探したけど、金髪の端すら見えなかった。

「ガー助!?」

　水面に顔を出して、真上のガー助を見るが、

『……ん、悪わりぃ。見逃した』

「見逃した!?　あんた自動人形のくせに何やってんのよ！」

　それにプールの上を飛んでいれば、プールサイドに上がる時くらい見られるだろうに。何に気を取られていればそんなボーッとしていられるんだ。

　ところがガー助の目は真剣そのもの。

『ひかる、気をつけろ。いるぜ近くに』

「……百色？」

『違うな。人間じゃねえ。動物でも植物でもねぇ。こいつぁ……俺と同じ――』

「自動人形!?」

　真っ先に思い出したのは、狛こまだ。

　古科学で作られた自動人形。刀をブンブン振り回す、可か憐れんな市いち松まつ人にん形ぎよう。遣われる人によって強さが変化し、強い人がパートナーだった日には、ガー助も逃げ回ることしかできなかった。

　だけど狛がこの船にいるなんて、考えられるかな？

『ああくそ、もう反応が消えた！　どこ行きやがったんだ？』

「ガー助、探してみよう！」

『あたぼうよ！』

　すぐにプールからあがり、千秋ちゃんの元へ。

　千秋ちゃんは子供用のプールでキョロキョロと辺りを見回していた。

「ゴメン千秋ちゃん、私ちょっと行かなきゃ！」

「うん、いってらっしゃい！」

　千秋ちゃんのことは瑪瑙さんに任せ、私はシャワーを浴びて一分で着替える。タイムロスだけど、道具のチェックも兼ねているから仕方ない。さらにプールの後は妙に気け怠だるくなるけど、気合と焦あせりがあるから動きは鈍にぶくならない。

　プールを出て、まず隣のホールを覗のぞいてみた。ホールといっても、大きなコンサートホールではなく、小さなステージがあるだけの、いわばライブハウスみたいな場所だ。

　ドアを開けて、まず聞こえてきたのはバイオリンの音。それから男たちの歓声。さっきまで瑪瑙さんに首ったけだった天成会の人たちや、親分の直ちよく属ぞくの部下らしき人たちが集まっていた。

　軽く視線を巡らせてみたが、金髪の女の子も自動人形らしき存在もいない。人混みに紛まぎれるってのは、けっこう使う手だけど。

　ステージを見上げてみると、そこには一人の男が優ゆう雅がに礼をしていた。それを見て、お客さんが大きな拍はく手しゆ。

　ちぐはぐな人だった。背が高く、すらっとした体型。長い髪は赤みがかっているが、脱色した感じはない。日本人じゃないのかな。顔つきも外国人っぽいし。

　それなのに着流しを着ていた。なかなか粋いきな人だ。

　だけど長い髪も着流しも、顔のインパクトには勝てない。

　大きな布が顔の上半分を覆っていた。目隠しをしているのだ。

　もしかしてあの状態で演奏したのか。もともと盲もう目もくなのかな。それでバイオリンを弾ひけるわけだ。こりゃ確かにすごい。

『おい、ひかる』

「ごめん。すぐ行くよ」

　つい女の子たちのことを忘れそうになった。それだけ、インパクトがあったということだ。ろくに演奏も聴いてないのに、どういうことだろう。

　明日もやってるかな。もしやってたら、聴きに来てみようか。

　それまでに百色を捕まえられたら言うことなしなんだけどな。
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「いやー眼がん福ぷく眼福。瑪瑙の姐さん、いいカラダしてたよなぁ！」

「ウッス。俺、鼻血出そうでした！　このビルで仕事やってて良かったッス！」

「いいからオメーラ早く着替えろい！　狭いんだよ！　だいたい、なんで更こう衣い室しつは広いのに、俺ら隣同士でロッカー使ってんだよ!?」

「すいませんッス兄貴！　……あれ？」

「なんだ!?」

「あ、すいません。いや俺のカバンに変なモンが」

「キツネのお面かよ。なんだお前、船で肝きも試だめしでもするつもりか？」

「い、いや、俺こんなモン持ってきた覚えないッス！　うわっ、なんだこれ……作さ務む衣え？　これも知らないッス！」

「気味悪いんだったら、海に捨てちまえ！　どうせ伊藤のダンナか、ひかるちゃんのイタズラだ」

「ウ、ウス！　……あ、あれ、兄貴。兄貴のカバンにも、同じお面と服、入ってますぜ」

「……あ？　なんだこりゃ？　俺、いつこんなモン入れた？」

「俺のカバンにもあるな。誰のイタズラだ？」

「おい、俺たちの分もまとめて捨ててこい」

「へイッ！」

「ったく、なんだってんだこの面は……」

「にしても瑪瑙の姐さん、いいカラダしてたよなぁ……」

「オメーも外出て頭冷やしてこい！」







































　親分さんの部屋に、狛こまがいた。




　部屋の中央に置かれた巨大なテーブルの上に、まさしく普通の市いち松まつ人にん形ぎようのように直立していた。どこを見ているのか、視線すらもぴったりと正面に固定しており、知らない人が見れば普通の人形だと思ってスルーしていただろう。

　ここに至るまでの経過は、語るほどではない。

　ガー助が自動人形の存在を察さつ知ちしてから、まず最初に魂たましいの塩の安あん否ぴを確認しようと思って親分さんの部屋に駆かけこんだのである。

　そしたら、いたのだ。自動人形が。

「…………」

『…………ぁ？』

　あまりといえばあまりの展開に、私もガー助も言葉が出なかった。

　前に会った時に完全に破壊したと思ったのに、修しゆう復ふくされている。切きり揃そろえられたおかっぱの髪かみも乱れておらず、着ているおべべまで前と同じだ。

　その小さな目だけがギョロリと動き、部屋に入った私たちを捕らえる。

『……アヌビス』

　かすれるほど小さな声で、狛はそう言った。

　狛に限らず、ミズチの人間は私たちをアヌビスと呼ぶ。ラーの天てん秤びんの持ち主、という意味だろう。ウチは「鳥とり屋や」って屋や号ごうだっての。

『なんで……おまえ、どうやって』

　一番驚おどろいているのはガー助だった。

　ガー助に限らず、自動人形にはある程度周囲の状態を察知できる機能が備そなわっている。

　もちろんそれに対抗して、その探知能力を破る機能もある。心理ステルスという装そう置ち。観測者の意識から存在を消すというもの。

　こういうのは東ひがし宮みやのお家いえ芸げいだったはずなんだけど――狛はそれをやってのけた。

　前回は闘とう志しをむき出しにしており、ガー助じゃなくてもわかるくらい自己表現をしていた子だったのに。

「遣つかった人のせいなのかな？」

　遣われる人によって、戦闘スタイルどころか腕力や速度まで変わる人形。徐々に成長するガー助とは違い、狛は絶えず不確定な強さを求め続けている。

　そして一番重要な事。

　――狛は、ミズチの秘密兵器。

『なんでてめぇがいるんだよ！　ポンコツ！』

　狛は無言。腰に差した刀に触れもしない。

　じっと、私を見つめている。

　その射抜くような視線が怖くて、つい目をそらしてしまった。

　魂の塩は無事かな……。

『そこか』

　言葉と同時に、狛が消えた。

「えっ!?」

　電光石火の早はや業わざで私の視線の先、魂の塩が安置されている壁かべに張りついていた。

　そうか、私の視線を追って――ああ、もう、なんてポカを！

「ガー助！」

　後悔するよりも早く、命令と行動に移っていた。叫びながらポケットに手を突っこみ、周囲の物体を凍らせる氷玉を投げつける。

『させるかよっ！』

　ガー助の口から白く光る光線が放たれた。

『!?』

　壁に張りつきながら、狛が刀を抜く。

　一ひと太た刀ちで私の氷玉を真っ二つに斬きり、返す刀で光線を斬りつける。

　鉱こう石せきを打ち合わせたような音と共に、狛がはじき飛ばされた。刀で光線を斬ろうとしたようだが、力に打ち負けたようだ。

『……忌いま々いましい。今の狛では、光線を斬れぬ』

『ヘッ！　テメーのご主人様を恨うらみな！』

　立て続けにガー助が光線を吐はく、それを狛は軽やかなステップで避よけた。動きは鈍にぶくないようだ。光線を避けつつも、抜いた刀をユラユラと動かして攻撃の隙すきをうかがっている。

「やっぱり、ミズチが関かかわってたのね……！」

　狛がここにいるということは、そういうことなのだろう。

　魂の塩を盗むと予告したのは百ひやく色しきだ。その百色が狛を遣ったとしたら。

　ミズチと百色は繋つながっていた――うん、そう考えるのが自然かも。

　それにしても百色のような有名人もミズチだったなんて。

　だけどよく考えてみたら、手品のように消えるなんて芸当、古こ科か学がくみたいな技術でも使わないと無理よね。

　この事実、あとで喜き一いち郎ろうくんたちにも教えないと。

　警けい察さつや警けい備び員いんは決して傷つけない義ぎ賊ぞくだって聞いてたけど、ミズチはそんな甘い組織じゃなかった。それとも見えないところで傷つけてるのかな。

　そのへんは、狛を捕まえて尋じん問もんするとしましょうか。

　でも、ちょっと安心した。

　正体不明の敵より、ミズチの方がまだやりやすい。

『っ！』

　ガー助の光線に合わせて、狛が床を蹴けった。

　狙ねらいは――私！

　咄とつ嗟さに身構えた私の肩を踏ふみ台だいのように蹴り、狛は部屋のドアに向かう――しまった、フェイントか！

『逃がすかよっ！』

　ガー助が一直線に飛ぶ。クチバシにドリルのような光をたぎらせて、弾丸のようなスピードで狛に接近する。

　後ろを向いてそれを確認した狛、なにやら手を強く握にぎった。

『んべっ！』

　どういう仕組みだろう。ドアの真ん前に、いきなりフライパンが出現したではないか。ガー助のクチバシは垂れ下がったフライパンに激突してしまい、力無く落下していく。その間に狛は部屋から脱出していった。

『な、なんで、フライパンが……!?』

　見ればきちんと糸で天てん井じようにぶら下げてあった。

　原げん始し的てきな罠わなだが、なんでここに？

「――そういう能力なのか」

　狛が仕し掛かけたのね。まったく、タチの悪い真ま似ねを。

　そういえば、百色も手品みたいなトリックで警察を欺あざむくんだっけ。

　狛を追う時間はロスしたけど、今こそ心を落ち着ける時。

　ポケットを探る。武器良し、薬良し、気合良し。

「待ちなさいっ！」

　さぁ、仕事の時間だ。







　廊下に出て、右を向く。かすかに狛の着物の端はしが見えた。よかった、まだ追いつける。

「本気で走るわよ！」

　一歩踏み出すと、足が自動的に前に動いた。さらに靴くつの裏からローラーが生えて転がってくれる。自動車ならぬ、自動靴だ。慣れればアニメのヒーローみたいな動きができる。

　ぐん、と身体からだが前に引っ張られる。

　走るたびにスピードが上がる。

「狛！」

　赤い着物が曲がり角に消えていった。

　それを追おうと、私も角を曲がる。

「うわっ！」

　曲がったところで黒い影が見えた。反射的にステップで脇わきに避けると、私のいた位置をボーリングの玉が通り過ぎていった。狛が投げたのか、それとも、また罠か。しかしどこにボーリングの玉なんて。

　バランスを崩くずしながらも、足は動く。自動靴のおかげだ。

　と、床に黒い影が見えた。イヤな予感がしたので、ポケットから適当なビンを出して投げつけると、小さな爆発が生じた。小型地じ雷らいか。

　誰だれがこんなもの――って、狛しかいないか。いつもコロコロ戦闘タイプが変わるけど、今回のは強い、というよりムカつくタイプだ。

　地雷を慎しん重ちように避けながら、それでも全力疾しつ走そうし、さらに角を曲がったところで、狛の背中が見えた。彼女も足にローラーを生やし、階段の手すりを滑すべるように降りていく。高速道路で車に追いついた足を持つ人形だ、本気を出されたら追いつけない。

　だけど船内なら、まだ可能性はある。

　狛に続いて、私も階段を降りる。

　が、階段にも地雷が設置された形けい跡せきが。

　避けるよりも、跳んだほうが早――

「ひゃあ！」

　ジャンプした私の鼻先に、ネットが張られていた。

　顔から網あみに突っ込み、落下して尻しり餅もちをつく。

　お尻の下には、さっき避けた地雷が。

「わあぁっ！」

　爆発というよりもバネのような衝しよう撃げきに近いものが、私の身体を踊おどり場ばまで吹き飛ばした。受け身も取れずに、頭から落ちていく。

　私がジャンプするのも計算のウチってわけか！　なんてこの場にピッタリな戦闘タイプなんだ。まともに戦うよりハラが立つ。

「いたたた……」

　顔と尻を押さえて立ち上がろうとすると、足首が痛む。ちょっとやっちゃったかな。

　けど、急いで立ち上がる必要はないみたい。

『……挟はさみ撃うちか』

　階段の踊り場に、狛が立ちつくしていた。

「上が騒がしかったのでな。勘かんが当たっただけだ」

　そして階段を降りきったところに立っているのは、高たか原はら喜一郎くん。日本刀を抜き放ち、その切きっ先さきを狛に向けている。

「喜一郎くん、ナイス！」

「おまえが不ふ甲が斐いないだけだ。こんな殺気のない人形にしてやられるとは」

　なんだか知らないけれど、怒られてしまった。

　だから天てん成せい会かいのみんなともソリが合わなくなるんだよ。だけど言っていることは正論なので、反省。狛を捕まえるのは私の仕事なんだしね。

　だけど、彼の言うことは一つ間違っている。

「気をつけて、殺気がないって言っても――」

「っ!?」

　遅かった。

　狛が指を小さく動かすと、喜一郎くんの真横から何かが放たれた。

「ぐっ！」

　矢だった。ボウガンの矢が喜一郎くんの腹に刺さり、背中に突き抜けた。どこにこんなもの仕掛けておいたのか。刺さり具合から察さつするに、階段の上方――あった。あんなところに、いつの間に。

「喜一郎くん！」

「平気だ」

　普通なら確実に死んでいるその一撃。だけど喜一郎くんは焼き鳥の串くしを抜くように、簡単に矢を抜いてしまった。さすが不死身。

『狛の罠はまだこれだけではないぞ』

　ダラリと垂れ下がった狛の手。

　今日の手は、刀を握ったそれよりも恐ろしく見える。

「どうやら船中に罠を仕掛けたようだな……！」

『先人曰いわく――「恋は駆かけ引ひき」。刀で斬りかかるだけが戦法ではないということだ』

「まったくだ」

　喜一郎くんが軍服の懐ふところに手を入れる。

　そうだ。喜一郎くんは古科学者。刀で斬るだけじゃない。

『狛は退ひく。策さく略りやくのために』

「その策略とやら――潰つぶさせてもらう！」

　喜一郎くんの手から、弾丸のような何かが放たれた。

　苦く無ない。そうだ、彼は光る苦無を使うのだ。

　しかし狛はそれを読んでいたようだ。小さく足踏みしただけで、狛の立っていた床が畳たたみのようにめくれ上がり、喜一郎くんの苦無を防いだのだ。

「なんだと!?」

　いくらなんでも、そこまで予想していたなんて噓うそだ。

　どんな場所でも、どんな状況にも対応できるように仕込んでいたのだ。どれだけの時間がかかるだろう。労力だって尋じん常じようじゃないはず。

　昨日出航した船に忍びこんで、こんな仕込みをするなんて、少なくとも人間では絶対不可能だ。何かタネがある。

　目にも止まらぬ早業で仕掛けたか、それとも出航するずっと前に仕掛けたか。

　それか、誰か別の協力者が。

　確か百色は罠の扱いも得とく意いだったっけ。警察から逃げるときに、よくスモーク焚たいたりするもんね。

　全部、推測の域いきを出ないけど、どれをとっても不吉な予想ばかりだ。

「捕まりなさいっ！」

　考えるのをやめて、狛を捕らえることにする。謎なぞは捕ほ縛ばくの後に考えよう。近づいて叩たたいてしまえばこっちのものだ。ポケットから電でん磁じ警けい棒ぼうを取り出すと、狛に向けて振り下ろす。

　が、狛は私の警棒をスルリと避けると、階段を降りていってしまう。

『さらばだ』

　階段を降りきった狛の口が大きく開いた。

　確か狛の口からは、高熱のお茶が出るのだ。咄嗟に身構える喜一郎くん。不死身の肉体でも、熱いお茶は動きが封じられてしまう。私も踊り場から上り階段の方へ身を隠す。

　狛の口から湯ゆ気げが吹き出した。

　前は光線のように噴ふん射しやされたお茶だったが、今度は床に流れ落ちた。まったく勢いのない、ただのお茶に見えた――最初は。

　湯気が尋常じゃなかった。真っ白な煙がお茶から昇り、視界を遮さえぎる。

「煙えん幕まくね!?」

　万能なお茶だなぁ、と感心しているヒマはない。

　だけどこの視界じゃ階段を駆け降りることすら危険だ。それに、狛の罠がどこに仕掛けられているかわからない。

　――焦るな。まだ狛を見失ったわけじゃない。

　ポケットから取り出したゴーグル。こんな事もあろうかと、必要になりそうな物は全部持ってきてあるんだからね。

　ついでに取り出した黒いグローブを嵌はめる。スイッチを入れて、テスト。青白い電撃がグローブを包んだ。よしよし、正常ね。

「さーて、第二ラウンドといきますか！」

「油ゆ断だんするな。まだ罠が残っているかもしれん」

　私を待たずに走り出す喜一郎くん。

　すぐに私も自動靴のスイッチを入れて、その背中を追った。
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　ひかるのヤツが親分の部屋を飛び出してから、そろそろ五分が経過する。

　アイツ本当に狛にやられてねーだろうな。俺が追った方が良かったんじゃねーかとも思うが、ひかるがどうしても行きたがってたから、しょうがねぇ。

　俺とひかるは命の共有という、切っても切れない関係にある。ひかるはともかく、俺は錬れん金きん術じゆつ師しじゃねーから、命の定義についてはよく知らねぇ。

　ただ、命ってのは意識や気合なんてものにも作用するみたいだ。だからひかるとはツーカーで会話ができる。まぁ命を共有しなくても、アイツみたいにすぐ顔に出るタイプは、言いたいことがすぐにわかっちまうけどな。

　狛がどこまで逃げたのか、俺にもわからねぇ。未いまだにアイツの反応はない。どんな隠おん密みつ機き能のうがついてやがるのか。

　それは、ご主人様を引っ捕らえてから調べさせてもらうぜ。

　狛がいるということは、そいつを遣った人間がいるということ。

　それが百色なら――もうわかるだろ。

　狛を囮おとりに使って、騒ぎを起こしているスキに魂の塩をいただくって寸すん法ぽうだ。

　ほら、案あんの定じよう――

『出てこいっ！』

　俺の真横を何かが横切った。視覚にもレーダーにも反応しなかった。

　だが俺が放った光線は、確かにそいつの土ど手てっ腹ぱらに命中した。

『ル、ルル……!?』

　出やがったぜ、黒幕が。

　――って、なんだこいつぁ!?

　だだっ広い親分の部屋を全すべて埋めるくらいの巨体。鋼鉄で覆おおわれた白いボディは、城じよう塞さいのようだ。足がなく、代わりにホバーのような機能で浮いている。両手に指はなく、代わりにドラムマガジンのような砲ほう身しん。

　そして、存在しない頭。

　なんだこいつ？

　ミズチの仲間なのか？　それとも百色っていつもこんな鎧よろい着てるのか？

「び、びっくりしたぁ……」

　そのデカブツに隠れるようにして出現したのは、今度こそ紛まぎれもない人間。

　って、こりゃまた、どういうこった!?

　百色ってのは黒いタキシードとシルクハットの伊だ達て男おとこじゃねーのか？

　目の前にいるのは、タキシードこそ着てるが、その色は洗い立てのシーツのように真っ白だ。それに女だ。さらに言えば、ガキじゃねーか。中学生――いや、小学生か？

　千ち秋あきと同じくらいの身長だな。

　ひかるがプールで見たっていうガキか？

　それでその時、俺が感知した自動人形は、そこのデカブツ……！

『おめーら、誰だ!?』

　本心から尋たずねた。

　返事はなく、デカブツはガキを守るように前に出る。

　この野郎、まるで白しろ騎き士しだな。お姫様を守るために、ためらいなく命を投げ出せるナイトって感じだ。光線でブッ飛ばしたいが、後ろのガキに当てちまうかもしれねぇ。くそっ。

「やっぱり――なんでこんな――？」

　遠くで声がした。ガキの声だ。

　って、あのガキ、いつの間にケースまで移動しやがったんだ!?

　全然見えなかった。なんなんだ一体。

　まさか、本当に百色なのか？

『おいこらクソガキ！』

　もう手て加か減げんしねぇ。こんな怪あやしいガキども、とっとと捕まえて親分につきだしてやる。何者かはその後で考えりゃいい。

　まずは白騎士だ。口に思いっきり光線を溜ため、一気に放つ。俺の全力がどこまで通じるか知らないが、足止めくらいは――

『ルル』

　光線は白騎士の胴体にブチ当たり、それで終わった。

『…………あ？』

　待て待て待て！　俺の全力だぞ!?

　破壊どころか、焦こげ目もついてねぇ。白騎士は蚊かにでも刺されたかのように、腹をさすっている。

『オマエ、テキ？』

　白騎士の手――砲身がゆっくりとこちらを向く。同時に、マシンガンのような弾が俺に向かって放たれた。のような、じゃねぇ、本物のマシンガンだ。ただし弾速がハンパじゃねぇ。さっきまで俺がいた場所を正確に狙い撃ち、さらに壁に大穴を開ける。

『くっそ！　やめろ！』

　砲身に光線を放つが、やっぱりまったく効きかない。

　こんなバケモノ、どうすりゃいいんだ!?

『ルルルル……コイツ、タオス。オレタチ、ニゲラレル』

　白騎士の意見は正解だ。俺が倒れるまで、逃がすつもりはねぇよ。

　そして何も知らないまま、くたばるのもごめんだ。

『おい。テメーラ何者だ？』

『ルルルルル、オレ、おーとまた』

　自動人形オートマタ？

　ってことは、やっぱりミズチか？

『オマエコソ、ダレダ』

『俺か？　俺は鳥屋のガーゴイル。ガー助って呼ばれてるけどな』

『がー……ごいる？』

　初めて、白騎士の身体に動どう揺ようが見てとれた。顔がないからどんな表情をしているのかわからないが、こいつもガーゴイルのオリジナルを知ってるっぽいな。

　まぁそんなことはどうでもいい。

　今はこいつの強さだけが問題だ。どうにかして無力化できねーか……。

　と、その時だった。

「見つけた！」

　親分の部屋の入り口をふさぐようにして、カンジが立っていた。

　あいつ、喜一郎と行動してたんじゃないのか。

『カンジ？』

「あなた――!?」

　俺よりも、ガキが驚いて口を覆った。

「百色を追ってれば、いつか会えると思ってたら――いきなりビンゴだったよ」

　カンジの目が炎のように燃えている。仮面越しにでもそれがわかる。

「久しぶりだね。あの時の仮面の恨み、晴らさせてもらうよ！」

　カンジはいつになく怒り口調。

　こいつをここまで怒らせるって、あのガキ何やりやがった？

「お、お久しぶり……カンジくんって言うんだ」

　ガキもガキで、丁てい寧ねいに頭下げてやがる。

　ったく、因いん縁ねんってのはどこにでも転がってるモンなんだな。

「おいカンジ。ちょうど良かったぜ。俺ひとりじゃ、あの白騎士だけで精一杯だ。あっちのガキは頼んだぜ」

「ボクもちょうど、それをお願いしようと思ってたんだ」

　カンジのコートの袖そでから、ハラハラと何かがこぼれ落ちる。

　それは一辺が五センチくらいの、小さな折紙だった。それが空中で自動的に折りたたまれて、様々な形を作る。鶴つる、飛行機、手しゆ裏り剣けん、とにかく空を飛ぶ形ばかりに。鶴なんか小さすぎて、角砂糖にしか見えない。

　それがカンジの周りにハラハラと散っていく。まるで舞台に降る雪のようだ。

　カンジの目は、ずっとガキから離はなれないまま。













『おいカンジ。いろいろ過去があるみてーだけど、とりあえず一つだけ教えてくれ』

「なに？」

『あのガキ、何者だ？　百色なのか？』

「怪かい盗とう白びやく色しき。百色の娘だよ」

　……娘だと？

　百色に娘がいるとか、そういう以前に問題がありまくりじゃねーか？

『悪いカンジ。今ので訊ききたいことがかなり増えたんだが』

「一つだけって言ったじゃん」

『じゃあもう一つだけいいか？　あの白騎士の弱点ってなんだ？』

「ボクが知るわけないじゃん」

　そりゃそうだ。

　じゃあ、あとはこいつらをとっ捕まえてから質問するとしようか。

　大きく息を吸いこみ、口の中に光線を溜める。

『さぁ、いくぜカンジ！』

「ほいさっ！」
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　煙幕の向こうには小さな人形がいるはずだったのに、いつのまにか大量の怪しい人たちにすり替わっていた。まさか狛が変身したわけではあるまい。

　前方から五人。そして後方から四人。

　客室のドアから、ワラワラと現れたようだ。

　その姿は、どう贔屓ひいき目めに見てもヘンだった。

　顔をキツネの仮面で覆っており、服は全員作さ務む衣えのような装しよう束ぞく。手にはナイフやら警棒やら、各おの々おの違った武器が握られている。これじゃまるで、何かの隊服じゃないか。だけどこの和風の装束、どこから見てもミズチの手先っぽい。

　これも狛のトラップの一種か。追っているつもりが、ここまで誘ゆう導どうさせられたんだ。

「ねぇ喜一郎くん。ミズチっていつから悪の組織になったの？」

「……最初からそうじゃないのか？」

「いや、そういうことじゃないんだけどね……いいや、もう」

　悪の組織という言葉が持つ微び妙みようなニュアンスが伝わらなかったようだ。

　だってこいつら、どう見ても戦闘員だよね。

　人を使し役えきする男を知っている。杉すぎ田たという古科学者で、薬を使用して肉体の持っているパワーの限界まで引き出し、私を襲おそわせた男だ。でも杉田は警察に捕まったし、それにこいつらは薬を使用した感じがしない。

　自然体なんだ。自分の意志で、自分の力で私たちを狙っている雰ふん囲い気き。

　さらに、武器を持つ手が淀よどんでいない。訓練された人の佇たたずまいだ。

「喜一郎くん、殺さないように手加減して」

　刀を抜きかけた喜一郎くんを制する。

「おまえの注文はいつもそればかりだな。だが俺も殺すつもりはない。何か妙だ」

「頼んだよ」

　電磁グローブのスイッチを入れると、向こうが身構えるより早く、一人の土手っ腹にボディブローを入れる。相手は焦げるような音を立てて床に転がった。

　同時に背後からナイフを振りかざしてきた相手を、喜一郎くんが軽くいなす。足を引っかけて転ばせると、背中を蹴りつけた。すぐに次のターゲットを探す。

　私はというと、一人を殴なぐり飛ばし、もう一人のナイフをグローブで受け止める。がら空きになったボディを刺そうと、さらにもう一人が突進してくるが、自動靴がそいつのアゴを蹴り上げる。倒れたそいつの身体を踏み越えて、最初にボディを入れた狐面が棒を振り下ろす。グローブで受け止めていたナイフを床に叩き落とし、二人を同時に殴る。

　あーもう、キリがない！

　倒しても倒しても、ゾンビのように起きあがってくるし！

「ふぅ――っと！」

　一息ついたところに、矢が飛んできた。慌あわてて身をかがめ、矢を避ける。

　狐面たちが全員何かを気にしているように倒れていることに気がつかなければ、たぶんさっきの喜一郎くんのように刺さってた。私は不死身じゃないから、死んでたよ。

「……わざとか？」

　避けた矢が、喜一郎くんの後頭部から生えていた。

「ち、違う違う！　気がつかなかったの！　ごめん！」

「まぁいい。どうせ仕掛けたのはあの人形だろ」

　まったく、狛め。どこにどれだけ仕掛けてるんだか。

　矢が仕掛けられていたのは、私の正面。廊下の突き当たりのＴ字路。

　そこを横切る影があった。狐面が、ふたり。

　私たちを無視したってことは、ターゲットはほかにも？

　この船に乗っているのは、私たちを除けば民間人だ。ミズチが素す通どおりしてくれるとは限らない。下へ手たすれば、人質ひとじちってことも――

「喜一郎くん、ちょっとここお願い！」

　倒れた狐面の身体を踏み越えて、走る狐面を追う。関係ない人たちにまで手を出したら許さないぞ。

　とりあえずこの場は喜一郎くんに任せて、私は走る。狛がどこに何を仕掛けているのか知らないけど、船にいるのは私たちだけじゃない。千秋ちゃんや瑪め瑙のうさん、天成会のみんなだっているんだ。親分は……まぁ平気だろう。あの屈くつ強きような黒服がついているし。

　わずかに見える黒い影を追って、角を曲がる。

「わっ！」

　曲がりきったところで、何か柔らかいものに激突した。

「ひかる、アンタ何やってんの？」

　何かと思ったら、瑪瑙さんの胸ではないか。エアバッグ代わりになるほど大きいのか、こんちくしょう。

　って、それどころじゃない。

「瑪瑙さん、逃げて！　怪しい奴らが！」

「怪しい奴ら？」

「あれ、そういえばここ通らなかった？」

「全然。アンタしか見てないわよ」

「あれれ？」

　確かにこの角を曲がったはずなんだけどな。どこに消えたんだろう。

　古科学の道具を使えば、できなくもないか。

「瑪瑙さん、安全なところに避ひ難なんして欲しいんだけど……」

「安全なとこ？　どこそれ？」

　そうなのだ。この船に安全なところがあるのかどうか。

　至いたる所に狛の罠が仕掛けられている上に、脱出もできない。まるでホラー映画だ。

「とりあえず、自分の部屋にいてください。終わったら知らせますから」

　自室なら安全だろう。狛がそんなところまで罠を仕掛ける必然性が見あたらない。

　仮に仕掛けようもんなら――そのときは狛をスクラップにしてやる。

「さ、行きましょ、瑪瑙さん」

「食堂に避難ってのはダメ？」

「ダメです！」

　あそこを戦場にされてたまるもんですか。

　船が沈没しても、あのビュッフェだけは守り通してやる。
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　ズドン、と腹の底に響く音がしたかと思いきや、横から突風が吹いてきた。部屋の窓が一気に五倍ほどの大きさに拡かく張ちようされたようだ。

『てめぇ、なんてことしやがる！』

　あのデカブツ、いきなり船の外壁に穴開けやがった！

「ちょ、ちょっと！　やりすぎよ！」

　俺だけじゃなく、白色のヤツまで同意した。

　だがそんな白色の意見はまるで聞かず、白騎士は小さなガキの身体を抱き上げる。

『シンパイ、イラナイ』

　スカートの部分が青白く光ったかと思うと、白騎士の身体がロケットのような噴ふん射しやで横に飛んだ。壁に開けたドデカイ穴から身を躍おどらせると、ホバリングの要よう領りようで真上に上昇する。

『逃がすかッ！』

「あ、待って！」

　開けた穴に俺も飛びこみ、最後にカンジが紙飛行機に乗って身を躍らせる。

　船の外は荒れており、強い波が船を叩いていた。

　あの穴から水が入ったらやばいぜ……などと考えているうちに、白騎士が穴に向かって何かを射出した。トリモチみたいなネバネバだ。それが穴に張りつくと、瞬またたく間に硬化して穴をふさいでいく。コンクリートみたいなモンか。

　白騎士はホバーしたまま甲かん板ぱんに降りる。この船の甲板は、いくつもテーブルがあるだけの質しつ素そなものだ。その分、海やほかのデッキが見られるので、ゆっくり酒を飲みたいヤツが集まる場所になっている。夏はビアガーデンになるそうだ。

　今は誰もいない。降り立った白色と白騎士以外は。

「よっと！」

　紙飛行機に乗っていたカンジが、折紙で作ったチェーンを伸ばす。プールのあった最上階のデッキ部分、そのわずかに出っ張った突とつ起き部分にひっかかる。カンジの身体が振り子の要領でひっぱられ、白騎士の近くに着地した。

　ものすごいスピードで揺られていたが、大丈夫だろうか。

『カンジ、無理すんなよ』

　俺もカンジの頭に停とまる。

　カンジのコートが強くはためいていた。だんだん風が強くなってきたようだ。空には黒い雲が立ちこめている。こりゃ近いうちに降るな。

『ルルル、オマエタチ、シツコイ』

　白騎士の銃口がこちらを向く。

『ったりめーだ！　その程度であきらめるバカがいるかってんだ！』

「そういうこと！　ボクたちはしつこいよ！」

　ここで退いたら、ミズチの尻尾しつぽも摑つかめなくなっちまう。

　そもそもあいつらがミズチかどうかも確認してねーが、「確認させてください」っつって素直に聞くタマとも思えねぇ。

　俺の背後でカンジが跳ちよう躍やくするのが見えた。反射的に白騎士の銃口がカンジに向けられる。

「撃うっちゃだめっ！」

　白色の制止で、白騎士の動きが止まった。

　なんだぁ、仲間割れか？　それとも、カンジは人間だから手加減してるのか？

　どっちにしろ好こう都つ合ごうだ。

『てめーの相手は俺だろが！』

　翼とクチバシに光を集め、白騎士に突撃した。さっきまでならいざ知らず、迷っている今なら当たる！

　がつん、といい音がした。俺のクチバシが白騎士の腕――蛇じや腹ばらになった部分に突き刺さる。装そう甲こうはともかく、ここならまだ脆もろいはず。

『うおおおおおおおおおおっ！』

　それでも堅い。何でできてやがるんだ。

　だけどここで腕一本でももぎ取らなきゃ、万に一つも勝しよう機きはねぇ。

『ルル、ルルルルルルル！』

　白騎士の胸の装甲が開いた。そこから二本のマニピュレーターが伸びて俺を摑んだ。くそ、そんなところに隠してやがったのか。

『ハナ――レロ！』

　摑むと同時に、床に叩きつけられた。

　だが効果はあったみたいだ。俺がクチバシを突き刺した、ヤツの右腕から、ヘンな液体が漏もれてやがる。それに電流もバチバチとショートしているようだ。しばらく右腕は使えねーはず。

　だが、こっからどうするか。正直、何も打つ手がない。

　なにしろ俺の全力の光線をハナクソみたいにあしらった白騎士だ。

「おおおおおおおおっ！」

　俺が考えている間にも、向こうは盛り上がっていた。

　裂れつ帛ぱくの気合。白騎士を飛び越えて白色に殴りかかるカンジ。

「待って、やめて！」

　折紙で作った三角形。それをナイフのように振りかざして、白色を斬りつける。白色はどこから取り出したんだか、ステッキをクルクルと回してカンジの折紙を受け止める。ちゃんと刃物のようにキン、と音がする。

「なんで!?　なんであなたここにいるの!?」

「それはこっちの台詞せりふだよ！　ボクはずっと君を追ってたんだ！　…………の方じゃない、怪盗白色の方をね！」

「っ！」

　良い勝負と言うよりも、カンジが一人で興こう奮ふんしているようだ。途と中ちゆうで何言ってるか聞き取れない部分もあったが、だいたいの意味はわかる。

　白色の方は怒りにまかせたカンジの攻撃を避けるので精一杯――というか、逃げるのが第一だったんじゃないか？　だったら俺たちに構わずさっさと逃げりゃいいものを。

「どうして私たちを狙うの!?」

　尋ねる白色の胸を、カンジの折紙ナイフが貫つらぬいた。少なくとも俺にはそう見えたんだが、白色はカンジの背後に出現していた。分身の術でも使ったのか？

「あの仮面を返してもらう！　ボクの父さんの形見のね！」

「ええっ！　あれ、そうだったの!?」

「そうだよ！　大事にしてたのに！」

「うう、ごめんなさい……」

「謝るくらいなら、最初から盗るなぁっ！」

　話から察するに、いまカンジがつけている仮面は予備か何かなのか。なるほど、ようやく見えてきた。あの怪盗、カンジの大事なモノを盗んだってわけだな。しかも父親の形見か。そりゃ怒っても仕方がない。

『ってことだ、白騎士。手出すなよ』

『ルルル……デモ、シンパイ――』

『うるせえ！　真剣勝負に割りこむなんざ、男のすることじゃねえぞ！』

　俺が放った光線を、左腕でガードする白騎士。

　光線は効かなかったが、言葉は効いたようだ。

「その鳥さんの言う通りよ。ここは手を出さないで」

　間合いを計るようにステッキをクルクルと回す白色。

『ヘッ、ガキのくせに肝きもが据すわってるじゃねーか』

「私も欲しいものがあるの。ミズチの情報をね。あなたたちを倒して、手に入れさせてもらいます」

『ミズチの情報だぁ？』

　どういうことだ？　ミズチを調べてるのか。

　ってことは、こいつらもしかして――

　俺とカンジの目が合う。

『ルルル、オレ、みずち、タオス』

　白騎士の両手が俺を狙う。さらに肩の部分の装甲が開き、排はい気き口こうのような小さなスリットから無数の小型ミサイルが顔をのぞかせた。

『待て、おまえら、もしかしてミズチじゃ――』

「いきますっ！」

　俺の制止を振り切って、白色がカードを投げつける。あっちはよく斬れるカードのようだ。逃げるカンジのコートがどんどん斬られてゆく。

『待ておまえら！　俺の話を――』

『ルルル、カクゴシロ、みずち！』

　すっかり追う側と追われる側が逆転しちまった。

　説得の前にくたばらなきゃいいけどな、俺ら。
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「アンタさっきと言ってること違うじゃないのよ！　レストランには避難しないってあれほど――」

「だってしょーがないでしょ！　ここに誰かいるかも知れないし、そしたら避難させないといけないし！」

　唾つばを飛ばしながら瑪瑙さんと激論を繰くり広ひろげつつ、辿たどり着いたのはレストランの前。おかしな事に扉が閉まっていた。二十四時間やってるんだから、ドアは全開でもいいのに。それとも異変を感じて閉店しちゃったのかな。

「……誰かいるかな」

　レストランの扉を開けるのが、急に怖くなった。

　中に狛の罠が仕掛けられてるかもしれない。ドアを開けたらブービートラップとか。

「さっさと入りなさいよ」

「あーっ！」

　そんな私の気持ちなどおかまいなしに、瑪瑙さんがドアを開いた。

　頭を庇かばうように身構えるが、幸いレストランの扉に罠は仕掛けられていないようだ。

「あら、変ね。誰もいない」

　瑪瑙さんが首をかしげる。

　整然と並んだテーブルはもとより、スタッフもコックもいなかった。異変を察知してどこかに避難したのだろう。それならありがたい。

　しかし料理だけは見事に並んでいた。誰も手をつけていない洋食コース。

　……毒、入ってないよね？

「ひかる、あんたも食べる？」

「だから確認もしないで食べないでよ!!」

　もぐもぐと口を動かしている瑪瑙さんから皿をひったくると、私も食べる。うん、毒は入っていないようだ。このローストビーフ、ハマっちゃいそう。

　腹が減っては戦いくさはできぬ。腹八分目まで食べ物を詰めると、少し気分も落ち着いてきた。

　何か飲み物を拝はい借しやくしてからここを出ようと、飲み物コーナーに足を向けた時だった。

「シッ！」

　息を吐く音と共に、黒い影が横からすっ飛んできた。

　弾丸のような鋭い蹴りを、なんとかグローブで受け止める。グローブで受け止めきれなかった衝撃が全身に伝わり、後ろにはじき飛ばされる。

　テーブルと椅い子すを巻きこんで、派は手でに倒れた。

「ひかる、危ない！」

　瑪瑙さんが叫ぶが、そんなことはハナっからわかってる。倒れた私に飛びかかり、大きく足を振り上げて踵落としネリ・チヤギをする影。横に転がって回かい避ひすると、ようやく起きあがれた。

「またミズチの戦闘員？」

　キツネの面に、黒装束。同じだ。

　だけど一人だけ。周まわりには仲間どころか狛の罠もないっぽい。

　それなのに、背筋がゾッとした。あの蹴りはかなり本格的だった。

「ボスかな、あいつらの」

　電磁グローブを構える。格かく闘とう技ぎの勉強なんてまったくしていない。完全に我が流りゆうだ。グローブも特殊警棒も、当てればダウンさせられる。腕は道具でカバーするのが錬金術師の戦闘スタイルだ。戦う錬金術師なんて、世界に何人いるのか知らないけどさ。

　それに対して相手は半はん身みになり、足を組み替えながら間合いを計っている。あの構え、やっぱりテコンドーだ。パンチと同じ速さでキックが飛んでくるという、あの格闘技だ。

　どう攻めたらいいか考えていると、その狐面は私に向かって手のひらを曲げる。

　来い、ということか。

　よほど自信があるのね。

「いきますっ！」

　グローブで殴りかかると見せかけて、自動靴のパワーを最大にする。ローラーが回転し、私の足の動きではあり得ない速度が出る。のっそり走っているはずなのに異様に早い私の動きに、狐面も面めん食くらう。

　そのスピードを蹴りに凝ぎよう縮しゆくし、狐面にぶつける。蹴りは狐面の腕をかすめただけだった。とっさに身を捻ひねってかわしたのだ。だけどバランスを崩して床に手をついた。

「今！」

　倒れた狐面に向けて、ポケットから取り出した電磁棒を振り下ろす。

　ところが狐面は床に手をついたまま足を振り上げて、電磁棒をはじき飛ばした。

「えっ!?」

　さらにあろうことか、両手をつけたまま足だけを上げ、逆立ちの状態で蹴りつけてきたではないか。なんだか怖くなって足を引くと、足を回転させた反動で逆立ちの状態から戻る狐面。

　今度はブレイクダンスを踊おどるような構え。これ、カポエラだ。ブラジルの黒人奴ど隷れいが編み出したと言われる、ダンスのような武術。

「もうっ！」

　なんなのこの変な動き。攻めようとすると引くし、守ろうとすると近寄ってきて、しかも予想外の動きばかりだから、とってもやりにくい。

「う～……！」

　苛いら立だったので、ポケットからボールを取り出す。手のひらで包めるくらいの、真っ赤なボールだ。それを狐面に向かって投げた。至し近きん距きよ離りだったので避けられまい。ボールが狐面に当たると、急に燃え上がった。

　前に使った氷玉とは対照的な、火炎玉だ。そんなに温度は高くないけど、服に火がつけば誰でも慌てるでしょ。

「ッ!!」

　案の定、狐面も驚いて服の火を消そうとしてる。

　手ではたいても消えないもんだから、その場に転がり始めた。服の火は床に転がると消火しやすいって、確か――

　確か、設楽したらさんに教わったんだ。

　そう、この狐面、どこかで見たことがあると思ってたら、設楽さんにそっくりなんだ。

「わっ！」

　転がったと思っていた狐面が、いきなり起きあがって殴りつけてきた。今度はボクシングの構え。

　いろんな武術ができるんだ。それこそ、誰かに教えられるくらい。

　――まさかね。

　引っ捕らえて、あの仮面を剝はいでみたいけど、そのためには倒さなきゃいけない。

　良心が咎とがめるとか以前に、勝てる気がしないんだけど。

「ちょっと何よあんたたち！」

　背後から瑪瑙さんの悲鳴が聞こえた。騒ぎを聞きつけたのか、レストランの入り口から狐面の男たちが数人入ってきた。こんなときに。

　前方のボス一人と後方の雑ざ魚こっぽい奴ら数人。どっちを相手にするかと聞かれたら、決まっている。

「瑪瑙さん、逃げて！」

　叫びながら振り返り、入ってきた狐面たちに殴りかかった。こいつらなら電磁棒のスタンガン効果で、一発で眠ってくれそうだ。

　ところが、この狐面たちも一筋縄ではいかない奴らだった。

「ううっ……！」

　なんとこいつら、ビュッフェの料理が乗ったテーブルを背にしているのだ。ここで私が殴ろうものなら、食べ物に被害が出てしまう。

　しかも彼ら、わかっててやっている。それぞれ食器のナイフを手に取ると、手近にあった料理に突き刺し、手にした食べ物を私に向けたのだ。肉や野菜を刺したナイフをつきつけ、ピラフやジュースの器を構え、割った果物をアクセサリーのように身体に貼はりつけ――

「ず、ずるい！　そんなのないよっ！」

　まさか食べ物で武ぶ装そうするなんて。

　なんて汚い手を……！

「ひかる、ここは不利よ！　逃げなさい！」

「は、はいっ！」

　瑪瑙さんに手を引かれた。狐面たちは食べ物を手にしていて、素す早ばやく動けない。ボスの狐面は私から間合いを取っている。

　逃げるなら今。

　私たちは迷わずにドアから飛び出した。

「食べ物の恨みは怖いわよ！　覚えてらっしゃいッ！」

　叫んだのは私ではなく、瑪瑙さんだった。

　なんでいちいち似合うんだろう、こういう台詞。
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　確かに白騎士は俺が何回生まれ変わっても倒せるような相手じゃねぇ。

　だけどどんな相手にだって弱点はある。

　コイツの場合、それが相あい棒ぼうだったって話だ。

「くっ……」

　両手を上げる白色。その頭からつま先まで、小さな人形のようなものがびっしりと張りついている。カンジが折った、折紙の兵隊だ。無数の槍やりが白色の身体に突きつけられていた。

『ルルルル！』

『おっと、動くなよ白騎士。おとなしくしてりゃ手は出さねー』

　白騎士の首の部分に停まる俺。こうしてるとまるで悪役だ。いや、実際に人質をとってるわけだから、完全に悪役だ。

　白騎士の全身からはスチームが吹き荒れている。ムチャクチャ怒ってるな。これで白色を解放したら、俺たちどんな目に遭わされるんだろう。

「……まだ、よ！」

　白色の目はまだ戦う意志を見せている。顔やテクニックに似に合あわず、熱血なガキだぜ。だがそれでは困るのだ。

『ガキんちょ。まだだろうが、降こう参さんだろうが、とりあえず俺の話を聞け。反はん撃げきはそれからでもいいだろ』

「…………」

　幸いなことに、白色は物わかりのイイ奴だった。大きくため息をついて、口を尖とがらせる。そもそもカンジはともかく、俺は白色に恨みはないのだ。

「ボクが本気を出せば、このくらい余裕だよ」

　と涼すずやかに言うカンジだが、あいつらの足下に散らばっている折紙の枚数を見るに、全力を出していたことがわかる。カンジの折紙といい、白色のカードといい、服に何枚仕込んでるんだ？

『よーしガキ、あと白騎士。今から俺が言うことは本当だ。信じろ』

　白騎士の上からものを言う俺。なんか気分いいぞ。

『まず、俺たちはミズチじゃねぇ。だから多分、敵じゃねぇ』

「敵じゃない……？」

『考えてみろ。俺がミズチだったら、とっくに仲間を呼んでらぁ。誰が好きこのんでこんなデカブツとタイマンなんかするかっての』

「そうなんだ――」

　その言葉を聞いただけで、肩の力を抜く白色。

　オイオイ、俺の言葉が噓だったらどうするつもりだ。

「大丈夫、鳥さんウソ言ってないよ」

『……ちょっと待て、俺、何か変なこと言ったか？』

「ううん、わかるの。考えてること」

『マジか？』

　このガキも、伊だ達てに百色の娘を名乗ってるわけじゃないってことか。おかしな能力持ってやがるぜ。

「それに戦ってる時から、何かおかしいと思ってたのよね。なんか鳥さん、錬金術っぽい雰囲気がするし。敵じゃないのかなって思ってた」

　なんで錬金術師が敵じゃないんだ？　白騎士も錬金術で作られた自動人形だからか。

「ちょっと待ってよ。なんで敵じゃないの？　百色は敵だろ。魂の塩を盗みに来たんだろ」

　反論したのは、意外なことにカンジ。

『ルルル、ソレ、チガウ』

『違う？　どういうこった』

『ヒャクシキ、ヨコクジョウ、ダシテナイ』

『出してない？』

　じゃあ誰が予告状を出したんだ。

　それに、なんでこいつらはここに来たんだ。

「あ、あの、ミズチじゃないなら、味方って考えていいのかな？」

　おそるおそる問いかける白色。

　俺はカンジと視線を交わし、やがてカンジが人形の拘こう束そくを解といた。

「あ、ありがとう……」

「仮面を返してくれるまで、許すつもりはないからね」

「はーい」

　子どもっぽい笑みを浮かべる白色。ようやく緊張が解けたのか、年相そう応おうの顔をするようになってきた。そりゃそうか。この年でこんなマネをするんだ、普通は技術よりもストレスに負けちまうだろう。

『で、なんでオメーラは魂の塩を盗むんだ？』

「そう、それよ！」

　思い出したように、白色が手を叩く。

「あのね、あの魂の塩、ニセモノなの！」

『ニセモノ!?』

「うん。あれ、多分おじさん――百色をおびき寄せるためのエサ」

『待て待て、なんで偽にせ物ものってわかるんだよ？　おまえも錬金術師なのか!?』

　さっきも錬金術っぽいとか言ってたしな。

「錬金術師じゃないよ。でも、あの石の正体知ってるから。あれね、ただの宝石の原石なの。ほんの一千万くらいの」

　本物は知らなくても、偽物の価値は知っているのか。さすが怪盗と言うべきか。

　だけどよ、それを言ったらおかしな事が山ほど出てくるんだぜ？

「私からも質問させて。鳥さんたちは、どうしてここに呼ばれたの？」

『……俺たちは、大親分の依頼でここに来たんだ。魂の塩を百色が狙ってるから、航海中護ご衛えいしてくれって…………』

　そうだ。まず、なんで偽物なんだ。

　大親分はこのことを知っていたのか。知っていたなら、なぜひかるに護衛させた？

　それに、百色は予告状を出してないってどういうことだ？

『ああクソ、わからねぇ！』

「……ボク、少しわかるかも」

　手を挙げるカンジ。

「前に、似たような事件あったよね？　百色の、偽物の予告状。たしかどっかの犯罪組織が、錬金術の道具か何かを手に入れようとして、百色の名前を騙かたったんだよね」

　うなずく白色。そんな事件あったのか。俺は全然知らない。つーか俺が生まれる前の話だよな、それ？

　カンジのやつ、相当百色のこと調べてたんだな。

　にしても、その偽予告状、今回の事件と似てるな。

『っていうか、似せてるのか？　その事件と』

「たぶん、そうだと思う」

『なんでまた、そんなめんどくさい事するんだ？』

　意味がわからねぇ。魂の塩も予告状も偽物、んで百色は来ず、代理に娘が来た。いったい、何がどうなってんだ。

　いや、待てよ。

　そもそも誰が仕組んだんだ？

『――ミズチか？』

　狛がいるってことは、そうなんだろう。

　そのミズチが偽の予告状を出したってことは……。

「おじさん……百色が言ってたんだけどね」

　おそるおそる発言する白色。そういや、娘なのに父親のこと「おじさん」って呼んでるのか。父娘ってのは便べん宜ぎ上じようで、師し弟ていみたいなモンなのか？

「今回のコレは、コピーキャットなんだって。前の事件をなぞって、同じ事をするの。そうする理由は、当時の事件の関係者に呼びかけるためなんだって」

「つまり、何？　百色を呼ぶためのメッセージってこと？」

「……たぶん」

『なんでミズチが百色を呼ぶんだ？』

「恨まれまくってるから、おじさん」

　そりゃ世界を股またにかける怪盗だからな。ミズチの大事なオタカラを盗んだ、なんてベタな理由でも納なつ得とくできる。原因は問題じゃない。百色もまた、ミズチに狙われる存在って事だ。

　そして今、こうして百色を呼んだってことは……百色を殺せるだけの力をつけたってことか。しかしこんなに大がかりな仕掛けで、わざわざ？

　わからないことが多すぎる。

　なんでひかるを呼んだのか。どうして大親分の船なのか。

　それに――

「そういうことは最初から言えよ、バカ！」

「だ、だって仕方ないじゃない！　敵か味方かなんてわからないもん！」

「ボクたちがミズチに見えるとでも思ってたのかよ！」

「思ってたもん！　だって古科学者なんでしょ!?」

　気がつけば摑み合っているカンジと白色。白色の方も、緊張の糸が切れたら、カンジにくらった理り不ふ尽じんな暴力に腹が立ち始めてきたんだろうな。

　しかし、ウゼェ……俺が考えてるときに、ケンカすんなっての！

『おい白騎士』

『ルル？』

『あいつら、静かにさせてやれ』

『ドウヤッテ？』

『水でもぶっかけりゃ、おとなしくなるだろ』

『ミズ……』

　身体を曲げて水を探す白騎士。

　そして見つけたようだ。両手の銃口の先端にカンジと白色の襟えりをひっかけると、おもむろに船の外に放り投げたではないか。

「きゃあああああっ！」

「う、うああああつ！」

　弧こを描いて飛んでいく二人。

　そりゃ水は外にいくらでもあるけどよ……。

　十秒ほど経たって、白騎士の腕が音を立てた。どうやらウインチのようなものが砲身に仕込まれているらしい。ぎゅるぎゅると音を立てて、糸がひっぱられていく。マグロでも釣ってるみたいだ。

　程なくして引き上げられた白色。全身ずぶ濡ぬれで、ぐったりしている。それでもシルクハットだけは離さなかったようだ。手にしっかりと握られている。

　そしてもう一人――

『ん？』

　誰だこいつは？

　白色と同じように気を失っているのは、短いシャツと短いズボンを穿はいた細身の女。髪の毛を後ろで編んでおり、ボーイッシュな顔立ちだ。年は白色よりちょっと上、中学生くらいか。













　ってことは……？

『おまえ、まさかカンジか!?』

「うー、ぎぼぢわるい」

　カンジと思わしき娘は、悪い夢でも見ているかのようにうなされていた。

　また謎なぞが増えやがった……。
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「ふっ！」

　折れたナイフで斬りかかってくる男の腕を摑み、無駄だとわかっているのにひねり上げる。関かん節せつを極きめているのに、まったく痛みを感じないそぶりだった。埒らちがあかないので、体重をかけて組み倒し、縄なわで両腕と両足を縛しばる。

「…………」

　もう立っている敵がいないことを確認すると、高原喜一郎は帽ぼう子しをとって汗をぬぐった。合計十一人の狐面たちは皆、手と足を縛って動きを封じた。そうでもしないと、何度でも立ち上がってくるのだ。

　まさか腕の関節を外しても戦意喪失しないとは。

「どれ」

　喜一郎はその場にかがみ込み、一番近くにいた男の面を外してみた。

　面の下には、若い男の顔が。

「お前……！」

　見覚えがある。船に乗りこむ前に自分に向かって悪あく態たいをついていた――天成会の男だ。

　気になってほかの人間の面も外してみた。やはり天成会の人間だった。

　その中には伊い藤とうと呼ばれていた幹かん部ぶの顔もあった。

　何故。

　喜一郎だけを狙うならわかる。恨まれて当然だ。

　しかしひかるを狙うのはどう考えてもおかしい。彼らはひかるのことを自分の家族のように慕したっていたではないか。

「まさか――」

　ある考えが脳のう裏りをよぎる。

　喜一郎が追っていた古科学者の中で、ある薬を作るために身を潜ひそめていた人間がいた。その薬を使ったのであれば――

「やはりミズチの仕し業わざか」

　すぐに喜一郎は立ち上がり、身を翻ひるがえした。

「だが……どこまでが、ミズチなんだ？」

　そのつぶやきに答えられる者はいなかった。































　……新しい部屋に入るたびに、口くち喧げん嘩かしなければいけないルールもないんだけどさ。やることなすこと裏うら目めに出ると、怒ど鳴なりたくもなるよね。

「ひかる、アンタなにがこの部屋なら平気よ!?　おもいっきり袋ふくろ小こう路じにハマってんじゃないの！　仕事なんだから船の地図くらい覚えときなさいよ!!」

「しょうがないじゃないですか！　そもそも、こっちの扉がクサイとか言ってたの、どこの誰だれですか!?　さっきのＴ字路だって、女のカンとか言って勝手に進んじゃうし！」

　怒鳴り合う声が反響して、三倍くらいに増ぞう幅ふくされる。だけどいくら声が大きくなっても、私たちの主張は誰にも受け入れられない。

　たぶん、貨か物もつ室しつか何かだろう。照明が暗いこともあり、部屋の中はよく見えない。たぶん長さにして二十メートルくらい。高さは四メートルほど。コンテナの数は……ひいふうみい、四つ。それよりも段ボールの方が多い。

「ちょっとアンタたち、それ以上近づかないでよ！」

　その部屋で、狐面たちに包ほう囲いされていた。ちょっと考えればわかる話だ。数は向こうの方が多い。手分けして探されれば簡かん単たんに見つかる。

　瑪め瑙のうさんが手を振って抵抗するが、狐面の輪は徐々に狭せばまっている。完全にミズチのペースにハマってしまっている。

　そもそも、いつからミズチの攻こう撃げきが始まったんだろう。

　狐面の男たちが現れてから？　狛こまが侵入してから？　それとも、この船が出航した時にはもう始まっていたのだろうか。

　目の前の事態もなんとかしなければいけないけど、頭の中でいろんな情報が錯さく綜そうしているため、うまく考えられない。

　命を共有しているせいか、ガー助の考えていることは私にもなんとなく伝わっている。結局、百ひやく色しき――もとい、その娘とやらはミズチのことを調べているわけね。だとしたら、ミズチはこの船に何をしに来たんだろう。破壊なのか偵てい察さつなのか奪だつ取しゆなのか、そもそも任務なのか私的な用事なのかも不明だ。だって人数すらもわからないし。

　それらは、百色を呼ばないといけない事なのかな。

「ひかる、アンタさっきから何ブツブツ言ってんのよ!?　なんとかしなさいよ！」

　叫ぶ瑪瑙さんも、声に元気がない。そりゃあれだけ全力疾しつ走そうしていれば、疲れるに決まっている。私だって自じ動どう靴ぐつがなければダウンしていた。

　ええい、ミズチの企たくらみは後回しだ！

　とにかく今は瑪瑙さんを庇かばいながら、この狐面をどうにかしなきゃ――

　そんなことを考えていると、貨物室のドアが開き、新たな人物が入ってきた。

「元気、ひかるちゃん？」

　もういいお年なのに、腰をピンと伸ばして立っている、和服の老女。

　いつもニコニコと笑っているけど、その実力は本物。燃える花で何度も殺されそうになった。花を燃やせるのか、そういう花があるのかは不明だけど。

　狛が来ていた時点で予想はしていた。

　けど、お七しちさんが狛を遣つかっていたのかどうか疑うたがわしい。なんとなくあの狛の戦い方は、お七さんに似に合あわない気がするのだ。カンだけど、きっとミズチの人間はほかにもいる。

「お七さん――私の担当か何かなんですか？」

　ここまで会う頻ひん度どが多いと、そう勘かんぐりたくなる。

「まぁ、そんなようなものよ。ホラ、活動拠点も近いし」

「そうですね……」

　実のところ、私は彼女の連絡先も知っている。敵なのに。

　悪い人じゃない。最近、そう思うようになった。

　だが、敵だ。

「……狙ねらいは何なんです？　正直、全然わからないんですけど」

「アラアラ、そんなに難しかったかしら？」

　静かに笑うお七さん。

「アタシたちの狙いは、ただ一つだけ。それは変わらない」

「一つだけ？」

　私が立ち上がると、戦意を感じ取ったのか、狐面たちがお七さんを庇うように立ちはだかった。食べ物の臭においが漂ただよってきて、戦意が削そがれる。

　向こうの戦意は変わらない。フルーツを刺した食事用のナイフがこちらを向いている。その包囲網が徐々に狭まり、やがて私の射しや程てい圏けん内ないに入る。

　派は手でに暴れて優位に立とうと、懐ふところに手を伸ばした、その時だった。




「おやめ」




　力を持った言葉。

　命令したのは、お七さんではなかった。

　いつも聞き慣れた声。

「え？」

　振り向いた瞬間、激しい痛みが目を襲おそった。

「あっ！」

　強烈な光が目を焼いたのだ。そんな光源はどこにもなかったはずなのに。段ボールに躓つまずいて倒れるが、追つい撃げきも助けもやってこなかった。

　痛む目をさすりながら、光った方を見る。

　そっちには、ひとりしかいないはずなのに。

　だって……え？　意味がわかんないよ。

「ご苦労様、瑪瑙ちゃん」

「フン、別に大したことないわよ」

　なんで？

　なんでお七さんと親しげに話してるわけ？

　だって瑪瑙さん、ニセモノなんかじゃないよ？

　昔からビルにいた、普通の占い師なんだよ？

「瑪瑙さん……？」

「悪いわね、ひかる」

　彼女の手には、水すい晶しよう玉だまが握られていた。あれはいつも瑪瑙さんが使ってる商売道具。

　そうだ。敵は洗せん脳のうのプロなんだ。

　きっと彼女も操られているだけだ。でも、いつ、どうやって瑪瑙さんに接触したんだろう。彼女だって催さい眠みん術じゆつ師しだから、そう簡単に操られるわけないんだけど。

　でも、どうして瑪瑙さんに――

「……瑪瑙さん、あの」

「勘違いしないで欲しいんだけど、アタシは操られてなんかいないわよ。最初からミズチの一員だっただけ」

　操られていないって。ミズチの一員だって。そんなの、ウソだ。

　信じられない――というか、だって、おかしなことだらけだよ。

「最初からって……いつ？」

　自分の声が震えているのがわかる。

　本当は大声で怒鳴りたい。だけど、足下まで震えて、大声すら出ない。

　どんな強い敵でも怯ひるまないのに、なんでだろ、凄すごく瑪瑙さんが怖い。

「最初って言ったら最初よ。アンタがビルに引っ越してくる、ずっと前から」

「え……？」

「本当に偶然だったのよ。アンタがビルに引っ越してきたのは。今日の作戦だって、たまたまアタシが必要だったから来ただけ。あぁそれから、狛を遣ったのもアタシ。自分の手を汚さないってところは似てるかもね」

　人に言えない秘密って、コレのことだったんだ。

　でも瑪瑙さんは――

「気づかないのも無理はないわよ。アタシはアンタたちの前ではミズチの存在を忘れていたからね。そういう真ま似ね、アンタだってできるでしょ？」

「あ……」

　足に力が入らなくなり、その場にへたりこんでしまった。

　文字通り、私の中の土台が崩くずれてしまった気がした。

「ちょっとひかる、大丈夫？」

　心配そうな顔の瑪瑙さん。ああ良かった。いつもの瑪瑙さんだ。

　いつもの……。

「うっ……」

　涙で視界が滲にじむ。

　なんだか全すべてがフィルターを通したように感じられる。

　引っ越してきた時、瑪瑙さんはぶっきらぼうに挨あい拶さつしたっけ。それから同じように貧びん乏ぼう暮らしをして、互いに貧乏レシピを交こう換かんしあって。

　ミズチに板いた垣がきさんが傷つけられた話をした時も、自分のことのように激怒していたっけ。

　あの暮らしも、ウソだったのかな。

　こうやって心配している顔も、ウソなのかな。

　これから私、瑪瑙さんの手で殺されるのかな。

　もう……どうでもよくなってきた。

「ひかる、これを見なさい」

　瑪瑙さんが私のアゴを摑つかみ、強引に上を向かせた。

　水晶玉が視界に入る。

　――それだけで、落ち着いてしまった。

　涙がすっかり引っこみ、頭の中がキーンと冷える感覚が戻る。

　だけど脳ミソを無理矢理デバッグされたような、気持ち悪い感覚。

「瑪瑙さん……いま催眠術かけた？」

「そーよ」

　背中を向ける瑪瑙さん。どんな表情をしているのか。

　そして冷静になった頭で思い出す。

「催眠術って、まさか！」

　この狐面たち、やっぱり。

「正解。アタシの仕し業わざ。後催眠なんて、いくらでもかけるスキがあったからね。ちょっとタダで占ってあげる、なんて言えば誰だって一発よ」

　食べ物で武ぶ装そうしているのは、天てん成せい会かいの人たちか。私の弱点を知っているわけだ。

　とすると、あの強かった人は、やっぱり設楽したらさん。

　喜き一いち郎ろうくんが戦っている人たちも、きっと。

　船に乗る前から、みんな瑪瑙さんの手て駒ごまだったんだ。

　家族を使って人殺しをさせるなんて、絶対に許せない。

　怒りたい。けど、やったのが瑪瑙さんだと思うと、素す直なおに怒れない。

　これがいつものイタズラだったら、どんなに良かったか。

　でもあの人たち、本気で私たちを殺そうとしてた。そのこと、瑪瑙さんもわかってるはずだよね。正気に戻った彼らがどんな想いをするか、知らなかったわけじゃないよね。

「じゃあ、私も操ったらいいじゃないのよ！」

　まだ、そのほうが救われた気がした。

「操れれば全部カンタンに終わったんだけどね」

　苦笑して水晶玉を持ち上げる瑪瑙さん。後ろを向いたままだから、やっぱり表情はわからない。せめてこっちを向いて欲しいのに。

「アンタの身体からだ、変なモノが混じってるでしょ？　そのせいか、異様に効ききにくいのよね、アタシの催眠術」

　変なモノと言えば、ガー助の命くらいしかない。

　命を共有して、意識とかも二つに分かれたから催眠術がかけられないのかな。そっちの世界のことは私にはわからないけど、きっとそんな理由だろう。

「だから……お任せします、師し匠しよう」

　瑪瑙さんがこちらを振り返って、一礼する。

　いきなり人の気配がした。

　なんと、私の目の前に立っているではないか。どうやって移動したんだろう。お七さんが入ってきてから、ドアが開いた形けい跡せきもない。それ以前に、人が目の前に立っていたらわかるだろうに。

「い、いつから、どうやって？」

「あら、最初から隣となりにいたわよ。アタシやキツネの皆さんと一緒に来てたじゃない」

　笑うお七さん。ウソだ。狐面の集団に混じっていたのは、お七さんだけだった。狐面の集団で、服を脱いだりしていた人間はいなかったはず。

　それに、こんな奇き抜ばつな男――

「ああっ、あなた！」

　思い出した。その顔を覆おおった布と、着流し。

　この人、プールの隣のホールでバイオリン弾ひいてた人だ。今はバイオリンの代わりに、杖つえをついている。目が見えないなら当然か。

　彼もミズチだったなんて。

「あんたも、なんで――」

「静まれ」

　立ち上がろうとした私を、男が手で制した。

　それだけで私の身体は動かなくなる。金かな縛しばりとかじゃない。首から下の神経がなくなってしまったかのようになる。だけど身体は私の意志と関係なく動き、段ボールに丁てい寧ねいに腰掛けたではないか。

　催眠術だ。だけど、さっき瑪瑙さんはかけられないって。

　それだけ強力な催眠術師ってことなのか。

「あんたが、瑪瑙さんの師匠？」

「いかにも」

　わかり切った質問に、小こ馬ば鹿かにしたような声が返ってきた。

　尊そん大だいな態度なのに、落ち着き払っている。どういう経験をすればこんな人間になるのだろう。表情がわからないから、何考えているのかまったくわからない。せめて目が見えれば、まだ人間性がわかりそうなのに。

　お七さんも少し下がって様子を見ている。

　この様子だとこの男、相当エライ地位にいるんじゃないのか。前に出会った平ひら賀がって人と同じくらい。

「アヌビスの申し子よ。そなたが知りたがっている事、少しは教えてやれるぞ」

「なに？　あんたたちの目的のこと？」

　返事はなかった。

　代わりに彼が立てた人差し指から、火が出た。ライターの火くらいの大きさだ。何か仕し込こんでいるようには見えない。どんなトリックなんだろう。

「この炎を見たな？」

　男の言葉に、身体が反応する。

　しまった。今の、催眠術のトリガーか何かか。

「そう怯おびえるな。すぐに済む」

「なに……が？」

　なんだか呂ろ律れつも回らなくなってきた。

　すごく眠い。頭の中がかき回されてるみたい。

「では訊きかせてもらおう」

　男が杖で床を叩たたいた。

「名前と年齢、好きな食べ物は？」

「東ひがし宮みやひかる、十八。ケーキのビニールについたクリーム」

　ちょ、ちょっと！

　なんで私の口が動いてるの？

「お前に錬れん金きん術じゆつを教えたのは、誰だ？」

「お兄ちゃん、じゃなくて、叔お父じ……東宮天あま祢ね」

「人を殺した経験は？」

「あるわけないじゃない」

　男が矢や継つぎ早ばやに出す質問に、私の口が勝手に答えてる。

　このままだと、恥ずかしいことまで訊かれそうだ。

「三日前の食事は？」

「カップラーメン……だけ」

　うう、恥ずかしい。

「では一年前の食事は？」

　何を言ってるんだ。そんなもの覚えてるわけが……。

「トースト一枚とコーヒー。お昼にお手伝いさんが作ってくれたお弁当。ウィンナーとアスパラとホウレンソウと卵焼きと、あとノリ弁。夜は白身魚のソテーとコンソメスープと、デザートにリンゴのタルト」

　って、ちょっと待ってよ！

　なんで私、そんな前のメニューまで言えるわけ!?

「驚おどろいたか、アヌビスの申し子よ」

　男はしたり顔。

「人間の記憶力というものを侮あなどるな。覚えることと思い出すことは違う。意識は忘れているつもりでも、経験というものは脳にしっかりと刻まれておるのだ。十年以上前の食事も思い出させてやろうか？」

　これが催眠術の力か。

　私を一発で催眠状態にした腕といい、瑪瑙さんの師匠を名乗るだけある。

　――でも何者なんだろう、この人。

「ホホ……ウォーミングアップはこの程度にしておこう」

　布で覆われた目が光ったように見えた。

　男はまた杖で床を叩くと、今度はしっかりとした声で尋たずねる。

「では聞かせてもらおう。ラーの天秤の製造方法だ。忘れているのならば、私が思い出させてやる。お主自身も知らないままなのは嫌であろう？」

　やっぱり狙いはそれか。

　だからアレは私が死ぬ寸前に、何も考えずに作ったものだから、設計図はおろか材料すら不明な代しろ物ものなんだって。そこにいるお七さんに何度も言ったでしょうが。ウソ発見器にかけてもいい、私はラーの天てん秤びんのことは知らな――

「私が死にかけた時、まず全身の血を見えざる水銀に変化させるところから始めたわ。その見えざる水銀をエーテル濾ろ過か器きに移し替えて、循じゆん環かんさせるの。その間、私の身体は第一元素のテーブルに移し替えて、自動人形の身体と同期……」

　……しゃべってるし。
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　展望デッキの中には、テーブルが一つだけ。

　パンフレットの写真には、たくさんのテーブルに座って楽しんでいる家族が写っていたのだが。わざわざ片づけたのだろうか。

「やぁ喜一郎さん。ご足そく労ろうありがとうございます」

　そのただ一つのテーブルにつき、飲み物を飲んでいるのは、平賀。

　喜一郎は苦笑するしかなかった。

　ミズチがいるという時点で、可能性はあった。いくら組織と言っても、人数は少ない。その上、それぞれがスペシャリストなので、雑ざつ務むを手下に頼むという概がい念ねんがないのだ。大方、平賀は喜一郎とひかるの担当なのだろう。そう考えればしっくり来る。

「なぜわざわざここに呼んだ？」

「立ち話もなんですし、ここが一番静かでしたから。どうぞお掛け下さい」

　椅い子すを引く平賀だが、喜一郎は手で制する。

「それよりも、こっちだ」

　喜一郎は目だけで背後を見る。二人の人物が立っていた。

　ひかるのビルで花屋を営いとなんでいる、板垣家の父と娘。

　ふたりとも銃口を自分のこめかみに押しつけていた。顔は無表情。

　彼らが喜一郎をここまで案内したのである。

「なんとかしろ」

　刀の柄つかにかけた喜一郎の指が震えている。

　抜きたくて仕方がないといった雰ふん囲い気きだ。

「心配は要いりません。撃うてませんよ」

「そう言い切れる根こん拠きよは？」

「瑪瑙さんが命令している所を見ました。拳けん銃じゆうをこめかみに当てるように言っただけで、引き金を引けとは命令してません」

「…………」

　少し考えると、喜一郎は全速力で千ち秋あきの元まで駆かけ寄より、その手から拳銃を奪うばい取とった。千秋は特に抵抗しない。人形のように立ちつくしているだけだ。

　拳銃の弾だん倉そうと薬室を確認したが、弾は入っていなかった。マガジンを元に戻して千秋に渡すと、またこめかみに当てている。

　彼女たちを手近な椅子に座らせてから、喜一郎は平賀と同じ席についた。

「あの瑪瑙とかいう女、何者だ？」

「ご存じでしたか？」

「顔は覚えている。一年ほど前に、お前と一緒にいるところを見たことがあったからな。それから、あいつが住んでいるビルで暴れたことがあった。騒ぎを起こせば、あいつも俺に気づくんじゃないかと思ってな」

「気づかなかったでしょう？」

「ああ。俺のことも知らないようだった。だから他人の空そら似にかと思ったんだが」

「催眠術ですよ。自分で自分に暗示をかけたんです。有ゆう事じの際以外は、自分がミズチであることを忘れるようにって。ほら、あのビルはひかるさんも住んでらっしゃいますから」

　使いようによっては恐ろしい武器である。

　まぁ、そこまで強力な催眠術を使える人間など、そうそういないだろうが。

「で、何をしに来た」

「さて、なんでしょう」

　とぼける平賀。

　この程度でいちいち怒ったりはしない。喜一郎はこの男の性格を熟じゆく知ちしている。いつものらりくらりと言葉を避さける、そんな男だ。

　しかし無視することも出来ない。この男は口だけでなく、古こ科か学がく者しやとしての腕もある。電気の蛇へびを操る力を使えば、船の電子機器を狂わせることだってできる。

　それは向こうも同じ境きよう遇ぐうだ。喜一郎の強さはミズチにとって脅きよう威いとなるはず。

　だから今はお互いに牽けん制せいするしかない。

「ラーの天秤を盗みに来たのか」

「それは別働隊がやってくれます」

「ならば、なんだ」

「そうですねぇ……喜一郎さんとお話がしたかった、というのではダメですか？」

「ダメだな。そんなくだらないことのために、わざわざ危険を冒おかす意味がない」

「ありますよ。父は喜一郎さんのことを高く評価していた。私もそうですがね。それだけの人物と話せるなんて、身に余る光栄でしょう？」

「……お前の父には、本当に世せ話わになった」

　戦争から帰った喜一郎の面めん倒どうを見てくれたのは、平賀の父だった。古科学を教え、その使い方を教えてくれた。散り散りになっていた古科学者と連絡を取り、互ご助じよ会かいのようなものを作ろうとしていたのも、平賀の父だ。

　ある意味「古科学者」という概念の父でもあった。

「喜一郎さん。私はね、父の遺い志しを継つぎたいと思っていたんです」

「それがミズチか」

　歴史の裏に隠れていた古科学者たちに、日の目を見せる。

　ミズチという組織は、まだ世界の裏側にある。しかしその目的は未いまだ消えていない。

「父が出来なかったことを、私が叶かなえる。それが父に対する礼れい儀ぎであり、父の罪つみ滅ほろぼしでもあるんです」

「罪滅ぼし？　どういうことだ」

「それはまだ言えません。ですが喜一郎さん。私も、私の父も、あなたが大好きでした。それだけは忘れないで下さい」

　何を言っているのだ、平賀は。

　思い残すことがないように、自分の想いを全て打ち明けているような。

　――まるで遺ゆい言ごんではないか。

「これからどうするつもりだ？」

　平賀がここに来た目的が、本当に喜一郎と話すためだけだとしたら、これから何か大きなことをしでかそうとしているのではないか。

　ふと、喜一郎は言いしれぬ不安に見舞われた。

「あの人がラーの天秤について、調べているところですよ。その技術を組織のために使わせていただきます」

「あの人？　瑪瑙のことか」

「彼女の師匠にあたる人で、同時にミズチの頭とう領りようでもあります」

「頭領はお前じゃないのか？」

「私と彼と、二人で一つ、といったところでしょうか。組織を維い持じするのは私、実際に行動するのは彼といった具合にね」

「……何者だ？」

「彼は凄すごい人ですよ。古科学、錬金術、魔術、ありとあらゆる学問を貪どん欲よくに吸収し、自分の力にしている。本人曰いわく、怪かい盗とう百ひやく色しきにやられたキズがここまで強くしてくれた、と。そういう意味では瑪瑙さんと気が合うのも当然ですね。彼女も百色に大たい層そうな恨うらみを持っていましたから」

　だから怪盗百色の名を騙かたったのか。

　そうすれば確実に百色が目を留める。うまくするとおびき寄せることも出来る。

　そしてひかるに護衛を依頼すれば、ラーの天秤も手に入る。

　納なつ得とくすると同時に、平賀に違い和わ感かんを感じた。その男のことを話す彼は、とても楽しそうだ。よほど心しん酔すいしているのか、その男に。

「名前は？」

「レイジ・マルケス」
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『レイジってのは日本人っぽい名前だな。日系人か？』

「うん。南米の人」

　徐々に波が激しくなってきやがった。甲かん板ぱんに座りこむ白びやく色しきとカンジに、俺と白しろ騎き士しとで温風をかける。ほかにもたくさんの道具を持っている白色はともかく、カンジの奴は持っていた折紙をほとんどダメにしてしまった。

「多分、その人がミズチにいる。この船にも乗ってると思う」

「なんでわかるのさ？」

　軽装になったカンジは、まだむっつりと頰ほおを膨ふくらませながらも、矛ほこは収めてくれたようだ。濡ぬれても平気な特殊折紙をコートから取り出して、確認している。

「さっき言ったでしょ？　偽にせの予告状の事件。あれを起こしたのがレイジって人なの。私もその事件に関かかわってたから、よく覚えてる。その時に警けい察さつに捕まったんだけど、脱だつ獄ごくしたみたい」

『ルルルル、アノトキト、オナジ』

　偽の予告状ね。もしもひかるがキチンと真しん贋がんを確認していれば、もうちょっとマシな対応がとれたかもな。まぁでもニセモノが来るなんて俺も想像してなかったけどよ。

「その事件以来、おじさんは自分の知らない百色の予告状の事は、必ず耳に留めるようになったの。どんな些さ細さいなイタズラでも、絶対に聞きき漏もらさなかった」

　そういや、親分のところにきた予告状は警察にもマスコミにも知らせてなかったな。どこに目がついてるんだ、百色は。

「今回の話も、そういうイタズラかなって思ってたんだけど……今回は違った。使われていた偽物の予告状、本物だったから」

『本物？』

　それのどこがおかしいんだ。本物ならＯＫじゃねーか。

「あの時の事件に使われた予告状も、百色オリジナルの予告状だったの。特殊な細さい工くがしてあるから、偽物を使ってもわかる人にはわかる」

　なんだって？

『んん、ちょっと待てよ？　本物を使ったのに、偽物だと？』

「あ、ごめんね」

　言い方が悪かったと、素直に謝あやまる白色。

「差出人が違うの。あの時は私が出した予告状だったの。カードは同じでも、百色の予告状じゃないでしょ。だから偽物。そのことを知っているのは、事件に関わった人だけなの」

『するってーと、今回はレイジってやつが、わざわざどっかから本物の予告状を持ってきたってわけかい。あの時の事件に似せるためだけに』

「……多分。模も様ようとか紙の仕し掛かけとかも完かん璧ぺきだったって、おじさんが言ってた」

　すごい執しゆう念ねんだ。そうまでして舞台を整えたいわけか。

　こりゃ並大抵の恨みじゃねーな。

『で、百色はともかく、なんでオメーは来たんだ？』

「うん、だから私が来たの」

『あぁ？　どういうこった』

「怪盗百色本人が来なくても、娘の私が来ればレイジは注目するでしょ？　そのスキに、情報収集してくれてるの」

　してくれてる、ってことは――

「まさか、本物も来てるの？」

　カンジの質問に、白色は口元に人差し指をあてるだけ。

　どこに耳があるかわからないからな。

　ともあれ、白色たちの作戦もなんとなくわかった。つまりこいつらも狛と同じ、囮おとりってわけだ。

「無茶するなー。ミズチがどれだけ危険な相手かわかってないだろ？」

　心底呆あきれているカンジ。このガキ、白色のことを敵対視してるのか心配してるのか、どっちかにしろってんだ。

　だけど白色はニッコリ笑う。

「平気よ。頼りになるナイトがいるもんね」

『オレ、ゼッタイ、マモル』

　胸の装そう甲こうをガン、と叩く白騎士。敵じゃないとわかった今でも、こいつの強さには舌を巻くばかりだ。確かにこいつがいれば、白色はどんな敵相手でも生き残れそうだ。

『ソレガ、シゴト』

『仕事か。ヘッ、言うじゃねーか』

　顔はないのに、なぜだろう、この人形が大層いい面つら構がまえに見えた。

　ここで言う「仕事」ってのは、義務ってことじゃねぇ。

　全てに換かえても貫つらぬく、男の働きってことだ。俺たちでいうところの「ヒーロー」と同じ、心の原動力だ。

　こいつの装甲の奥には、そんな熱い魂たましいが宿ってる。

　いやホント、敵じゃなくて良かった。

「だけど、それだけじゃないだろ」

　口を挟はさむカンジ。

「今まで百色の仕事に、キミが来たっていう情報はなかったぞ」

「え、えっと……それは……」

　急に語調が弱くなる白色。

「……えと、その……レイジの仕業って聞いたら、いてもたってもいられなくって……黙ってついてきちゃったの」

　まぁ常識的に推理すればそんな理由しかないか。普通、本気で殺しにかかってくる敵の陣地に、自分の娘を送りこむ親なんているわけねぇ。

「おじさんにはすっごく怒られたんだけど……来ちゃったものはしょうがないからって、無理矢理作戦変更させたの」

『ってことはアレか、オメーが来なければ最初っから百色本人と対決してたってことか』

　このデカブツも一緒に。

　……ひょっとして助かったのか、俺たち？

「で、でもね！　私だってそれなりにデキるんだからね！　盗みの技術だってもうおじさんにひけを取らないし、逃げるのだって――」

「シッ」

　取とり繕つくろう白色を制するのは、またしてもカンジ。

　異論があるのではない。耳をそばだてている。

　ここでようやく俺も気づいた。

『誰だ!?』

　甲板に続く扉を開け放つ。

　一瞬、誰もいないかと思った。

　波は更に強くなり、ぽつぽつと雨が降り始めている。遠くの方で雷が鳴り始め、その稲光に照らされて立っている自動人形が一体。

　狛だった。

　遠くの方で光る雷光が、その小さな身体をシルエットにする。僅わずかな時間、黒く闇やみに溶ける人形の、その目だけが異様な光を灯ともしていた。

　揺れが激しい船の甲板に立っているのに、微び動どうだにしない。髪かみの毛けだけが突風にあおられ、顔を隠している。呪のろいで髪の伸びた市いち松まつ人にん形ぎようのようだ。

『てめぇ……完全に気配消してやがるな』

　俺たちの距きよ離りは二十メートルもない。素人しろうとが拳銃を撃うてば、まぐれで当たるかも知れないくらいの距離だ。そんな近くにいても俺の感覚器は反応しない。よほど心理ステルスとやらに特化してるのか――

　いや、妙だ。

　両手はダラリと下がっており、目に精気がない。人形だから当たり前と思うかもしれないが、俺を前にした時のこいつの目は熱血ヒーロー並に滾たぎってやがるんだ。だが今は、電池の切れたおもちゃだ。

　表情が、まるでない。

　機能停止しているのかと思ったが、ヤツの内部ではカタカタと音がしている。

　――そういう遣つかい手てに替わったってことか。

『……百色の娘。アヌビス。古科学者。自動人形』

　狛の首が左から右に動き、視界に入ったものを全てつぶやく。

　下がった両手と一緒に頭も下がる。がくん、と上体が下がり、手がブラブラと揺れる。ホラー映画かっつーの。

『ルルル』

　白騎士が前に出る。白色はもとより、俺やカンジも庇うつもりか。

『気をつけろ白騎士。様子が変だ』

　この変化は、使用者が替わったと見ていいだろう。

　誰が遣ってるんだ。そして、どんだけ強いんだ。

　狛がわずかに顔を上げる。顔を覆う前髪から、光る眼が見えた。

『先人曰いわく――「男の防御と女の防御は違う。攻撃も然しかり」。狛の攻撃は、アヌビスも貫く、貫く、貫く……』

　なんだ？　こいつ、何言ってやがる？

　変な奴に遣われて、言語回路がおかしくなったか？

『貫く……貫く！』

　狛の身体が震えた。
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　気がつけば倉庫に狐面が増えていた。もう体格でわかる。天成会の人たちだ。それだけじゃない、親分さんやその護衛の黒服たちも来ている。彼らは面をつけていなかったが、催眠術をかけられているのは一いち目もく瞭りよう然ぜんだ。

　全てしゃべってしまった。私が知らないラーの天秤の秘密まで、みんな。

　身体さえ満足に動けば、反撃もできるのに。

　だけど、ただ殺されるつもりもない。

「ねぇ、私にも質問させてよ。どうやってこの船に乗ったの？」

「この船のオーナーに頼んだだけだ。丁てい重ちようにな」

　答えたのは、着流しの目隠し男。レイジって名乗ったっけ。

　長いキセルに火をつけて吸い始めている。煙の臭いがこっちにまで漂ってくる。反対の手では、なにやらメモをとっていた。

「幸い、その者はお七とつながりがあったからな。侵入するのは容よう易いであった」

「そういうこと。お得意様を騙だますようなマネはしたくなかったけどね」

　ああそうか。お七さんは江え戸ど屋やとかいう呉ご服ふく屋やのオーナーだったっけ。親分さんがご贔ひい屓きにしてるから、私も迂う闊かつに手が出せなかったのだ。

　店の人間と言って、一緒に連れてくるだけでいいのだ。

「親分さんが、あんたたちなんかに……」

　それも催眠術の力か。

「難しい催眠を施ほどこしたわけではない。この者らは犯罪に協力したわけではなかろう。ただお主に仕事を依頼し、この船に招しよう待たいしただけではないか」

　なるほど。それだけならミズチの企みは関係ない。私や部下を労ねぎらうための舞ぶ台たいと、百色をおびき寄せるためのブツを用意すればいいだけ。簡単だ。

「この者の宝石コレクションから適当なものを選び、それを魂の塩だと思いこませ、何者かに狙われていると吹きこむだけで良い。あとは勝手にお主に依頼をするだろう。我々は乗務員と称して、あらかじめこの船に乗ればいい」

「じゃあ、ここの乗務員さんって……？」

「すべてミズチの人間だ。彼らの技術を駆く使しすれば、船一隻せきくらい動かすなど」

　それはそれですごいな。たぶんうちのビルの人間が集まったところで、自動車くらいしか動かせないだろうに。そういえば狛が現れてからこっち、乗務員に会っていない。

　それにしても、すごいな。このレイジって男がいなければ成立しない作戦だ。そして逆に、彼がいれば似たような方法でたくさんの悪事が働ける。

　ヒーローＬＶレベル１としては、絶対に放っておけない悪の首領だ。

「アヌビスの申し子よ。訊きたいことはそれだけか？」

　レイジのペンが止まった。書きこまれたメモを満足げに眺ながめている。

「それ、なによ？」

「うむ……つまり、先ほどお主が言ったのはこういうことであろう？」

　と、メモを突きつけられる。そこに書かれていたのは、ラーの天秤の設せつ計けい図ずだった。

　私ですら知らない公式がズラズラと書かれている。錬金術だけじゃない、ほかの学問の単語も書かれている。これは古科学の技術かな？　あと占せん星せい術じゆつや魔術なんかも使われている。そのおかげか、私が話した手順よりずいぶんと簡かん略りやく化かされている。

　この人、どれだけ裏の学問を修しゆう得とくしてるの!?

「盗ませてもらった。悪く思うな」

「この……！」

　私がしゃべった方法を自分なりにアレンジして、メモ帳一ページにまとめたその才能は大したものだ。だけど元々私が考えたネタだぞ！　返せッ！

「質問がなければ――」

「あるわよっ、まだまだ！」

　渾こん身しんの力で床を踏ふみつけた。レイジにかけられた催眠術で、身体の自由はまだ効かない。だけど気合いを入れれば少しくらい動く。

「あんた！　その道具で何するつもりなのよっ！」

　そうだ。一番聞きたかったことが、それだ。

　私の大切な人たちを傷つけてまで、いったい何がしたいのだ。

　そもそもラーの天秤なんて、命を移動させることしかできないのに。そんなものを使って、だいそれたマネができるなんて思えない。

「ホホ……それを知って、どうする？」

「止める！」

「そこまで言い切るのならば、教えてやろう」

　レイジはキセルの火を床に落とし、草鞋わらじでもみ消す。

「私と平賀とでここまで築き上げてきた、このミズチという組織。人員も技術も資金もあるが、ただ一つだけ足りない物がある。なんだかわかるか？」

　わかるわけないじゃない。だから質問してるんだ。

　そんな私を鼻で笑ってから、レイジは続ける。

「シンボルだ。国であれば国こつ旗きのように、スポーツチームであればマーク、武道や踊おどりの流りゆう派はであれば奥おう義ぎのように、その組織を象しよう徴ちょうするものがなくてはならん」

「……で、あんたは何が作りたいわけ？」

「ミズチは裏の学問の組織だ。ならば答えは決まっておる。その学問の結晶だ。古科学や錬金術をはじめとする秘ひ術じゆつを合わせた、力を持つ者」

　しん……と辺りが静まりかえった。

　この場で口をきく者はレイジと私しかいない。だからつまり、私が何も言えなくなっているんだ。レイジの言葉に圧倒されて。













　本気だってわかるから。

「何者にも負けぬ軍事力、月の裏側まで知ることが出来る感知力、四十六億年の歴史すら童話のように読よみ解とく探求力、世界が滅ほろびようとも動じぬ精神力、生死という概がい念ねんすら超ちよう越えつする物質、それらが合わさった究極の存在だ！　それを用いれば世界征せい服ふくよりもさらに難しい、世界の全てを知ることだって可能だ！」

　しゃべりながら近づいてくるレイジ。

　私のアゴを摑むと、自分の顔に引き寄せる。目を布で覆っているはずなのに、蛇のような目に睨にらまれているような気がする。

　ミズチとは、「蛟」って字を書く。なんでも伝説上の蛇の化け物らしい。龍りゆうの一種とも言われてる。こいつを見て、それを思い出した。

　そんな蛇のような男は、小さな声で囁ささやく。




「そして我らは賢けん者じやの石――ガーゴイルをも越えてみせる」




　最後はやはりそこか。最強の石像、ガーゴイル。

　彼が言うような物が作れるのであれば、可能かもしれない。でも具体的なビジョンが見えない私には、まだしっくりこない。ラーの天秤を使って、そんなことが本当にできるのかしら、という疑ぎ念ねんしか湧わかない。

「今日の船旅は、その前祝いだ！　憎き怪盗百色の血で、我らミズチの門かど出でを祝福してもらおう！　この目の礼もたっぷりしてやる！」

「やれるもんならやってみなさいよ！」

　足を踏ん張り、身体を思いっきり前に倒す。私の頭がレイジの鼻っ柱に当たり、面めん食くらった彼の腹を蹴けりつける。

「いっ！」

　なんだこの腹筋。まるで鉄だ。

「ホッホッホ。私にそんな蹴りは効かぬ」

　何を仕込んで――いや、催眠術か！

　本当に便利な力だけど……集中が切れたら痛みが全部ぶり返してきそうね。

「これで私が教えられることは全てだ。冥めい土どの土産みやげになったか？」

　そう言ってレイジが懐から取り出したのは、一丁の拳銃。

　それに合わせて、親分さんや天成会のみんなも拳銃を取り出す。

　加えて、私はレイジの催眠術で満足に動けない。

「ではそろそろ退場してもらおうか、アヌビスの申し子よ」

　レイジが蛇のような仕草で、舌なめずりをした。
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　視界が真っ白になった。

　俺の目の前で、狛が何かしやがったのはわかる。だが俺の感覚器じゃまったく追いつけなかった。また前みたいな早はや業わざで斬きったのか。それにしちゃ、爆発みてーな音がする。

「うわあああっ！」

　一瞬で視界が元に戻る。カンジが斜ななめになっていた。

　船が揺れているのだ。波のせいか、それとも。

『ル、ルルルル……』

　俺を庇うように立っていた白騎士がいない。どこに行ったのかと思うと、甲板の上に打ち上げられていた。その右手がなくなっていた。腕の断面は、まるで何かに押しつぶされたようにひしゃげている。

　狛が何かを放ち、それを白騎士が受け止めた結果だと推測する。

　だがあの白騎士の腕を吹き飛ばすほどの、何を打ちやがったんだ？

「おい！　しっかりしろ！」

　カンジが白色を助け起こしている。しかしカンジも白色も上う手まく立てないようだ。そういう俺も、なんだかフラつく。

　体中に電気を流されたようだ。おそらく推察通り、電気系の攻撃。

　その狛はというと、白騎士の近くに倒れていた。

　身体がショートしている。あいつ自身もやられたのか。

『……次は、アヌビス。貴様だ』

　刀を杖代わりにして立ち上がる狛。

　その口が開いたかと思うと、狛の周囲に奇き妙みような電でん磁じ場ばが発生する。重力が狛に集まっているかのように、歪んだ気が狛に収束している。

『やべえ！』

　俺の後ろに、カンジと白色がいる。

　とっさに翼に光を漲みらぎらせ、全力で飛び上がった。

　その二秒後、狛の口から何かが発射された。丸太のように太いそれは、光線――いや違う、お茶だ。電磁波を帯びたお茶がウォーターカッターのようなスピードで発射されたのだ。

　お茶っていっても、水だ。質量がある。それを超高速で発射したらどうなるか、アホのひかるでもわかるだろう。

『うおおおおおおおおおおおおおおっ！』

　急きゆう旋せん回かいしたが、間に合わなかった。波は動どう砲ほうのような勢いで噴ふん射しやされたお茶が、船の展望デッキに直ちよく撃げきしやがった。たかがお茶のくせに、デッキに穴を開けやがった。あの中に人がいなけりゃいいが。

　そしてその衝しよう撃げき波はが俺にも襲ってきた。身体のバランスを整えるだけで精一杯だ。つまり俺は今、無防備ってわけだ。もう一発あの波動茶を撃たれたら、おしまいだ。

『…………！　……！』

　下を見ると、狛が倒れていた。

　あの人形、自分で撃った茶の威い力りよくにボディが耐えきれないのか。どんだけ強い茶だっつーの。そして、どんだけ強い遣い手だよまったく。

　だがこの波動茶、上の展望デッキに当たったのはまだ幸いだ。

　もしも下に向けて放ったら、船に穴が開く。

『止められる……か？』

　一番頼りになる白騎士は、昏こん倒とうしている。カンジも白色も、あの狛は止められまい。というか無理してケガでもされたら大変だ。

　俺しかいねーじゃんかよ。

　しかしあの白騎士ですら止められなかった狛を、どうやって止める？
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　船が揺れた。ただの揺れじゃない。まるで横からミサイルを撃たれたかのようだ。

　何にぶつかれば、こんなに揺れるんだろう。

　けど、チャンスだ。

　全員のバランスが崩れた一瞬を逃さない。

　私は動かない指を気合で動かし、自動靴のスイッチを入れる。ったく、まるで大リーガー養よう成せいギプスでも装そう着ちやくしてるみたいだ。でも、逆を言えばそれくらいのパワーをこめれば、なんとか動かせるのよね。これも意識をガー助と共有しているせいなのかな。

　とにかく、一度スイッチを入れてしまえばあとはこっちのモン。

　自動靴のモードを「追つい跡せき」から「戦闘」に切り替えた。

「はっ！」

　まず一番近くにいたレイジのヒザを蹴る。どんなに鍛きたえても、ヒザには筋肉なんてない。レイジがバランスを崩したところで、拳銃を蹴り飛ばす。

　即座に周囲の人たちが銃を構えたが、レイジと背中合わせに立っているので、撃てない。仮に私を撃てたとしても、瑪瑙さんやお七さん、それに味方に誤ご射しやする可能性もある。そんな事を考えて――

　レイジから一瞬、意識をそらしてしまったのだ。

　危険な武器はもうないとタカをくくっていた。ミズチの人間が銃しか持っていないはずないのに。

　完全に油ゆ断だんしていた私を、激しい光と痛みが襲った。

「ひぁああああああっ！」

　銃で撃たれた痛みじゃない。まるで全身に電流を流されたような――そうだ、一度経験したことがある。ガー助とマジゲンカしたとき、光線を撃たれた時の痛みだ。

　痛みで私の身体は倒れ、だけど自動靴はしばらく止まらず、無ぶ様ざまなかっこうで地面をひきずられてしまった。痛いけど身体をよじることもできない。

「フン。手こずらせたな」

　レイジの声。

　ぼやけた視界に映るレイジの顔は、布から煙が上がっていた。露ろ出しゆつした片方の目が光っており、そこから煙が出ていた。そうか、あの目から光線が出るのか――だから布で隠してたんだ。

「だが半分のお主など、私の敵ではない」

　悔くやしいが、その通りだ。

　ガー助がいなきゃ、力は半はん減げんする。だからといってガー助を呼ぶことは出来ない。まだ強敵と戦っている最中だ。私の命が反応している。言い換えれば、ガー助がそいつらと戦っていなければ、私はもっとピンチになっていたのだ。

　だけど今現在、私に迫っている危機を脱出するには、誰かの力を借りるほかない。

　体が痺しびれて動けないのだ。最後まで動こうとしていた自動靴も、光線の影響でショートしてしまっている。

「…………」

　声も出せない。息をすることもできない。

　眼前に迫るレイジの瞳。その手には銃。

　どちらで撃たれても、たぶん死ぬ。

　ここまでかな――

　ごめんガー助。あんたに本当の命、あげられなかった。

「ではさらばだ、アヌビスの申し子」

　レイジの瞳に光が宿る。

　その光が急に増幅した。目を覆いたくなるくらい強い光。

「なにっ!?」

　レイジの声。光が増幅するのは予定外なの？

　ガラスが割れる音がした。

　光を吸いこむようにして床に落ちたのは、大きな水晶玉。

　これ……瑪瑙さんの？

　それを証明するかのように、黒い影が私とレイジの間に立ちはだかった。

　もしかしてレイジが撃った光線を、瑪瑙さんが水晶玉で防いでくれたの？　そうとしか考えられないけど、でも……。

「なんのつもりだ、瑪瑙？」

「……約束が違います、師匠」

　瑪瑙さんの鋭い声がレイジに向けられている。

　あれ、仲間割れ？　なんで？

「ビルの人間には手を出さないって約束だったじゃないですか！」

「何を今更。この計画がどういうものか、お主も了承していたであろう。全てが終わったら、全員船ごと沈んでもらう」

「そんな……！　それは、みんなを避ひ難なんさせた上で――」

「そのような余裕などない」

　瑪瑙さん……庇ってくれてる？　なんで瑪瑙さんは助けてくれるの？

　でも、瑪瑙さんが助けてくれるのは当たり前で。

　だって大切なビルの仲間で……あれ？

　やっぱり、瑪瑙さんは――

「それでも邪じや魔まをするというのならば」

　レイジの手には、いつの間にか拳銃が。

　それを、ためらいなく撃った。

　パン、と乾いた音。

　光線よりもずっと地味で、ずっと大きな音。

「瑪瑙さん!!」

　声が出ることにも気づかず、立ち上がれることにも気づかず、何よりもまず倒れた瑪瑙さんを助けることだけを考えて、私は行動していた。

「めの……！」

　瑪瑙さんの足下に流れる、真っ赤な血。

　お腹を押さえて前のめりに倒れた瑪瑙さんを抱き起こす。傷口を探そうとした私の手が、手首まで血に染まった。黒い服の前面が血まみれだ。撃たれてから十秒も経たっていないのに。どこを傷つけたんだろう。

　瑪瑙さんの口が小さく動いたが、声が出ていない。

　血が流れれば流れるほど、顔が白くなっていく。

　脳裏をよぎるイヤな予感すべてを振り切って、その身体を背負った。

　噓うそのように重い。身体に力が入っていないんだ。

　生きる力が――

「うおぉぉあぁぁあああああっ!!」

　もう、何も考えていなかった。考える力があれば、瑪瑙さんを持ち上げる力に回さなきゃ。とにかく倉庫のドアまで一直線に走ることしか頭になかった。レイジが何をしようとしているかなんて、まったくわからなかった。

「フン、ならば二人とも――」

「おおおおぉぉおおおおおおおおおぉっっ!!」

　轟ごう音おんと共に船が揺れ、レイジや操られた人たちが体勢を崩くずしても、逃げやすくなったとしか思えなかった。ポケットから全ての玉を取り出し、足下に投げる。玉が割れて中から飛び出した炎の上を氷が走り、はじけ飛んだ赤い氷がプリズムのように輝く。

「ああああああああああぁぁあああああああぁぁぁぁっ!!」

　自動靴なんてとうに壊れていたが、その代わりに自分の足で走り、目の前にいるレイジを電磁グローブで殴るように押しのけ、ドアの前で倒れている天成会の子を乗り越えて、私たちは走った。背後から何発か拳銃を撃つ音が聞こえたが、私の足は止まらなかった。

　手が血で滑すべる。

　本当はレイジたちをブッ飛ばしたいけど、それどころじゃない。

　今は、あいつらを相手にしている時じゃないんだ。

　瑪瑙さんが。

　瑪瑙さんが。
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　破は損そんした展望デッキに立っているのは、二人。

　喜一郎と平賀である。二人並んで、穴の開いた窓から下を見下ろしている。甲板にはもっと大きな穴が開けられていた。

「じきにこの船も沈むでしょう。喜一郎さん、お友達を連れて逃げて下さい」

「お前はどうするつもりだ？」

「私もそろそろ帰ります。次の仕事があるので」

　平賀は喜一郎にパンフレットを差し出す。それはこの船のもので、見取り図に赤丸で印がつけられていた。

「たぶん使うことはないでしょうが、救命ボートの位置です。海上保安庁には私から連絡しておきますから」

　平賀は背後を振り返った。板垣父娘が倒れている。狛が強力なお茶を放った時に、壁かべに頭をぶつけて昏こん倒とうしたのである。気を失っていれば、運びやすい。ついでに催眠術が切れていてくれるともっとありがたいのだが。

「ではさようなら、喜一郎さん。もう会うこともないでしょう」

　そのまま無む防ぼう備びに歩き出す平賀。

　喜一郎は何故か追う気になれなかった。

「平賀。一つだけ教えてくれ」













「私に答えられることでしたら」

　背中で返事をする平賀。

「なぜ、俺をミズチに誘わなかった？」

「誘って欲しかったんですか？　どうせ断るくせに」

「それはそうだが――」

「寂しかった、とか？」

「茶化すな。最後くらい、真ま面じ目めに答えろ」

「……そうですね」

　足を止めて、平賀は喜一郎に向き直った。

　こうして立っていると、ただのくたびれたサラリーマンにしか見えない。彼の父もそうだった。何もしなければ冴さえないオヤジだが、内には様々なものを秘めている。

「理由は二つあります。一つは、あなたを巻き込みたくなかった。父の遺言でもありますからね、あなたを任されたのは」

「もう一つはなんだ？」

「あなたと離れたかった。決定的にあなたと決別したかったんです」

　その言葉の意味がわからず、首をかしげる喜一郎。

　決別したいのならば、普通に連絡を取らなければいいだけの話ではないのか。いや、平賀が言っているのは、距離の問題ではない。立場のことだ。

　敵味方に分かれるほど、平賀は喜一郎と離れたかったというのか。

「詳しいことは、父に聞いてください。いずれ普通の身体を取り戻して、あの世で父に会えるのならば」

「待て、平賀さんは――おまえの父は、何をしたんだ!?」

「さようなら喜一郎さん。私に言われなくても、こまめに服は洗せん濯たくしてくださいね」

　喜一郎が追いかけようとした時、また船が揺れた。今度は何かがぶつかったのではなく、船に水が入ったのだろう。体勢を立て直して、改めて平賀を追おうとするものの、彼の姿はもうどこにもなかった。

「くそっ！」

　苛いら立だちが募つのり、壁を叩く喜一郎。

　平賀が残した言葉が、いつまでも脳のう裏りに焼きついていた。

　あるいは、本当に遺言のつもりだったのかもしれない。
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　頭がじんじんする。全身の骨が軋きしんでいる。だけど身体の火ほ照てりは収まらない。ただでさえ自動靴のせいで身体に無理をさせているんだ。限界を超えても身体を動かしたツケがきている。

　だけどここで立ち止まるわけにはいかない。

「瑪瑙さん！　生きてる!?　生きてるよね!?」

　重い身体を背負ったまま、客室の扉を開ける。幸い鍵かぎは開いていた。わずかに残った冷静な頭で、追っ手がこないことを確認する。ドアに鍵をかけると、倒れこむようにして瑪瑙さんをベッドに寝かせる。

「はぁ……！」

　私もベッドに転がる。それだけで眠ってしまいそうだが、根こん性じようで起きあがる。

　最初にしたことは、自分の上着とズボンを探ること。全部ひっくり返して、ポケットの中にある薬と道具を全部取り出した。服やビンがヌルヌルするのは、瑪瑙さんの血のせいだ。

　瑪瑙さんは死んだように動かない。ベッドの上に血のシミが広がっている。まずは止血しないと。そう考えた私は、錬金術で作った接せつ着ちやく剤ざいを無理矢理傷口に塗ぬった。包ほう帯たいすらない現状では、これが精一杯なのだ。すぐに血は止まったが、間に合っただろうか。

「ひか……る……」

「しゃべらないで！」

　怒鳴るが、瑪瑙さんは私の手を握ると、力無く微笑ほほえんだ。

「聞……いて。あのね……」

　顔が真っ白だ。血が足りないのか。

　くそっ、なんで私は医者じゃないんだ。錬金術では薬を処しよ方ほうすることはできるが、輸血などの技術は現代医学にはかなわない。もしも全て薬で賄まかなえるなら――

　いや、賄えるはず。まだ間に合うかもしれない。

　ビーカーとフラスコと小型遠えん心しん分ぶん離り器きを取り出して、思いつく限り元気になる薬を調ちよう合ごうし始める。一つじゃ足りない、何種類も作って、瑪瑙さんに飲ませれば。

「あのね…………アタシ、前は盗とう賊ぞく団だんとか……やってたの…………」

「盗賊団？」

　聞き返すが、手は休めない。

「…………手下と、一緒に…………世界中の……お宝を………………でも……あいつが…………みんな……かっさらって……いって」

　あいつというのは、百色のことか。

　瑪瑙さんの盗賊団とやらが百色並に優れているならば、きっと彼女の顔も名前も知れ渡っていただろう。

「悔しくて…………ちょっかいかけたら………………返かえり討うちにあって……ガーゴイル……にも…………」

　また出てきた。ガーゴイル。

　百色もガーゴイルも、そっち方面の人には恨まれているのね。

　っと、できた。

　私の調合が正しければ、これで――痛みくらいは。

「瑪瑙さん、コレ飲んで！」

　ビーカーから直接瑪瑙さんの口に流しこむ。

「ゴホッ、ゴホッ！」

　いきなり入れたから咽むせてしまった。

　でも、飲んで欲しい。ここで飲まなきゃ、ますます死に近くなっていく。

　再度ビーカーを近づけるが、瑪瑙さんはそれを手で振り払った。

「瑪瑙さん!!」

「もう…………いい」

「何言ってるの！　いつもの強気な瑪瑙さんに戻ってよ！」

「……ひかる…………アタシね………………あのビル、好き」

　声がかすれている。

　もう耳をそばだてないと聞こえない。

「……いつか…………バラバラに…………なった、部下を……集めて…………また、……盗賊団……やりたかっ……………………」

　どんどん声が小さくなっている。

　顔が土つち気け色いろになっている。

「………………めんね………………る……」

「やめてよ!!　瑪瑙さんが謝るなんて！」

　生まれて初めて聞いた、この人の謝しや罪ざいの言葉。

　もう――間に合わない。

　命が、命が消えていく。

　それが私にはわかる。私の手が、ラーの天秤でもあるペンダントを握っている。

　できるなら、瑪瑙さんに私の命をあげたい。

　そのためのラーの天秤じゃないのか。なんて役に立たない道具なんだ。

　どうしてガー助にしか分け与えられないんだろう。色んな人に命を分けられれば、こんなに辛つらい思いをしなくて済んだのに。

　どうして。




　――そこで、唐とう突とつに閃ひらめいた。




　なんでガー助にしか分けられないって思うんだろう。

　ペンダントを外し、その装そう飾しよくをじっと見つめる。

　これは私が作ったラーの天秤だ。

　製法は、さっき私がしゃべった。

　錬金術の道具はある。

「瑪瑙さん、ちょっとだけ待ってて。それから――安心して」

　一分もかからずに、ペンダントを工具で分解した。ペンダントから漏れた私の命が暴れているが、気合で押さえつける。むしろ命の鼓こ動どうを感じられるから、やりやすい。移動用の道具、攻撃用の道具、救命用の道具、それら全部を分解し、使える部品だけ集める。

　できる。

　やってやる。

　アヌビスと呼ばれ、ミズチに狙われるくらいの錬金術師なんだ、私は。

　人ひとり助けられないわけがない。
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　もうなりふりかまってられねぇ。

『止まれえぇぇぇぇっ！』

　光弾を二連発で吐く。プラズマみたいに弾けたボールが、狛の身体に直撃する――寸前、狛が真正面に茶を吐いた。

　空で鳴っている雷と同じような音が、唸うなりを上げて接近した。

　ダンプカーがＦ１の速度で迫るような感じだ。背筋に冷たいモンが走った瞬間、右翼をはためかせてその場から飛び去る。かなり距離を開けたはずなのに、波動茶の余波だけで吹き飛ばされそうになった。

　俺が放った光弾は、一発目が波動茶に消され、もう一発はそれを放った反動でバックステップして避けたようだ。つーことは、あの人形、闇やみ雲くもに撃ってるわけでもないのか。

『貫く――！』

　狛の口に、また電気が収束する。

　あの波動茶、タメに時間がかかるのが難なん点てんだが、それを補おぎなってあまりある威い力りよく。

『くっそおっ！』

　だったら撃つ前に仕し留とめるしかねーだろ！

　今度は三連発で光弾を撃つ。光弾はそれぞれ異なる曲線を描いて狛に迫る。それらが着弾するよりも早く、翼に光を集めて推すい進しん力りよくに変える。

　俺自身も光弾に化けて、飛んだ。クチバシにエネルギーを蓄たくわえて、弾丸になる。

　波動茶を溜めてる状態なら、避けられないはず！

『愚おろか者ものめ』

　狛が、笑った。

　そして口を閉じた。

　小さな両手が腰に伸び、刀の柄を握る。

　――しまった！

　一ひと太た刀ちで三つの光弾が全て斬られ、残るは正面から突撃する俺のみ。

　狛は刀を鞘さやに戻し、居い合あいの構えで俺を待ちかまえている。

　斬られる！

「ガー助！」

　そこへ飛来したのは、一羽の折おり鶴づる。狛の視界を遮さえぎるように飛んだ。

　狛の目が一瞬そちらに向き、俺はその一瞬を逃さず、強く羽ばたいた。

『っ！』

　狛とすれ違う。

　白はく刃じんが俺の腹の真下を通り抜けた。あのままだったら、あの刀は俺のクチバシから尻尾しつぽまで真っ二つにしていただろう。

『助かったぜ、カンジ！』

「へへっ」

　カンジは親指を立てて笑う。

　その顔が、すぐに凍りついた。

『おのれ――』

　狛の顔がカンジの方を向いていた。

　また電磁場が口に収束し始めている。

「う――わぁっ！」

『逃げろ！』

　叫ぶが、間に合わない。

　今から走ったところで、衝撃に呑のまれるだけだ。

『カンジ、許せよ！』

　最速で口から光弾を吐いた。光に近い速度でカンジの身体にブチあたり、吹き飛ばす。五メートルほど飛んだところで、さっきカンジがいた場所を波動茶が通り抜けていった。船の柵さくを破壊して、荒れる海うな原ばらへと消えていくエネルギー。

「も、もっとマシな助け方……」

　カンジは言い終える前に昏倒してしまった。

　しょうがねーだろ、狛に当てたところで狙いが変わるとは思えなかったんだからよ。

『おのれアヌビス』

　狛の顔が再度、俺を向いた。

　そうそう、オメーの相手は俺だよ。

　そしてヤツはまた口を開け、波動茶を溜める。バカの一つ覚えみたいだが、あれをくらったら一撃死だ。文字通りの必殺技なら、連発されるだけでプレッシャーになる。

　だがこの距離なら――

　そう考えていると、突然力が抜けた。

『……おぉ!?』

　なんだ？　何が起こった？

　ひかるの身に、何かあったのか？

　くそ、身体のバランスが！

『貫く――！』

　狛の口がさらに大きく開き――




　　　　　[image: ]




「う、うっ！　ゴホッ！」

「うっぷ……うへぇっ！」

　同時に血を吐く瑪瑙さんと私。瑪瑙さんは口の中に詰まった血を吐いただけだが、私は自分の身体が急速に蝕むしばまれる感覚だった。

　一回り大きくなったペンダントから、私の命が瑪瑙さんに注そそがれるのを感じる。今まではガー助と私で五十％ずつの命を共有していたが、今度は違う。今、瑪瑙さんと私とガー助で、命を三等分しているのだ。

　三分の一だけど、そう簡かん単たんになくならないよ。

「ひか……る……」

「おぇ……寝てて…………瑪瑙さん……」

　私もしゃべるのが辛くなってきた。

「バカ…………何やって…………」

　瑪瑙さんの目め尻じりに涙が溜まっていた。

「バカなのは……はぁ…………お互い様です……」

「……ひかる…………アタシ………………」

　命を吹きこまれたとはいえ、まだ死にかけなのだ。

　これから先、どうするかなんて考えていない。

　もしもミズチの誰かに見つかったら、即死だろう。三割ほどの命しかないのだ。そうなったら瑪瑙さんもガー助も死ぬ。確かにリスクは高まった。

　だけど、改造したラーの天秤の力はこれだけじゃない。

　まだ生き残る可能性はある。

「ぁ…………」

　私の背後を見る瑪瑙さん。

　振り返ると、狐面の男が立っていた。

　鍵はかけたのに、どうやって入ってきたの？

「く……」

　ダメだ、私も身体に力が入らない。

　それに道具も全部使ってしまった。

　しかし狐面は私のことは無視するかのように歩み寄ると、そっと瑪瑙さんの手を取った。

「迎えに来ました、お頭かしら」

　しゃべる狐面。聞いたことのない声だ。

　迎えに来たって、この人、瑪瑙さんの部下なのかな。例の盗賊団やってたころの、本当の部下。

　だとしたら、なんでこの場に、こんなタイミングで？

「遅い……のよ…………」

「すみません」

　瑪瑙さんは優しく微笑み、手を握り返した。

「……さぁ…………行くわよ…………百色を…………百色を……ギャフンと…………」

「はい、お頭。どこまでもついていきます」

「………………………………バレバレよ」

　目を閉じる瑪瑙さん。その寝顔はとても安らかだった。

　そんな瑪瑙さんを抱きかかえる狐面。

「ちょっ、あんた……」

「安心したまえ。敵じゃない」

　急に声が変わった。

　やっぱり部下なんかじゃないのか。

「じゃあ、あんた誰よ……？」

　瑪瑙さんを奪い返したいけど、力がまだ入らない。

　狐面は私の質問に答えず、瑪瑙さんを連れて歩き去っていこうとする。

「まさかミズチに加わるとは思っていなかったが……こうなってしまった責任は、私にもある。彼女には最新の医い療りよう設せつ備びでの治ち療りようを約束しよう。大丈夫、絶対に死なせはしない」

　余裕のあるしゃべり方。キザっぽい声。

　この狐面、なんとなく知っている気がするんだけど……。

「君は、君の仕事をするんだ。まだやり残したことがあるだろう？」

　そうだ。みんなを助けて、レイジを倒さなきゃ。

　足に力を入れると、なんとか立てた。

　敵じゃない、って部分は信用していいかも。そんな気がする。

「…………誰だか知らないけど…………瑪瑙さん……頼んだよ」

「任せたまえ」

　狐面が強くうなずくと、その周囲で小さな爆発が起きた。

「なっ!?」

　クラッカーのような音と共に、煙えん幕まくが上がる。

　その煙幕の中で吹き荒れる紙吹雪。紙テープやトランプなんかも混ざっている。

　それら全てが収まると、もう狐面と瑪瑙さんの姿はどこにもなかった。

　まるで手品のような消失技だった。







































　階段を降りる前からその声には気づいていたが、喜き一いち郎ろうはあえて無言で階段を駆かけ降りた。赤い絨じゆう毯たんの上に、簀す巻まきにされた男たちが数人転がっている。

　獣けもののようなうめき声の主は、天てん成せい会かいの人間だった。

「大丈夫か」

「大丈夫じゃねぇよ！　た、助けてくれ！」

　一番手前にいたヤクザが吠ほえる。催さい眠みん術じゆつはとうに切れているようだ。しかしこの状況では助けを求める言葉しか出てこないだろう。

　喜一郎は彼を縛しばっていた縄なわを刀で切断した。

「いててて……あ、ありがとよ！」

　拘こう束そくを解とかれても、男はまだ立ち上がれない。

「なんだってんだ、一体よぉ!?　気がついたら全身ボコボコで、縛られて捨てられて……誰だれがこんな事やりやがったんだ!?」

　その犯人を喜一郎は知っているが、あえて黙っていた。

　彼もこのくらいは空気を読めるようになったのである。

「ひどい傷だな」

　男の顔面にもいくつか傷があった。身体からだの傷をつけたのは喜一郎だが、そのほかは記憶にない。

「あー、船が揺れてよぉ！　壁かべに何度も顔面ぶつけちまったぜ、ったくよぉ！」

「そ、そうか……」

　これも責任は喜一郎にあるだろう。

　なんと答えればいいのかわからず、黙々とほかのヤクザを解放する作業を続ける。縄を切るだけなので、三分も要いらなかった。

「た、助かった！」

　自由になった天成会の若者が、大きく伸びをする。

「にしても、オメーいい奴だな！　俺ぁ最初はてっきりクズ野郎だと思ってたぜ！」

「いろいろ悪あく態たいもついたけどよぉ！　そんな俺たちも助けてくれたんだな！」

「俺ぁ、このまま沈ちん没ぼつしちまうかと……！」

　中には涙ぐむ者まで。単純だが、それ故ゆえに恩おん義ぎにはうるさいのだろう。

　そうだ、それで思い出した。

「お前たち、この船が危険なことはわかってるな？」

「お、おぅ……そりゃ、こんだけ爆発とかしてりゃ、ヤバイってことくらい……」

　喜一郎が尋たずねると、ヤクザたちは渋しぶ々しぶうなずく。

「まだ船に残された人間がいる。助けてくれないか」

「なんだって!?　俺たちだけじゃねーのか！」

「救命ボートを用意しておく。その間に、助けてやってくれ。板いた垣がきといったか？　その親子が救命ボートのそばにいる」

「わかったぜ！」

　ヤクザたちは喜一郎の肩を叩たたくと、一いち目もく散さんに走っていく。

　と、一人だけ肩を押さえてうずくまる者が。

「どうした」

「あたたた……なんか、肩が外れちまってるみたいで……いっててててて！」

「どれ」

「いってぇっ!!」

　男の肩を摑つかむと、外れた肩を強引に戻した。

「無理をするな。救命ボートで待っていろ」

「ううう……ありがとよ。ありがとよぅ」

　まさか肩を外したのも自分だとは言えない。いま正直に告白したら泥どろ沼ぬま化かして脱出どころではなくなってしまう。謝あやまるのは安全な場所に避ひ難なんしてからだ。

　胃の辺あたりに今まで感じたことのない痛みを覚えつつ、喜一郎はヤクザを担かついで歩きだす。
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　穴が開き、床が裂さけた展望デッキに立つレイジ。彼の周りには乗務員に扮ふんしたミズチの構成員がいる。制服のせいか、統とう制せいが取れた団体に見えるが、中身はてんでちぐはぐである。そんなバラバラの集団が、レイジという一人の男の指示を待っている。

「ラーの天てん秤びんは入手した。もうミズチとしては、この船に用はない。同志たちよ、お主らは頃ころ合あいを見て離り脱だつせよ。まだ船内をうろついている者は放っておけ。危き機きが迫れば自みずから逃げるであろう」

「レイジさんはどうするんです？」

　チーフ・パーサーに扮した男が尋ねる。

「私は個人的にやり残したことを済ませる」

「ああ、百ひやく色しきですね」

「その通り。これだけはほかの者に譲ゆずらぬ。私自らの手で屠ほふるまで、ミズチの真の再さい興こうはありえぬ」

「わかりました。お気をつけて」

　ミズチの人間は気安く声をかけると、それぞれの方法で帰っていく。古こ科か学がくを使って扉を開く者、魔術で床に穴を開けて潜もぐるもの、道具を使って海へ飛びこんでいく者、念ねん動どう力りきで空を飛ぶ者までいる。

　展望デッキに誰もいなくなると、レイジは持っていた杖つえで床を叩たたく。

「……どれ、まずは」

　壊れた展望デッキの壁から顔を覗のぞかせる。

　真下に動く影があった。アヌビスの片割れの自動人形が、クチバシで人を引きずっている様子。それはレイジも知らない細身の少女だった。

　あの鳥も始し末まつしなくては。

　ガーゴイルなどと名乗る、不届きな鳥だ。

　その名を名乗っていいのは、この世に一体だけ。あの忌いま々いましい石像だけだ。そしてそれを破壊するのが、レイジの次の目標。あんな鳥など路ろ傍ぼうの石ころ程度の存在だ。

「しかし我々がラーの天秤の存在を知ることができた、という点においては褒ほめておいてやるか――」

　そのふたりから視線を巡らせると、いた。

　甲かん板ぱんの手すりにもたれかかるようにして、ぐったりと倒れている自動人形。怪かい盗とう百色の相棒だ。そしてその自動人形に寄より添そっている少女。

　白いタキシードを着た、金きん髪ぱつの娘。

「ホッホ……怪盗百色の娘か。これは好こう都つ合ごう」

　舌なめずりをするレイジ。

　その目は布に覆おおわれているはずなのに、正確に白びやく色しきを捉とらえていた。







　し、死ぬかと思ったぜ。

　全力出して狛こまの波動茶を避よけてたのはいいが、その途中、なんの前まえ触ぶれもなく身体から命が抜かれた。ひかるの奴、無む断だんで持っていきやがったんだ。タイミングがあと少し早かったら、俺の身体は波動茶の直撃を受けていた。

　なんで生きてたのかというと、狛の方が自じ滅めつしてくれたからだ。やっぱりあのバカ強い波動茶に耐えきれなかったみたいで、五発ほど撃ったらショートして動かなくなった。だがその内の一発で白しろ騎き士しをダウンさせ、さらに一発で展望デッキを破壊し、二発で船に穴を開けた。戦果で言えば大金星だろうな。

『くそっ……おい白騎士！　生きてるか!?』

『ル、ルルル、ヘイキ』

　消し飛んだはずの白騎士の右腕が、徐々に再生している。あれは俺と同じ希少銀ミスリルでできてやがるな。白色が心配そうな目で見ている。あのガキはどこも傷ついていない。あっちは心配いらないな。

『おいカンジ、起きろ』

　クチバシで気絶していたカンジの頭をつつく。

「う、うう……いたたた」

『立てるか？』

「うん、なんとか」

『じゃあ白色連れて避難しろ。たぶんこの船、じきに沈む。喜一郎と連絡とって、ひかるたちと合流――』

　俺の指示は最後まで言えなかった。

　突然、上空から何かが落ちてきた。俺がさっきまでいた場所を、踏ふみつけるようにして降ってきたのは着流しの男。

「ホッホッホ……」

　布で顔を覆い、杖をついている――

　あの時、コンサートホールにいた男だ。

「久しいな、怪盗百色の娘。そして神の使し徒と」

　杖を白色に向けて、イヤーな感じの笑い方をする。

　こいつがレイジとかいう奴か。白色の言葉を信じるなら、平ひら賀がと同じで、ミズチのボスだとか。

「お久しぶり。元気そうね」

『ルゥ……シツコイ』

　立ち上がり、胸ポケットに手を入れる白色。その白色を守るようにして、右腕が再生途と中ちゆうにもかかわらず白騎士が起きる。

「ホホホホホ、嬉うれしいぞ怪盗百色の娘。まずはおまえから括くびり殺してやろう。その後で百色だ。その後で貴様の友人も全すべて殺す。ミズチの礎いしずえになってもらおう」

『ルルルル！　オレ、マモル！』

　白騎士が左手の砲身を向け、撃うった。

　大きな音が二度した。一度目は白騎士の腕が鳴った音。

　そしてもう一つは、放たれた砲ほう弾だんをレイジが素す手でで受け止めた音。

「ホッホッホ……私は超人…………全てを知り、全てをこなし、全てを屠る超人」

　布で覆われたレイジの目が輝いた。

　噂うわさに聞く催眠術か。自分で自分にかけてやがる。テレビでやってたな。気合とか気き功こうで刀とか針とか弾くやつ。あれの強化版と考えればいいのか。

　あの目の奥に、何か仕し込こんでやがるな。きっと催眠術の増ぞう幅ふく装そう置ちか何かだ。自分で暗示をかけるたびに、目の輝きが増している。

「ハァッ！」

　受け止めた砲弾を投げ返すレイジ。

『ルルル!?』

　狙ねらいは白色。すぐさま前に飛び出し、胸の装そう甲こうで砲弾を受け止める白騎士。爆発が生じ、白騎士は後ろに吹き飛ばされる。

　それだけで終わらなかった。白騎士の身体を黒い蛇へびのようなものが締めつけていた。投げ返す前に、レイジが砲弾に何かしやがったんだな。だがあれはなんだ？　錬れん金きん術じゆつじゃねぇ、魔術の類たぐいか？

「動けまい、神の使徒」

『オレ、ソンナナマエ、チガウ！』

　抵抗を試こころみるが、白騎士の身体は黒い蛇に浸しん食しよくされてしまっている。

「そこで見ていろ。次は娘だ」

　クルクルと杖を回すレイジ。その杖を両手で持つと、中に仕込まれた武器をスッと引き抜いた。

　仕込み刀――違う。なんだありゃ。刀の代わりに、ムチみてーにしなる武器が入っている。ムチには何か黒い液体が塗ぬられているのか、ポタポタと甲板に垂れている。

　どう見てもまともな武器じゃねぇぞありゃ。

　それを向けられた白色は、胸ポケットに手を入れたまま動かない。一歩も下がらず、レイジから目をそらさない。

「フン、少しは成長したようだな。気に入らん。もっと怯おびえろ、怪盗百色の娘。恐怖の悲鳴を上げろ」

『おいコラ、オッサン』

　呼ぶと同時に、全力で光線を放った。

　白い光線をムチで弾き飛ばすレイジ。光線は軌き道どうを変えて海の彼方かなたへ飛んでいった。光線を弾けるってことは、ただのムチじゃねーな、やっぱり。

『シカトしてんじゃねーよ。俺様もいるんだぜ』

「ホッホッホ。そういえば、そんな奴もいたな」

　鼻で笑うが、矛ほこ先さきは完全に俺に向いたようだ。

　それでいい。まずは俺を倒してからにしてもらおうか。

　倒せるもんならな！
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「おお、こんな所にいたのか、ひかるちゃん」

　廊ろう下かの角を曲がってきたのは、親分さん。黒服の二人も従えている。彼ら全員が手にしているのは拳けん銃じゆうなんて生やさしいものではなく、軽けい機き関かん銃じゆうだ。

　ニコニコと笑っているが、すでにトリガーに指がかかっている。

「親分さん!!」

　一いつ喝かつ。

　空気を揺らすほどの私の声に、親分さんがまばたきをする。黒服も耳を押さえてうずくまる。

「ひ、ひかるちゃん!?　あれ、ワシは何を……？」

　周囲を見回す親分さん。よかった、正気に戻ったみたい。

　なんでだかわからないけど、今の私ならこのくらい朝飯前な気がしたんだ。

　けど、叫んだだけで頭がクラクラした。

　血というか、命が足りないんだ。

「親分さん。この船はもうすぐ沈みますから、みんなを連れて逃げてください」

「え……え……？」

「時間がありません。早くしないと死にますよ」

「ひかるちゃん……？」

　親分さんは私の顔をまじまじと見つめている。

　そんなに怖いか、私が。

「ひかるちゃん、どうしたんじゃ、それ」

「え……私、今どういう顔してます？」

　改造したラーの天秤の影響かな。

　イヤだな。私の顔、人間じゃないのかな。

「ん、顔じゃなくての……」

　親分さんは懐ふところから鏡を取り出して、見せてくれた。いつでも身だしなみを気にするヤクザの親分というのも、なかなかお茶ちや目めね。

　あ、よかった。

　鏡に映った私は、いつもの顔だった。

　ただ髪かみの毛けや頰ほおに瑪め瑙のうさんの血がついている。これじゃ映画の殺人鬼だ。

「ん、これか」

　首から肩にかけて、奇き妙みような紋もん様ようが描かれていた。なんだか古代文字みたいな、変な紋様ね。チョーカーみたいでオシャレだし、元に戻らないわけじゃないと思うけど。

「平気か、ひかるちゃん？」

「あー、平気です。車で百キロ以上出した時の、キンコン鳴るヤツと一緒ですよ」

「ずいぶん古い車乗ってたんじゃの……」

　ヒッシャムさんの車では鳴ってたのに。

　暢のん気きな空気が流れるかと思いきや、慌あわただしい足音が聞こえてきた。

　前方から、乗務員の制服を着た男が二人走ってくる。

　片方はチーフ・パーサーさん。その手にはナイフを持っている。そしてもう片方、どっかで見た顔だと思ったら、草原のペガサスじゃないの。元気だったんだね。

「東ひがし宮みやひかる！」

　向こうも足を止めて、動どう揺ようしている。

　そりゃそうだ。今の私は普通じゃない。瑪瑙さんに命をあげたせいで顔がん面めん蒼そう白はくな上、服も血まみれだ。見る人が見れば、救急車を呼んでくれそうな出いで立たち。おまけに首くび周まわりにはエキゾチックな紋様。

「すみませんが！」

　だけどあいつらは救急車を呼ぶどころか、武器を振りかざして襲おそいかかってきたではないか。そういう命令でも出てるのかしらね。

　でも、よかった。

　瑪瑙さんやレイジに催眠術をかけられた人なら、どうしようかと思ったよ。

　純粋なミズチの人間なら、何も気兼ねする必要はない。

　存分に試ためしてやる――新しいラーの天秤の力。
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　一瞬、何が起きたのかわからなかった。

　翼とクチバシにオーラを集め、レイジの喉のど笛ぶえを貫つらぬくつもりで突進したんだ。命も徐々に戻ってきたみてーだし、なによりそうしなけりゃ白色やカンジを殺すつもりだったからな、あの野郎。

　自じ慢まんじゃねーが、俺が本気を出して突進すれば厚さ十センチの鉄板くらいなら楽に貫けるんだ。あの白騎士の腕にだって傷をつけられたんだからな。

　それがどうだ。今、俺のクチバシはレイジの喉元で止まっている。あいつは防ぼう御ぎよの姿し勢せいなんか取っていない。っつーか喉なんて力を入れてどうにかなる部分じゃねーだろ。それなのに、俺のクチバシはあいつの喉の皮ひ膚ふ一枚貫けやしない。

「フン。この程度か」

　鼻で笑うレイジ。

『うおおおおおおおおっ！』

　いきなりぶり返しが来た。ヤツの喉に突っこんだ衝しよう撃げきが、反作用となって全部俺に返ってきた。俺の全力が、俺にブチ当たる。

　翼が勢いを失い、俺は甲板に転がった。

「どうした最初の勢いは。私を止めてみせるのだろう？」

『くっそ……！　どんな鍛きたえ方してるんだ』

「愚か者が。喉を鍛えられるわけがなかろう」

『てことは、イカサマか！』

「その通り。古科学の道具だ。腕のいい鏡作りの職人がいてな。姿はおろか、音や香り、果てはベクトルまで映し出す優すぐれた鏡よ」

　本当にインチキだな。

　催眠術だけじゃなく、古科学まで。白色の言うことを信じるなら、ほかの学問にも精せい通つうしてるって話だ。

　ただの人間と思っちゃ負ける。あいつはそういう道具のカタマリなんだ。移い動どう要よう塞さいか何かだと思って――うわ、なんか余計に攻こう略りやくが難しく思えてきた。

「ホホ。人形でも怖おじ気けづくのだな」

『あぁん!?　テメー今なんつったゴルァ！』

　誰が怖じ気づいただと？

「ほれ、その者を見習え」

　レイジの首がわずかに動く。目隠ししてっから視線がよくわからねーが、どうも俺の背後を見ているらしい。

　そこに立っているのは、狛。

　抜き身の刀を甲板に突き刺し、バチバチと放電している身体をものともせずに、じっと俺の方を睨にらんでいる。

『……狛はまだ折れぬ』

　その闘志に燃える瞳を見て、レイジの言うことに納なつ得とくしてしまった。

　確かに今の俺は、こいつほどの気力はない。

　だが今の俺でも、この人形くらいなら――

「狛よ」

　レイジのつぶやきに、狛の身体が止まる。

　まさか、あの野郎!?

「私が指を鳴らせばお主の身体は再生し、油を塗ったように素す早ばやく動き、最高のバネを使ったように力が増す――三、二、一」

　ぱちん。

『――感謝』

　狛の姿が消えた。

　叫び声と火花だけを残して、風になった。

　見ても聞いてもいない。殺気を感じた方向にクチバシを向ける。狛の刀がクチバシを弾き、返す刀で斬きるかと思えば、突いてくる。光線を放って逆ぎやく噴ふん射しやのようにその場を離り脱だつするが、すぐに狛は俺を追って跳ちよう躍やくする。

　その動きは、以前青あお江えのダンナに遣われた時と同じくらい。

　本当に全部治ってやがる。

　なんなんだあいつは！　人形に催眠術って、おかしいだろどう考えても！

『逃がさぬ！』

　飛んだ俺を摑むのは、狛の腕。ロケットパンチのように放たれたワイヤー付きの手が俺の翼にがっちりと食いこんだ。そのワイヤーが引き戻された先には、刀を鞘さやに戻してニンマリと笑う狛が。

『アヌビス！　これが狛の愛だッ!!』

　刀じゃなかった。狛は俺の顔を摑み――

　その口に自分の口を押し当てた。

　こりゃまた、世界で一番激しいキスだぜ。

　負けられるかっ！

『おぉおおおおぁああああああああああああああああああっ！』

　狛の口から膨ぼう大だいなエネルギーが放出された。ゼロ距きよ離りで放たれた波動茶が俺の身体を消し炭にする前に、俺も全力で光線をブッ放す。攻撃のためじゃない、少しでも狛の波動茶の威い力りよくを軽けい減げんするためだ。

『ぐおっ！』

　光線が狛の口の中で弾け、お茶が俺の鼻先を嚙かみちぎろうとする。

　とうとう俺の光線が狛の茶に負けた。エネルギーの奔ほん流りゆうが俺の身体にぶつかり、激しい勢いで押し出す。俺の身体は船の最上階、プールの窓ガラスに激突したが、それだけで済んだ。俺の光線が勢いを抑えてくれたようだ。だから俺もこれだけで済んだ。

　が、もう動けねぇ。

　へこんだ強化ガラスから俺の身体が剝はく離りし、ただの物体のように落下していく。甲板に叩きつけられて無ぶ様ざまに転がる。もうどこも動かない。

　それは狛も同じようだ。あれが最後の力だったんだろう。目を見開いたまま倒れている。死んでいるように見えるが、身体は小刻みに震えている。

「ホッホ――良いものを見せてもらった。前座にはちょうどよかったぞ」

　俺を蹴けり飛ばすレイジ。くそ、抵抗したいがまったく動かねぇ。

　俺が倒れたら、誰があいつらを……。

「やめろ！」

　上空から飛来した無数のハトがレイジに襲おそいかかった。よく見ればそれは紙でできた鳥。誰の仕し業わざかすぐにわかった。

「ほう、これは良い細さい工くだ。やはり古科学は繊せん細さいで美しいな。日本の技術者が世界に誇ほこる技わざを持っているというのは、どうやら本当らしい」

　レイジは何もしていないのに、紙のハトはバタバタと落ちていく。あれで攻撃しているのだろう。たぶん、俺の一撃を反射したヤツと同一の。

「が、それだけだ。お主は戦いに向いていないだろう」

「うっ……」

　甲板で立っているのは、レイジとカンジと白色。

　その中で戦意があるのは、カンジだけ。レイジに至っては、もはや戦う意志すらない。子どもとじゃれ合うような感覚なのだ。

『カンジ、逃げろ！』

「誰が……っ！」

　折紙を構えるカンジ。

　その腹から、槍やりが突き出た。

「え……？」

　カンジの背後には誰もいない。それなのに、見えない騎士がいるかのように、槍が突き出たのだ。

「……！　…………」

　声も出せずに倒れるカンジ。だが不ふ思し議ぎと血は流れていない。あれも魔術の類なのか。生きてるのか死んでるのか、俺の位置からじゃ確認できない。

『カンジ！』

「カンジくん！」

　叫ぶ白色。すぐに駆け寄ろうとするが、それよりも早くレイジが前に立ちはだかる。その移動術も常人の領りよう域いきを超えている。

「どこへ行く、怪盗百色の娘」

　伸びた手が白色の腕を摑み、ねじり上げた。

　反対の手には、奇妙なムチが握られている。

「ううっ！」

「私の狙いは、はなからお主だ。私が受けた痛みの一部でも、貴様らには返さねばならぬ。苦しみながら死んでもらうぞ」

　手を動かしてもいないのに、レイジのムチが怪あやしく動き出す。

　くそっ、動け俺の身体！

「まずは腕だ――」

　布に覆われた目が怪しく光った、その時だった。

「腕ってのは、ここ？」

　レイジの背後にひかるが立っていた。

　奴の腕に、ピストルのように伸ばした人差し指を突きつけながら。







　間かん一いつ髪ぱつだったのかな。ガー助は転がってるし、なんだかよくわからない大きな自動人形は触しよく手しゆに絡からまれてるし、百色みたいな格かつ好こうした女の子はレイジに捕まっている。倒れてる細身の女の子は、カンジくんかな？

　……ん、カンジくん？

　まぁいいや。性別のことはあとで考えよう。

「アヌビスの申し子。少し待っていろ。この娘を殺したら、次はお主だ」

「残念だけど、そうもいかないの」

　レイジの腕を摑み、ペンダントに意識を集中する。

　この力、使わせてもらうよ。




「……いただきます！」




「!?」

　私の身体に流れこんでくる、力。

「な、なんだ？　これは一体なんだ!?」

　逆にレイジは足に力が入らなくなっている。

　触れた部分から、流れこんでくる――

　時間が経たてば経つほど元気になっていく。今はスーパーマンにでもなった気分だ。ビルの一つや二つ、ひとっ飛びできそうな感じ。

「あぁ……ぁ……」

　倒れそうになるレイジ。このまま倒れてくれれば、全て終わる。

「舐なめるなっ！」

　だけど残っていた意識を振り絞り、私の腕を振り払った。

　異変に気づいたのだろう。私の首筋と、自分の手のひらを交こう互ごに見つめている。そりゃ初めての体験でしょうからね。

「アヌビスよ……貴様！」

　レイジの顔は蒼白になっていた。寝不足とスタミナ切れが同時にやってきたような、血色の悪い顔だ。逆に私は満腹でぐっすり寝たように気分がいい。

「貴様、私の命を盗んだのか!?」

　そう、これがラーの天秤の新しい力。

　他人の命ですら乗せることができる、悪魔の天秤。

　使い方次第では極ごく悪あくな真ま似ねも可能だけど、私はそんなことはしない。せいぜい、悪人の命をちょっと借りるだけだ。

　もちろん制限もある。命を吸ったり与えたりするには、相手に触れなければダメみたい。

「はいガー助」

　だけど私とガー助だったら、もとからペンダントで繋つながってる命だ。どこにいても命のやりとりはできる。

　私のペンダントから、ガー助の身体に命が流れていく。これはいつもの感覚だ。

『ひかる……おめぇ』

「なんとなくわかったでしょ、新ラーの天秤の威力」

　ガー助はすぐに跳はね起おきた。どこもケガをしていないようだ。それとも命を与えた時に治ったのだろうか。

『そりゃわかるけどよ。いつのまに――』

「やー、なんか死にもの狂いでやったら、改造できちゃった」

『逆に言うと、命の危険がないとオメーの錬金術師としての才能は使えねーのか』

　まったく痛いところをついてくる。

　でも一度作ってしまえばこっちのものだもんね。

「ガー助、みんなにも分けてあげて」

『へいへい』

　ガー助は羽根を小さく動かして飛んでいく。あの飛び方を見るに、完全に回復したと思っていいだろう。そしてガー助が羽根で触れたカンジくんも、頭を振って起きあがる。ガー助には説明しなくてもラーの天秤の使い方がわかるみたい。

「なんだこれは……!?」

　私の背後から風を切る音がした。

　振り返ってガードするが、ムチのようなものが腕に巻きついた。なんか黒い液体みたいなものがついてて、すごく気持ち悪い。

　その隙すきにレイジに捕らわれていた女の子が走り出す。カンジくんのそばに行ったようだ。うん、この中で一番危ないのはカンジくんだから、誰かについてて欲しかったところ。

「答えろ！　ラーの天秤にこんな機能はなかった……はずだ……！」

　そりゃそうだ。さっき改造したばかりなんだから。

「ガー助」

『へいよっ』

　気楽に吐いたガー助の光線が、レイジのムチを焼き切った。私の腕についた黒い液体は、持ってきていた消毒薬で丁てい寧ねいに洗う。毒だったらシャレにならないけど、どうやら違うみたいだ。

「おのれアヌビス！」

　レイジが懐から何かを取り出した。お札のような紙キレもあれば、サイコロのような石もある。

　いくらレイジが弱まったとしても、あの道具の脅きよう威いは変わらない。効果が発動したら死に至るようなものもあるだろう。

　だけど前ほど怖くない。命と一緒に、やる気も満タンだからだ。

「さて、こっからが本番よ！」

　私も拳こぶしを構える。気合に反応したのか、首周りの紋様が一段と輝く。

　ガー助も同じだ。私の紋様とまったく同じ物が羽根に浮き出ている。

『いくぜぇっ！』

　ガー助の光線がレイジに命中する。だけどレイジの身体が鏡のように光ったかと思うと、光線が弾かれてあさっての方向に飛んでいく。

「はあっ！」

　光線と同じタイミングで飛び出した私の拳が、レイジの腹に当たる。

「ぐぅっ！」

　力としては弱いボディブローだけど、もちろん命を吸収することは忘れない。レイジは身体を折って膝ひざをつくが、懐から取り出した札を私に向ける。

　動物的なカンで横に逃げると、札から無数の小さな針が飛び出してきた。どういう仕組みなのか知らないけど、無数の針は甲板と柵さくを削り取るほどの威力だった。当たっていたら顔がなくなっていた。

「その程度で、私が倒せると思ったか？」

　布で覆われた顔が歪ゆがむ。反対の手に持ったビー玉ほどの大きさの球体が、風船のように膨ふくらんで私を飲みこもうとする。

『オラァッ！』

　ガー助の光線が球体を弾く。弾かれた球体はゴムボールのように跳ね、近くにあった椅い子すを飲みこみ、そして椅子ごと消滅した。

「こわ……！」

　命をこれだけ吸っているのに、まったく油ゆ断だんはできない。しかも私が見たことのない道具ばかり使うから、対策を練ねれない。

　身体能力はこちらに分ぶがある。

　――けど、私にはあいつを倒す決定的な武器もない。

「ガー助、やれる？」

『任せな！』

　レイジから数歩距離を置き、ペンダントに触れる。私の中の命がガー助にさらに流れこんでいく。たぶん今、ガー助には百五十％くらい入ってるはず。翼の紋様が更に輝いている。

『いくぜぇっ！』

　ガー助の身体が炎のように熱い光で包まれた。

　まるで不死鳥のように。

　その炎がクチバシに収束されていく。一点に力を集めているのだ。

「アヌビス！　私の目を――」

　催眠術をかける気か。

　でも、もう手遅れだ。

『――いくぜ』

　ガー助の姿がフッと消え、激しい音がして、またガー助が現れた。

　その次に風が生まれる。

　風の通り道に目を向けると、レイジが吹き飛んでいた。その時、ようやくガー助の技だと気づいた。私の目でも追えないくらい速い突進だったのだ。

　命の量に差はあれど、こういう荒事はやっぱりガー助のほうが頼りになる。ま、自動人形だから当たり前か。

「おのれ……！」

　壁に背中を強打し、それでも戦意を失わないレイジ。さっきからそうだ。まるで痛みを感じていないように見える。催眠術で痛みを消しているのかな。本当に便利な身体ね。不死身の喜一郎くんといい勝負だ。

　そんなレイジの着流しの裾すそを、何かが摑んだ。

「何をする、お主」

『……後ご生しようだ。狛に情けを』

　狛だった。さっきから本物の人形のように倒れていたけど、手だけを器用に伸ばしてレイジにしがみついていた。

　もう身体は動かないというのに、それでも戦うというのか。

「お主に何が出来る」

『わからぬ。もうこの手も動かぬ』

「だが口はきけるか」

　レイジがニヤリと笑い、狛の身体を片手で摑み上げた。

　もう反対の手で狛の頭を摑み――そして引き抜いた。

　首と身体が二つに分かれる狛。ケーブル類がズルズルと引きちぎられ、ブラリと垂れ下がる。からくり仕掛けとはいえ、いや、だからこそ吐き気を催す光景だ。

「ちょっと、何やってんの!?」

『お、おまえっ！　何やってんだ!?』

　私もガー助も、レイジの突然の行動が理解できない。いくら動かないからって、そんな簡単に破壊していいわけないでしょうに。まさかもう用済みだから、始し末まつした？

　だけどそれは私たちの勘違いだったようだ。

　狛の目はまだ燃えている。

「ホッホッホ！　いくぞ狛よ！」

『頼む。狛に最後の力を』

「ハァッ！　いい度ど胸きようだ！」

　レイジが狛の首を振りかぶり、全力で投げた。

　メジャーリーガーの剛ごう速そつ球きゆうよりも速く、狛の顔が私に向かって飛んでくる。

『あぶねぇっ！』

　咄とつ嗟さにガー助が間に割りこんだ。

　光線を撃つが、狛の首は止まらない。

　狛とガー助が激突した。いや、違う。狛がガー助の翼に嚙みついたのだ。ガー助は空中で身をよじるが、狛の歯はガー助の翼を嚙み砕く。

『くそぉぉぉっ！』

　翼をもがれたガー助が落下すると、狛の口も離れた。バタバタと悶もだえるガー助とは対称的に、狛はもう瞬まばたきすらしない。

　嚙みちぎられた翼は、揺れる船の甲板でさらにバラバラになった。拾い集めてくっつけることもできない。

「治らないのガー助!?」

『ダメだ！　こんだけやられたら、時間がかかる！』

「その前に……全て終わらせてやろう」

　レイジが私の前に立った。

　そうだ。ガー助も狛も動けないんじゃ、あとは私だけ。

　まだ私の命は満タンだ。だけどそれは命だけの話。格かく闘とう技ぎの経験があるわけでもないし、武器だって持ってない。

　それにレイジの道具はまだいっぱい――

「む？」

　レイジの手には、何もなかった。レイジ自身もそれに気づいたようで、着流しの懐を探る。しかし何も入っていない様子。もしかして全部使っちゃったとか？

　ふと、視線を横に移す。

「あっ！　あんたたち！」

　さっきまでカンジくんと女の子がいた場所に誰もいない。その代わり、二人はレイジの真後ろに立っているではないか。

　その手には大小様々な道具が。

「おのれ貴様ら！　いつの間に!?」

　逆上したレイジが飛びかかり、殴りつける。が、カンジくんの姿が一枚の紙に変わり、白い女の子も煙と共に消える。

「わ、私だって、怪盗なんだよ！」

「ボクは違うんだけどね……」

　二人は私の後ろにいた。レイジが持っていた道具と一緒だ。

　なんというスリの技。二人とも、どういう訓練を受けてるのかしら。

「フン。だが道具を盗んだところで、使えまい」

　鼻で笑うレイジ。

　盗んだ道具を見るが、私の知らないものばかりだ。古科学の製品が多い。あとは拳銃や手しゆ榴りゆう弾だんなんかも混じっている。拳銃は私でも使えそうだけど、慣れない武器は危険すぎる。

「まだ私の武器はなくなっていないぞ」

　両手を広げるレイジ。

「ひかるちゃん、あいつの目！」

「わかってる！」

　あの武器は倉庫でくらったから覚えてる。レイジの目から布越しに光線が発射された。カンジくんの言葉に反応する前に横に跳んだ私。甲板に小さな穴が開く。その穴が何やら蠢うごめいていた。なんだあの光線。毒でも含まれてるのか。

　と、撃った光線に気を取られていたのが失敗だった。

「きゃああああああっ！」

　もう一本の光線が私の身体を貫いた。

　同じだ、倉庫で撃たれた光線と。まったく同じ痛みだ。

　血まみれの服が焦こげつき、全身の筋肉が捩よじれ、痛みで脳のう髄ずいまでかき回される。

　倒れる私が見たものは、両目を光らせているレイジの顔だった。布は破けていない。どうやら透とう過かして撃てるようだ――なんて、冷静に分ぶん析せきできる自分に呆あきれる。

　両目に一つずつ、光線発生装置があったんだ。

　目隠しして、目から光線。まるで巨人の名前を持つミュータントじゃないの。

『ひかる！　おい起きろ！』

「っさい……！」

　だったらあんたも起きなさいってんだ。

　傷はないけど、ムチャクチャ痛いんだぞ。スタンガンのような電撃じゃない、全身の神経に針を刺されたくらいの痛みだ。それに私の身体はあんたと違って、希少銀ミスリルで出来てるわけじゃないんだ。

　ガー助のダメージも、私と同じくらいか。翼をもがれただけじゃない、さっきから光線も撃っていない。どこか回路がイカレたに違いない。

　直せるのは私だけだが、もちろんそれどころじゃない。

　視線を移した。私もガー助も、紋様が薄くなっている。

　ああ、命を使いすぎたってことなのかな。普通なら死んでる一撃だもんね。

「さぁアヌビスの申し子。次はどうする？」

　レイジは余裕だ。むしろ枷かせがなくなったように見える。

「道具を盗まれて少し焦あせったが、なに、考えてみれば私は素手でもお主らを括り殺せるだけの力がある。そのラーの天秤は命をも盗めるようだが、ラーの天秤の仕組みは私も理解した。要はいくら命を盗もうと、お主が即死すれば意味のないこと」

　顔の布を撫なでるレイジ。

　彼は目と引きかえにあの光線発生装置を装着したんだろうか。それとも、失った目を補うためにどこかで見つけてきたんだろうか。どちらにせよ、その度胸は認めざるをえない。

「命を盗まれようが、私の優勢は変わらないということだ」

「……そうね」

　まったくもってレイジの言うとおりだ。このまま睨み合っていても、いつかレイジに光線で殺されてしまう。

　そのレイジは完全に勝ちを意識した顔で、目元に手を当てた。

「さて、そろそろ瑪瑙の元へ送ってやろう」

「瑪瑙さん……？」

　――ああ、そうだ。

　そうだよ、死んでる場合じゃないよ。

「死ね！」

　レイジが目から放った光線を、私は転がって避ける。回転の力を利用して、両足を甲板に打ちつけるようにしてふんばる。どこか動かすたびに、全身の筋肉が拒絶反応を起こしていた。

　膝ひざが笑っている。

　けど、まだ立てる。

　立つだけで精一杯だ。全身に脂あぶら汗あせが流れている。肉体的なダメージはさほどでもないけど、光線の痛みがハンパじゃない。

　けど。

「思い出させてくれて、ありがとう――」

「なに？」

「私、ここで倒れちゃいけない理由があったんだよね」

「フン。なんだそれは？」

　……決まってんでしょうが。

「瑪瑙さんのことだぁっ！」

　床を踏みしめ、立ち上がり、レイジに拳をぶつける。だが私の全力の拳をレイジは受け止め、突き飛ばす。レイジの命をかなり吸っているはずなのに、全然かなわない。技術と基礎体力の差だ。

　そもそも命をパワーにしてるのはガー助であって、私はただ元気になるだけなんだ。

「瑪瑙か――あれも愚かな女だ」

「……んですって？」

「私と境きよう遇ぐうが似ているから弟で子しにしてやったのだが、最後の最後で情に流された。どんな手を使っても百色を殺したいと願いながら、結局お主たちを選んだ。言っていることがちぐはぐだ。愚かと言うほかあるまい」

「…………！」

「ハァッ！　あれで元盗賊団の首領というんだからな！　まだ私の情じよう婦ふにでもなっていた方が幸せだったな！」

「………………」

　武器はどこだ。

　あいつをブッ飛ばせる武器はどこだ。

　角材でもなんでもいい。私に力をくれる武器が欲しい。

　……ああ、こんなところにいるじゃない。

　羽根をもがれて飛べない鳥が一羽、甲板に転がっていた。

『おい、ひかる。俺たちもやろうぜ』

　ああ、そうか。その手があったか。

　あんたを見て、私も思い出したよ――さっきレイジがやってたこと。

『俺にも殴らせろ。オメーだけにおいしい真似はさせねーぜ』

　……うん。

　やろう、ガー助。あいつ、倒そう。

　右手をガー助に差し出すと、手首にガー助がしがみついた。両足で私の腕をがっしりと摑むと、クチバシをまっすぐ前に向ける。

　ペンダントを外すと、ガー助の命が水のように私に流れこんでくる。同時に私の命がガー助と混じり合い、一つの生命体になった気がする。くわえて、レイジやミズチの人たちからもらった命が溢あふれだし、首の紋様が腕にも現れ、ガー助の翼のそれと繋がる。













　私の身体の中に、一つの海が生まれたみたいだ。大きな水のうねりが止まらない。漏もれそうなくらいテンションが高まっている。

「ホッホッホ！　なんの真似だ？　それで力が増すとでも思ってるのか？」

　思ってる。

　だって私の設計したラーの天秤だよ。

『ひかる。全部だ。全部出すぜ』

「全部じゃ足りないよ。もっと出して」

『……無茶言いやがる。日本語の意味わかってんのか？』

　仕方ないじゃない。

　私たちはそれくらいやらないと、勝てないんだ。レイジだけじゃない、ミズチの陰いん謀ぼうそのものに。ヒーローＬＶレベル１の私たちは、いつでも全力以上が似に合あっている。

　それにもうこれ以上、瑪瑙さんみたいな人を増やしたくないから。

　ミズチを潰つぶすのはヒーローとしての仕事。

　だけどあいつをブッ飛ばすのは、私自身の怒りだ。

「いくよガー助」

『おう！』

　右手のガー助の翼が燃えた。青白い炎が翼からクチバシに向かって集まっていく。それを見届けてから、私は助走を始める。

　狙いはただ一つ。

「フン！」

　レイジが光線を撃つ。

　それがどうした。右手をわずかに前に出す。ガー助の背中が光り、光線を弾き飛ばした。難しい事じゃない。まともに受けるより、受け流す方がずっと負担が小さい。飛んでるガー助じゃそのへんの細かい動きがしにくいから、私が代わりにやっただけだ。

　ガー助に引っ張られる。足が加速する。

　レイジに向かってどんどん走る。もう止まらない。

　光線をまっすぐ走ったまま受け流されるとは思わなかったのだろう、レイジが一歩下がり、ブツブツとしゃべり始めた。

「……私の身体は鋼鉄…………砲弾ですら撃ち抜けない、鋼鉄……！」

　レイジの言葉に誘ゆう発はつされて、彼の身体の筋肉が盛り上がる。前に戦った杉すぎ田たのような、綺き麗れいな筋肉じゃない。浅黒く変色した、化け物のような筋肉。

　鋼鉄がなんだ。

　オリハルコンだってブチ抜いてやる。

　ミズチの企たくらみごとブッ壊してやる！

「おおおおおおぉぉぉぉぉっ!!」

　腕が熱い。早く解放したい。

『うおおおおおおおぉぉおっ!!』

　加速する私の足。それよりも速く前に出る拳。

　私の全力をガー助のクチバシに込め、レイジの腹に叩きこむ。

　大砲みたいな音。

　ガー助のクチバシがレイジの胴体に突き刺さり、弾丸のようなエネルギーが発射された。余よ剰じようエネルギーがクチバシから翼に抜ける。パイルバンカーのようだ。

　右手のガー助が放った見えない弾丸は、レイジの腹から背中に突き抜けて船のデッキにも穴を開けた。そのまま船を貫通して、波を突き抜けて海の向こうに飛んでいく。

「っっ！　……っ！」

　レイジが膝をついて、うずくまった。

　それっきり、なんの反応もない。座ったまま気を失っているようだ。

　なら、トドメだ。

「ガー助、もう一発」

『おうよ！』

　またガー助の身体が燃える。ガー助を通して右手から力が伝わってくる。

　これで終わりだ。ミズチも、今回の事件も。

　力滾たぎる右手をレイジに振り下ろそうとした、まさにその時だった。

　私の視界が斜めになった。私が倒れたのではない、船が大きく揺れたのだ。バランスを崩くずして倒れそうになるのをなんとかこらえるが、レイジのほうは倒れてしまった。船に揺られるがまま、甲板を滑すべっていく。

「この……！」

　追いかけて、今度こそトドメを刺さなきゃ。

　大の字に転がっているレイジ。もう観念したのか。

「ホッホッホ。アヌビスの申し子よ。名は何と言ったか」

　倒れたまま、レイジはつぶやいた。

「……東宮ひかる」

「覚えておこう。次はもっと策を弄ろうしてお主たちを殺そう」

「できるならね」

「実行するのは私でなくてもいい。私がここで倒れても、ミズチの誰かがきっと成し遂とげてくれよう。すでにラーの天秤のデータは送信してある」

「送信？　どうやって!?」

　レイジが指さす――自分の目。

　ああ、これ、通信機能あるんだ。本当に便利ね。

「さぁやるがいい、東宮ひかる。私の目的は、あの兵器職人の息子がやってくれる」

「兵器職人？　誰それ」

　物ぶつ騒そうな単語が出てきた。

「平ひら賀がという男――知らぬか？　あいつの父は、優すぐれた兵器職人だった。日本の戦争において、その男が作った兵器は数知れず。日本の軍事に多大な影響を与えた男だ」

「う……噓うそだろ!?」

　動揺したのは私ではなく、カンジくん。

　そうか、平賀って言ったら古科学者だもんね。カンジくんの方が詳しいか。

「だって平賀さんの家は代々電化製品の発明家だって聞いたよ！」

「電子レンジの技術を応用すればミサイルも作れる。お主が否定しようとも、ミズチを発足するときに用いた資金は、その時の金だ」

　どういうこと？

　まさかこの期ごに及んで、疑ぎ心しん暗あん鬼きにさせるために妄もう言げんを吐いているわけもないし。

「最後に発明しようとした、錬金術を応用した兵器が完成していれば、第二次世界大戦の行方ゆくえはわからなかったとも聞く。そんな素す晴ばらしい人間の血が、あの平賀という男には流れているのだ」

　笑うレイジだが、私たちは笑えなかった。

　そんな人がいる組織にラーの天秤の技術が渡ったら、どんなことをしでかすのか。

　そうなる前にレイジだけでもなんとかしないと。殺しはしない。二度と抵抗できないようにブチのめしてやる。

　私は右手のガー助を振り上げる。

「レイジ！　これは瑪瑙さんの分だっ！」

　振り下ろした腕は、しかしレイジに当たらなかった。

　横から飛来した燃える花が私の背中にぶつかったのだ。あっという間に着ていたシャツが燃え上がる。

『ひかる！』

　右手から冷凍光線が浴びせられた。火はすぐに鎮ちん火かしたが、レイジは私の視界から消えていた。

「ホッホッホ……これぞまさに、天の助け！」

　レイジは一瞬で甲板の端はし、手すりの上に移動していた。まだあんな余力が残っていたなんて。この距離じゃ、走って追うのも無理だ。

「うっ……！」

　背中が熱い。どれだけヤケドしたんだろう。

　こんな真似をするのはお七しちさんに決まっている。

「このぉっ！」

「おとなしくしろっ！」

　怪盗百色の娘と、カンジくんがふたり揃そろってお七さんを捕ほ縛ばくしているところだった。お七さんはいつものようにニコニコと笑いながら、抵抗もせずに捕まっていた。

「感謝するぞ、お七よ！　この恩は忘れぬ！」

「いいから早く逃げなさい。ガー助ちゃんは速いのよ」

「フン、そうさせてもらおう。アヌビス――東宮ひかる」

　レイジの目が、布越しに私を見ていた。私も睨み返す。

　言葉はなかった。レイジは一回だけうなずくと、甲板から海へ身を躍おどらせた。

「あっ！」

　自殺とは思えない。慌てて手すりまで走って下を見るが、もうレイジの姿はどこにもなかった。自らに催眠術をかけられるのだ、きっと魚にでもなってエラ呼吸するだろう。できるかどうか知らないけど。

「ガー助！」

『いや……いねぇ。どこにも反応がねぇ』

　そっか。古科学者が使うアレかな。ワープする道具。あれを使われたら、私じゃ追えない。第一、道具が何もない。

　そもそも追う体力がない。

　ひょっとしたら、千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスを逃したのかも知れない。ラーの天秤の製法も盗まれたし、大局的に見れば私たちの負けだ。

　次にどんな手を使ってくるのか、想像もしたくない。

　ともあれ、この船に乗っていた最大の脅威はいなくなった。残る敵はあと一人。

「お七さん……」

　私はカンジくんたちが捕まえた老女へ歩み寄る。もう急いで走る必要もない。ガー助も右手から離れて、歩いて私の肩に移動した。

「最後の最後で、やってくれましたね」

「油断したアナタが悪いのよ」

　縛られたまま笑うお七さん。

　彼女が邪じや魔まをしなければ、レイジを倒せたのに。

　――でもないか。

　レイジを倒したところで全力使い切った私たちに、お七さんがトドメを刺すわけだから。全員無事にこの場を収めるには、お七さんの行動が必要だったのだ。結果論だけどね。

「はぁ～あ」

　なんだか一気に気が抜けちゃった。お七さんだったらこの程度の縄、あっという間に燃やせそうなんだけど、まったく抵抗しない。かといって、まさか海に捨てることもできないし。どうしようかな……。

　などと考えているうちに、船がまた揺れた。

『ルルルル、ココ、アブナイ！』

　ずっと拘束されていた、大きな自動人形がやってきた。敵かと思ったけど、違うみたい。確かこの自動人形、怪盗百色と一緒にいた子のような……テレビでやってなかったっけ。

「ひかるちゃん、逃げましょうか。この船、沈没するわよ」

「どんだけ冷静なんですか、お七さん……」

　しかし彼女の言うことはもっともだ。急いで避難しないと。

　救命ボートとかに乗ればいいのかな。どこにあったっけ。後からこう言うのもナンだけど、逃げるために錬金術の道具を残しておけば良かった。全部分解しちゃったもんね。

「ひかるちゃん」

　カンジくんが私の元へ駆け寄り、小さく耳打ちした。

「あのさ、さっきレイジが言ってた兵器職人云々の話」

「うん？」

「あれさ、喜一郎には言わないで欲しいんだ」

「なんで？」

「たぶん、喜一郎すごく悲しむと思うから。理由はそれ以上言えない」

　よくわからないけど、人間関係の問題だろう。だったら私が口を出す権利はない。どうせ平賀もレイジも、また何か仕掛けてくるだろうし。喜一郎くんもその時に色々聞けばいいんだ。

　などと話しているうちに、また船が揺れた。

『おいひかる、そろそろ本気でヤベェぞ！』

「う、うんそうね！　救命ボート探そう！」
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　それから私は救命ボートを探して、船を走り回った。しかし結局ボートは一隻せきも見つからなかった。私が方向音おん痴ちなんじゃなくて、全部使用中だったのだ。

　だけど脱出の心配は要らないようだ。親分さん曰いわく、船ってのはそうそう簡単には沈まないものらしい。だけど船体に穴が開き、そこから水が入っている上に機械類が狛の波動茶で破壊されてしまったので、もう航行は不可能とのこと。数時間経てば沈没するが、それまでに海上保安庁が助けに来てくれるとのこと。

　一番安全かつ、食料もあるレストランに全員で避難した。天成会の人たちや、板垣さん、設楽したらさん、喜一郎くんにカンジくん、みんな無事だ。ただ天成会のみんなはケガがひどいとのことで、喜一郎くんの手当を受けている。

　瑪瑙さんだけがいない。

「無事でよかったね！」

　喜んだのは白いタキシードの女の子。彼女は怪盗白色と名乗った。百色の娘ということにも驚おどろいたけど、なんと私の師し匠しようもヒッシャムさんも知っているらしい。なんて狭い世の中だ。

　いろいろと言いたいことはあるが、思い返してみれば彼女も被害者なのだ。ミズチにおびき出され、殺されるかも知れなかった。まぁ彼女が自主的についてきたということだから、それほど同情はしていないが。

『ルルル、モウ、ダレモ、イナイ』

　白色に寄り添う白騎士。

　この子、密閉された空間のスキャンが得意なようで、船の中の怪しい物を全て撤てつ去きよしてくれた。狛の罠わなから、ミズチが仕し掛かけたであろう脱出道具まで。ミズチの人間は全員脱出したみたい。

「ところで、お姉さんはどうして倒れたままなの？」

「……わかってて聞いてない？」

　私が戦ってるの見たでしょうが。

　あんだけ身体に負担かけたんだから、ガタがくるに決まってる。前々から思ってたんだけど、ゲームのヒーローってのはレベル１だろうが病弱な魔法使いキャラだろうが、スタミナに満ちあふれすぎだ。二十四時間動きっぱなしで疲れないのか。ＲＰＧなら魔法で解決できるけど、アクションゲームの主人公はおかしいだろう。

　私は三次元の人間だから、無理して動けば身体がおかしくなって当然だ。今ほどブラウン管の中に入りたいと思ったことはない。

「ちょっと、わかるかも。私も最初の仕事の後は筋肉痛で動けなかったし」

　その言葉、裏を返せば今は動けるようになっているということか。怪盗の娘、どんな鍛え方をしているんだ。それとも若さなのか。

「あ、ちょっとごめんね」

　白色が耳に手を当てる。ここからじゃよく見えないけど、通信機のようなもので会話をしているのだろう。

「…………うん……うん、こっちは大丈夫。みんな無事。ミズチもいないよ…………そう、じゃあ、いろいろ聞けたんだ。よかった。じゃあ私も役に立ったんだね！」

　嬉しそうな白色。きっと通信機の向こうは、彼女の父なんだろう。

　と思ったら、いきなり白色が耳を押さえて、通信機を耳から離した。なにやらものすごい勢いで怒ど鳴なられている様子。

「ご、ごめんなさい……ごめんなさーい！」

　まぁ親ならそうするだろう。意外とまともなのね、百色って。

　通信を切ると、白色は目に見えて落らく胆たんしていた。

「はぁ……帰ったら改めてお説せつ教きようだって」

「甘んじて受けなさい、子どもの仕事よ」

「あ、あとね。これからもよろしくって、おじさんが」

　百色が？

「ミズチに狙われてるんでしょ？　だったらお互い協力しましょうって言ってたよ。カンジくんにも協力するよ？」

「ボク？」

　いきなり話を振られたカンジくん。私の隣となりで濡ぬれたコートを乾かしている途中だった。ドライヤーだけじゃ足りないので、ガー助が温風を口から出しているところだ。

「カンジくんも仲間だしね。ミズチの敵でしょ？」

「敵の敵は味方ってことね。ボクは形見さえ返してもらえればいいんだけど」

「うぅ、今度持ってくるよ……」

　カンジくんはずっとむくれっ面つらだ。白色に借りを返せなかった、ってずーっとブツクサ言っていた。決着らしい決着もついていないみたいだし。

　でも本当のところは喜一郎くんに「お前、女だったのか？」って言われたことが原因なんじゃないかと思っている。彼女のことをよく知らない私たちはともかく、あの朴ぼく念ねん仁じん、よく今まで気づかなかったね。普段からコートを脱がないカンジくんも悪いけど。

「じゃあ、そろそろ行くね。海上保安庁が来る前に逃げないと」

『ルル』

　白騎士の自動人形の肩に飛び乗る白色。自動人形のスカートから青白い光が吹き出し、徐々に宙に浮いていく。

「みなさん、迷めい惑わくかけてすみませんでした！　後日、百色の方からお詫わびしますんで！」

『ルルル、みずち、ワルイ。デモ、ゴメン』

　まぁ騒ぎを起こしたのは事実だしね。

　私たちはともかく、天成会の人たちは「誰だアイツ？」なんて顔をしている。そうか、催眠術にかかっていたから一連の事件を覚えていないんだ。

「それじゃお姉さん、カンジくん、またね！」

　狛が開けた壁の穴から出て行く白色と白騎士。曇どん天てん模も様ようの空に昇っていき、そして見えなくなった。彼女たちが去っていった方を見ると、ぽつぽつと雨が降り始めたではないか。

　このままでは開いた穴から雨が吹きこんでしまう。そう思った時、壁に何かが飛んできた。紙だ。無数の紙が穴をふさいでいる。

「カンジくん？」

「へ、なに？」

　振り向いたが、カンジくんはまだドライヤーで服を乾かしていた。

　てことは、喜一郎くんか。

「うおおっ、すげぇ！」

　喜一郎くんの周囲には天成会の子たちが集まっている。どういう風の吹き回しか、ケガの手当をすべて彼が引き受けてくれたのだ。軍隊経験者の強みなのか、ものすごく慣れた手て際ぎわで天成会の子たちを処置していった。

　その行動が彼らの琴きん線せんに触れたのだろう。すっかり喜一郎くんを崇すう拝はいしてしまっている。

「あまり大声を出すな。傷口に響く」

「へいっ、兄貴！」

　声を揃える天成会の若い子たち。

「……兄貴と呼ぶな」

「わかりました、アニキ!!」

「どこが変わったんだ……？」

　なまじ軍服を肩からかけているので、暴走族の頭に見えなくもない。

　喜一郎くん本人もまんざらではない様子、というか、睨まれるよりはマシだと思ったのだろう。もう何も言わなくなっている。

「フンだ。喜一郎はそうやって男の世界で生きていけばいいんだよ」

　やっぱり根に持ってたのね、カンジくん。ドライヤーを手にしつつ、舌を出していた。まだ乾ききっていないようだ。

　そこで私は、兼ねてから気になっていた質問をする。

「ねぇカンジくん。どうしてそんな格好してたの？」

「んー？　このコート、折紙がいっぱい入るから便利なんだよ」

「……仮面は？」

「趣しゆ味み」

　そう言われたら何も返せない。

　と、乾ききらないコートに火を近づける人が。

「これで少しは早く乾くでしょ」

　お七さんだった。かすみ草くらい小さな花を、コートの上にかざしている。あの小さな花でどれくらいの温度なんだろうか。

　彼女の拘束はすっかり解かれていた。それでも逃げだそうとしない。どういうつもりなんだろうか。まぁ、逃がすつもりもないけどさ。この沈没しそうな船に、古科学者とはいえ老人を置いていく気にもなれないし。

「ひかるちゃん」

「は、はい？」

　いきなり名前を呼ばれて、戸と惑まどう私。

「若いっていいわねぇ」

「……なんですかいきなり」

「思ったままのことよ。ひかるちゃんやカンジちゃん、喜一郎ちゃんも若いし、レイジさんもまだまだ若い。そろそろおばあちゃんの身体じゃ保もたなくなってくるのよ」

　だから逃げずに、わざわざ私の捕ほ虜りよになったというのか。

　わからない。それなら勝手に隠いん居きよでもすればいいのに。

「なんて考えるようじゃ、お迎えが近くなっちゃうかしら」

「ですよ。元気な老人だっていっぱいいますし、そもそもお七さんほどエネルギッシュなおばあちゃん、ほかに知りませんし」

「あらあら」

　屈くつ託たくなく笑うお七さん。本当に敵じゃないように思えてくる。今だって、自然にフォローの言葉を入れちゃうし。

「おい野郎共！　海保の連中が来たぞ！　おとなしくしとけよ！」

「へいっ！」

　黒服を連れて親分さんが入ってきた。今の今まで別室で交こう渉しようしていたのだろう。たぶんほかにも工作とかやってるんだろうな。

「あれ、江え戸ど屋やの八や百お田たさんじゃないですか」

　お七さんをめざとく見つけた親分さんが駆け寄ってくる。どうでもいいけど、八百田って名字なんだ、お七さんって。

「お久しぶりです、奥おく村むら組ぐみの親分さん」

「お久しぶり？　あれ、こないだ会ったような……会っていないような……あれ？」

　首をかしげる親分さん。最後に会ったのは、きっとレイジに催眠術をかけられた時だったのね。だから催眠術が解けて、記憶が曖あい昧まいになっているんだ。

「ところでどうしてここに？」

「ちょっと、海が見たくなりまして」

「ははぁ、なるほどなるほど」

　えっ、それで納得するの!?

「海上保安庁の人たちには、ひかるちゃんのおばあちゃんということで、説明しておいていただけないでしょうか？」

「任せて下さい！　ワシが言いくるめてやりますよ！」

　胸を叩いて意気揚よう々ようと去っていく親分さん。

　お七さんって、あらゆる意味で無敵なんじゃないだろうか。

　それから一時間後、私たちは海上保安庁の船に移動した。かなり不ふ審しんな目で見られたけど、事故ということで処理されるらしい。船から爆発物も見つからないし、人間業で開けられる穴は一つもないから、結果的に事故ということになるんだろうけど。

　さらに数時間をかけて、船は沈没した。残ざん骸がいはあとで業者が引き上げにくるそうな。

「しかし、なぜワシの船は沈没したんじゃろうか……？」

　全て忘れている親分さんが、ぽつりとつぶやく。

　今回の事件で一番被害を被こうむったのは、実はこの人なのだった。

　真実を話すべきかどうかかなり迷ったあげく、結局話さなかった。

　理由は、思考の途中でとんでもないことに気がついたからだ。

「ああぁ……！」

　なんということだろう。

　どうしてもっと早く気づかなかったのか。

「料理、タッパーに詰めるの忘れた……」

　明日からどうやって生活しようか考えている間にも、船は我が家へと近づくのだった。
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　今日もいい天気。こないだの大おお時し化けが噓うそのようだ。

　板いた垣がきさん家ちから今朝の新聞を借りてきたので、ソファに寝ころんで広げる。一面記事を確認してから四コマ漫まん画がに目を移す。

「ふわぁ……いたたた」

　伸びをしても筋肉痛が襲おそってくる。

　もう事件から一週間が過ぎたけど、身体からだは元に戻らない。筋肉痛で済んでラッキーだったと考えるべきか。

　客船が一隻せき沈ちん没ぼつしたというのに、テレビ新聞雑誌あらゆるメディアで報道されることはなかった。ネットで少しだけ話題になったけど、死者もいないからすぐに消えた。親分さんの人脈ってどんだけ広いんだろう。

　催さい眠みん術じゆつの後こう遺い症しようはないみたい。私が師し匠しようから道具の作り方を教わって、検査したから。しかしなんで師匠は催眠術の検査装置の作り方を知っていたんだろう。知り合いに催眠術師か、それに詳しい人でもいたのかな。

　瑪め瑙のうさんはまだ戻っていない。船での突然の失しつ踪そうにビルの全員が悲しんだけど、瑪瑙さんは戻ってくる意志があるとわかると、途と端たんに元気を取り戻した。どういうことかというと、近所の病院に入院していたのだ。瑪瑙さん曰いわく、気がついたら最新医い療りようをほどこされた上でこの病院に放りこまれていたそうだ。その病院に尋たずねてみると、謎なぞの人物が大金を持って頼んできたのだと。怪あやしすぎる。

「もう、大丈夫。どこにも行かないわよ」

　お見み舞まいに来た私たちに、瑪瑙さんは強い口調で告げた。

「どーせアタシなしじゃ生きていけないのよ、このビルのボウヤたちは」

　痩やせこけてパジャマを着て顔もすっぴんで、まるで別人のような瑪瑙さんだったけど、尊そん大だいな態度だけはいつも通りだった。

　そうして、一緒に来てた天てん成せい会かいのみんなに全すべてを説明した後、謝しや罪ざいした。ミズチの仲間だったこと、私を陥おとしいれるためにみんなに催眠術をかけたこと。

　みんな瑪瑙さんを許してくれた。悪いのはミズチだってわかってるみたい。このへんは喜き一いち郎ろうくんの説得もあるのかもしれないし、瑪瑙さんなら催眠術なしでも手下になる、と騒いでいる子もいたので、それぞれの理由があるみたい。

　ただ一人、激げき怒どした人がいた。

「ワシをコケにした上、船まで奪うばった奴らに、これ以上舐なめられるわけにはいかんのう。ミズチとかいったか、ビン詰めにしてマムシ酒にしてくれるわい」

　ミズチも百ひやく色しきも私も忘れていたのだが、沈んだ船の中には宝石があった。魂たましいの塩の偽にせ物ものである。たった一人、親分さんだけは覚えていたのだが、船の引き上げにはまだ時間がかかるみたい。親分さんの怒りっぷりは、それは凄すさまじかった。

　その日から奥おく村むら組ぐみ系列の全組織に、新しい仕事が増えた。ミズチに関するどんな些さ細さいな情報でも報告する、というものだ。むしろ親分さんとしては、明確な敵ができて嬉うれしいのかもしれない。船と宝石の損害をせしめることができるもんね。

　四階の事務所にも、親分直属の部下と名乗る人が増えた。戦力的にはありがたいけど、前から天成会にいた子たちは、親分の名の下に行われる監視にビクビクしているらしい。これも親分の怒りの余よ波はなのかな。

　そんなわけで、親分さんからはこないだの船でもらえるはずだった礼金も頂いてしまった。まぁくれなかったとしても、仕事前に契約書は書かせたから問題ないんだけどね。

　一応、最初の目的は果たしたことになるのかな。

　ミズチを探すための資金と労力、ミズチと戦うための力、それと日々を生き抜くための食費。図はからずも全部揃そろってしまった。

　思いがけず潤うるおった生活に、ちょっと小こ躍おどりしたくなってくる。実際に踊おどったら筋肉痛で転げ回るだろうけど。

『オイひかる。いい加か減げん、俺の翼どうにかしてくれねーか？』

　鳥とり籠かごから恨うらめしい声がした。

　忘れてた。ガー助の翼はいまだ外れたままなのだ。

「くっつけて欲しい？」

『あたりめーだろ！』

「いいじゃん。これからはずっと私の右手に停とまっててよ。いざとなったら『ガー助……ぼ……防ぼう御ぎよ頼む……』ってお願いするから」

『わかりにくいネタふるんじゃねーよ！　俺はお前に寄生してるわけでもねーし！　だいたいミズチがどんな戦法や人数で来るかもわからねーのに、いつまでもくっついてられっか！』

　確かにガー助の言うとおり、次のミズチの攻撃は具体的にはわからない。

　けど、レイジはこう言った。

　シンボルを作ると。

「ねぇガー助。ミズチのシンボルって何かな？」

『そりゃアレだろ。俺みたいなツエー自動人形とかだろ』

「狛こまじゃダメなのかな」

『あいつは確かにフザケた強さだけど、古こ科か学がくの産物だよな。ミズチってなんでもアリの組織なんだろ？　古科学だけじゃないんだろ、きっと』

「だよね。ラーの天てん秤びんの製法を盗むってことは、やっぱりそれを使って何かするんだよね？」

　あれにどんな使い道があるんだろう。悪用しようと思えばいろいろ思いつきそうだけど、私は発想が貧ひん困こんだから思い浮かばない。

『……なぁひかるよ。本人に聞くのが一番早いんじゃねーの？』

　ガー助の意見はもっともだ。

　ここはミズチの人間に伺うかがうとしよう。

「そのへん、どうなんです？」

　普段めったに使わない事務所のキッチンから、いい匂においがする。

　台所に立っている老ろう婆ばが、振り向かずに答えた。

「ごめんね、実はアタシも知らないの。ミズチの誰だれも知らないんじゃないかな。レイジさんの頭の中にしかないと思うわよ――と、できた。さぁ朝ご飯にしましょうね」

　あれからお七しちさんは私の捕虜ということになっている。ビルの人たちはお七さんの正体を知らないから、親分さんの友達兼私のおばあちゃんだと思っている。

　何が目的なのかまったくわからないけど、なんとなく事務所に泊めてしまっている。冷静に考えれば、いつ寝首を掻かかれてもおかしくない状況なんだけど、このおばあちゃんはなぜか警けい戒かいする気になれないのよね。

「ねぇお七さん。どうしてミズチに入ったんです？」

　その日の朝食の席で、何とはなしに聞いてみた。

「単純よ。昔、大きな病気にかかったことがあったんだけど、代々続く古科学で治ったの。それから古科学にハマりだして……気がついたら、ミズチにいたのよ。平ひら賀がさん――お父さんの方ね――とも仲が良かったし、もっと古科学が流は行やって欲しかったし」

「こうして聞いてると、宗教か、さもなくばダイエット食品みたいですね」

「そんなもんでしょ」

　そんなもんか。人が組織に入る理由なんて、大げさである必要もないのか。正義のヒーローに憧あこがれて警けい察さつ官かんになる人もいれば、なんとなく弁べん護ご士しになる人もいるし。

　私が錬れん金きん術じゆつを始めたのも、面おも白しろかったから、という簡単な理由だしね。

　それにしても美お味いしいなあ、お七さんの朝食。

「アタシからも一つ聞いていいかしら、ひかるちゃん」

「なんです？」

「どうしてアタシを助けてくれたの？」

「……助けたつもりはないですよ」

　前に戦った杉すぎ田たやその仲間たちは警察に引き渡した。レイジに関しては半分息の根を止めるつもりで戦っていた。今後、ミズチの連中が立ちはだかったら、場合によっては命を全部吸うつもりですらいる。

　だけどお七さんには、それができなかった。

　なぜか憎めないのだ。

　ミズチは悪の組織だし、大事な人を傷つけた仇きゆう敵てきでもある。お七さんなんか、その組織の幹かん部ぶくらいの地位にいる……んだけど、なんかほかの人と違うんだよね。

　なんというか――積極的じゃないというか。本気で行動していないというか。

「助けたつもりじゃなかったら、何かしら？」

「うーん、一言で言うなら、謎だから、ですかね」

　鳥とり屋やのオフィスにおいたのは、テストのようなものだった。

　不ふ審しんな素そ振ぶりを見せたら即座に行動を封じるつもりでいたけど、今のところそれはない。どころかミズチの情報をホイホイ教えてくれる。だけどそれは、前回の戦いでもそうだった。あの時はホイホイって感じじゃなかったけどね。

　あるいは、この状況もお七さんの狙ねらい通りなのかな。

　こういうの「老ろう獪かい」って言うんだよね。ホント何企たくらんでるんだか。

『で、次にミズチが何かしてきたら、バーサンはどうするんだよ？』

「そうねぇ……どうしようかしらねぇ……」

　微笑ほほえみながらごはんを食べるお七さん。とぼけているのか、それとも本当に何も考えていないのか。

『ま、矢でも鉄砲でも持ってくればいいさ。俺たちのラーの天秤がひと味もふた味も違うことを教えてやるぜ』

　ガー助はいつになく強気だ。私が気づかない、新ラーの天秤の使い道でも思いついたのだろうか。いや、ただ命を吸えるってだけでも強力だと思うけどね。

　とりあえず、ごはんを食べることにしよう。

　どれだけ大量に命を吸っても、ごはん食べなきゃ死ぬしね。

　逆に言えば、ごはんさえ食べていればどんな敵にも負けない自信がある。

　人形でも石像でも、なんでも来い！




　　　　　[image: ]




　部屋の四よ隅すみに立てられた蠟ろう燭そくの炎だけが灯あかりだった。

　六畳間に家具は何一つなく、代わりに畳たたみに奇き妙みような文字が描かれていた。経きよう文もんのようにも見えるが、模様の羅列にも見える。少なくとも日本語ではない。

　その部屋の中央に寝かされている、狛。

　分ぶん離りしたはずの首は元通りになっており、少なくとも外見的な故こ障しようは見あたらない。が、中の駆く動どう系けいはバラバラだ。人間でいうところの内ない臓ぞう破は裂れつに近い。狛が人形でなければ、とっくの昔に死亡している。

「ふむ。材質の大部分が木でできているのだな」

　狛の腕に触れるのは、レイジ。アヌビスと戦った傷はまだ癒いえておらず、着流しから見える腹に生々しい傷きず跡あとが残っていた。

『狛をどうするつもりだ』

　目だけを動かし、狛がしゃべる。

　もう狛の神経系もズタズタにされており、顔しか動かせない。そのダメージの全てが、レイジに遣つかわれた時の波動茶の反動だ。

　悔くやしいと、狛は思う。

　アヌビスを倒せなかったことではない。あれほど強い力が行使できるのに、それに耐たえられない自分の身体が。これではただ愛めでられるだけの人形だ。

「人形よ。お主の望みを叶かなえてやる」

　レイジの答えは、神の言葉のようだった。

『狛の望みだと？』

「全身を強化してやる。と、いっても力や反応速度が上がるわけではない。ただ頑がん丈じようになるだけだ。だが、私が遣つかっても――いや、どんな存在に遣われても耐えられるようになるはずだ。そうすればアヌビスも、いや、ガーゴイルですら倒せるだろう」

　その物言いに、狛の背中に冷たいものが走った。

　レイジは言った。どんな存在に遣われても、と。

　彼が狛にあてがおうとするのは、人間ではないのか。一体、狛は何に遣われるというのか。そうなった時、この身体はどうなってしまうのか。

　――初めて知る、恐怖という感情。

「始めるぞ」

　見たこともない機具を取り出すレイジ。

　狛の返事は決まっていた。

『――承知』

　やがて蠟燭の炎が消え、部屋には作業の音だけが残った。








おわり













　あとがき




　毎度！

　田口仙年堂でございますっ！







　おるたなてぃぶも三巻目です。この巻で謎なぞだった敵の正体が徐々に明らかになっていきます。そして次巻以降で、その企たくらみが――といった具合ですかね。

　毎回毎回、新刊のネタを考える時は、事件とそれに合った登場人物を考えます。新しいキャラを考えるのは大好きなのですが、なんと今回のおるた三巻、新キャラが一人もいませんでした。今までガーゴイルシリーズを続けてきて、初めてかも。少数だとは思いますが、おるたなてぃぶしか読んでいない人は、これを機きにガーゴイル本編もよろしくお願いします。「あんなキャラいたっけ？」って思った方。いたんですよ、ちゃんと。

　それだけシリーズのキャラが増えたということでしょうな。もちろん、生むだけでないがしろにせず、これからも全員まとめて可か愛わいがっていきたいものです。

　ガーゴイルとおるたなてぃぶ、二つ合わせて十五冊。そんだけ書けばある程度キャラを忘れても仕方ないです。特に読者は。なのにみんなして「今回ヒッシャム出てないの？」「おいヒッシャムの出番増やせよ！」などと聞いてきます。お前らなんでヒッシャムだけは覚えてるんだ。







　さて、今回から担当様が替わりました。

　振り返ってみれば、以前までの般はん若にやことＭ女史とはデビュー前から、四年ほどの付き合いになります。デビュー前で物書きとしてのイロハも知らない俺に、いろいろ教えて下さいました。その愛の鞭むちのアトは、いまだ俺の心にくっきりと刻まれております。

　思い返せば、アニメ化の際にＴＶ出演した時、よゐこの有野さんから「今日はお母さんとご一緒で？」と言われたりしておりました。俺も日向さんも、実の母親も呆あきれるくらい情けない失しつ態たいを叱しかられまくってましたからな。否定できません。

　そんなＭ女史に、心からのお礼を申し上げます。ありがとうございました。

　さて、そんなＭ女史に替わって新担当になったＡ女史！　きっと般若と違って優しい担当さんに違いない！　ヒャッホー！

「えと、こことこことここを直してください。それから明日までにこれをお願いします。それから頼んでおいたもの、今日が〆切なんですが……」

　全然変わってないよ！　そりゃそうだ、俺の仕事が減るワケじゃないんだし！　むしろ最近は増えまくってるし！

　というわけでアホの子二人ですが、よろしくお願いします、Ａ女史。







　さて次は、いつものペースならガーゴイル十三巻ですかね。

　十三とは縁えん起ぎが悪い。

　いっそのこと、飛ばして十四巻とかは……ダメ？

　後世になってマニアな古本蒐しゆう集しゆう家かが「このガーゴイルという本の十三巻が見つからない！　きっとレアものだ！」とか言って数億の値段をつけたりして。その時を見計らって俺が執筆すれば大金持ちに……なったらいいなぁ。

　ほんでは、また！





田口　仙年堂
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Sennendou Taguchi




この本が発売される頃には、世間は夏まっさかり！　青い空！　白い雲！　輝く太陽！　人でいっぱいの避暑地！　白い天井！　働きまくるクーラー！　鳴り響く電話に監視されて仕事が終わるまで遊びに行けず、かつ嫁が実家に帰省中。結果、カラの冷蔵庫とカラの胃袋を抱えて、原稿があがるまでノンストップフル稼働の俺！　夏ってサイコー！
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日向悠二

Yuuji Himukai




この本が発売される頃には、学生達は夏休み！　市民プールで一泳ぎ！　川で魚釣り！　海でスイカ割り！　気になるあの子と花火大会！　全くのカナヅチで恋愛対象も二次元なため、そういった類の青春フェイズをことごとくスキップし、結果、某ビルの地下で世の甘酸っぱい青春の全てを無に帰さんと破滅の呪詛を紡ぐ孤独な俺！　夏バンザイ！
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